
 

 

 

 

 

 

Ⅱ 府内在住者の集計・分析 
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１．未婚者の結婚希望 

 

（１）結婚意思 

 

（結婚の意思に大きな変化はみられない） 

未婚者のうち、結婚意思を持つ者は（「すぐにでも結婚したい」から「相手が見つかっても、

当分、結婚するつもりはない（いつかは結婚したい）」までの合計）は、男性 85％、女性 86％と

なっている（図 2.1.1）。 

2014年調査と、生涯非婚（一生、結婚するつもりはない）の割合を比較すると、男性はやや減

少し、女性には変化はみられない（図2.1.2）。京都府では結婚意思において生涯非婚が増加して

いる状況にはないと考えられる。 

結婚意思は、男女とも年齢との間に強い相関がみられる（図2.1.3）。特に、年齢の上昇につれ

て年齢志向（ある程度の年齢までに結婚したい）が減少し、生涯非婚が増加する傾向がある。主

に、結婚意思が強い者が年齢とともに結婚した結果と考えられるものの、年齢との相関が考えら

れる事象と結婚意思との関係を把握する際は注意が必要である。 

 

図 2.1.1 結婚についての考え（未婚者、単数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.2 結婚希望における生涯非婚の割合の推移（未婚者） 
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図 2.1.3 年齢階層別にみた結婚意思（未婚者） 
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（有配偶者等の未婚時の結婚意思） 

有配偶者等に未婚時の結婚意思を振り返ってもらうと、「ある程度の年齢までに結婚するつも

りだった」という年齢志向が、男性では 45％、女性では 42％に達する（図 2.1.4）。 

「年齢に関係なく、結婚したいと思う相手が見つかれば結婚するつもりだった」という相手志

向を合わせると、男女とも 90％を上回る。ほどんとの既婚者が、年齢志向か相手志向であり、

「相手が見つかっても、当分、結婚するつもりはなかった」「一生、結婚するつもりはなかった」

の回答は、未婚者と比べて少ない。 

 

図 2.1.4 結婚についての考え（有配偶者等、単数） 
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（２）未婚者の結婚意思に対して影響が想定される要因 

 

①結婚したい理由、結婚するつもりはない理由 

 

（結婚するつもりはない理由は「結婚を重視していない」が最も多い） 

結婚したい理由は、「愛情を感じている人と暮らせるから」「精神的な安らぎの場が得られるか

ら」「自分の子どもや家族を得られるから」といった結婚のメリットを挙げる回答が多い。価値

観である「自然なことだから」は、男性 30％、女性 19％であり、男女に差がみられる（図

2.1.5）。 

一方、結婚するつもりはない理由は、「結婚することを重視していない」という価値観に関わ

る理由が最大で、男女とも半数を上回る。女性では「自分の時間が制約されるから」と「行動や

生き方の自由が失われるから」といったデメリットを挙げる回答も多い（図 2.1.6）。 

 

図 2.1.5 結婚したいと思う理由（未婚者、複数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）図2.1.1で、「すぐにでも結婚したい」「ある程度の年齢までに結婚したい」「年齢に関係なく、結婚したい

と思う相手が見つかれば結婚したい」と回答した者が対象 

 

図 2.1.6 結婚するつもりはない理由（未婚者、複数） 
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②所得 

 

（所得のゆとり感がなくなると生涯非婚が増加する） 

年収を分析軸にして未婚の就業者の結婚意思を集計すると、男性では年収が多いほど「すぐに

でも結婚したい」が増加する傾向がみられる（図2.1.7）。女性でも「すぐにでも結婚したい」は

年収 400 万円以上 600 万円未満までは所得にしたがって増加している。 

所得は個人の主観によって捉え方が異なると考え、意識調査では「所得のゆとり感」を把握し

た。「所得のゆとり感」によって結婚意思を集計すると、男女とも所得にゆとりがないと考える

者は生涯非婚が増加する傾向が表れる（図2.1.8）。出生率に対しては生涯非婚の割合が直接的な

影響を及ぼすと考えられるため、所得額に加え所得に対する主観的評価も重視される。 

「所得にゆとりがあるか」の質問に対して「そう思う」と回答した者の年収平均額は男性で

480 万円、「そう思わない」は 356 万円であり、その差は 123 万円であった（図 2.1.9）。女性で

は「そう思う」が 404 万円、「そう思わない」は 289 万円であり、115 万円の差が生じている。 

 

図 2.1.7 昨年の年収別にみた結婚意思（未婚者、就業者） 
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図 2.1.8 所得のゆとり感別にみた結婚意思（未婚者、就業者） 
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図 2.1.9 所得のゆとり感別にみた昨年の年収の平均額（未婚者、就業者） 
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（未婚男性に比べ未婚女性の「所得のゆとり」が少ない） 

「所得のゆとり」の分布を確認すると、未婚者の男性では、「とてもそう思う」と「そう思う」

との合計は 20％、「全くそうは思わない」と「そうは思わない」の合計は 31％である。未婚の女

性では、前者は 14％、後者は 36％である。 

中間回答（どちらかと言えばそう思う、どちらかと言えばそう思わない）を除けば、「所得の

ゆとり」は否定的回答の方が多く、この傾向は女性で強い。 

また、未婚者と有配偶者を比較すると、「そう思わない」と「まったくそうは思わない」の合

計は、男女ともに未婚者の方が多い。 

 

図 2.1.10 配偶状態別にみた「所得のゆとり」（単数） 
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③就業形態 

 

（就業形態は男女両方の結婚意思に影響を及ぼす） 

未婚の就業者の就業形態と結婚意思の関係について把握した。就業形態は、正規の従業員等

（図 2.1.11 の注釈参照）か非正規かに注目して区分を行った。 

両者を比較した結果、男性では、正規の従業員等で22％に上る「すぐにでも結婚したい」が、

非正規では６％に過ぎない（図2.1.11）。結婚の年齢志向（ある程度の年齢までに結婚したい）、

相手志向（年齢に関係なく、結婚したいと思う相手が見つかれば結婚したい）には大きな差はな

いものの、非正規の従業員等では「当分、結婚するつもりはない」が 15％、生涯非婚が 22％に

達し、正規の従業員等の約２倍になる。 

女性でも、非正規であると、「すぐにでも結婚したい」と年齢志向が少なくなり、相手志向と

生涯非婚が増える。就業形態は、男女両方の結婚意思に影響を及ぼしている。 

 

図 2.1.11 就業形態別にみた結婚意思（未婚者、就業者） 
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（注）「正規の従業員等」とは、正規の職員・従業員、会社などの役員、自営業主・家族従業者、家庭での内職

であり、「非正規の従業員等」は、パート・アルバイト、派遣・嘱託・契約職員である 
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年齢に関係なく、結婚したいと思う相手が見つかれば結婚したい 相手が見つかっても、当分、結婚するつもりはない
一生、結婚するつもりはない その他

22.3

16.3

25.0

17.0

31.9

44.1

9.2

5.6

11.0

14.2

0.7

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

正規の従業員等(622)

非正規の従業員等(241)

（％）

すぐにでも結婚したい ある程度の年齢までに結婚したい
年齢に関係なく、結婚したいと思う相手が見つかれば結婚したい 相手が見つかっても、当分、結婚するつもりはない
一生、結婚するつもりはない その他
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④交際状況 

 

（交際経験は結婚意思に影響を及ぼす） 

交際経験別に結婚意思を把握すると、現在の交際相手の有無だけでなく、過去の交際経験によ

っても結婚意思が影響を受けることがわかる（図 2.1.12）。男女によって影響の仕方に差がみら

れるものの、過去に交際経験がないと生涯非婚の割合が 25％に上ることは共通している。 

交際につながるような男女の出会いの機会の多さは、結婚に至らなくても、結婚意思の変化を

通じて出生率に影響を及ぼすと考えられる。 

 

図 2.1.12 交際経験別にみた結婚意思（未婚者） 
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Ｐ値 0.0000 0.0000 
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すぐにでも結婚したい ある程度の年齢までに結婚したい

年齢に関係なく、結婚したいと思う相手が見つかれば結婚したい 相手が見つかっても、当分、結婚するつもりはない

一生、結婚するつもりはない その他
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すぐにでも結婚したい ある程度の年齢までに結婚したい

年齢に関係なく、結婚したいと思う相手が見つかれば結婚したい 相手が見つかっても、当分、結婚するつもりはない

一生、結婚するつもりはない その他
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⑤結婚や子育てに対する価値観 

 

（「結婚することは自然なことである」という価値観との関係を把握した） 

結婚に関わる価値観のうち、「結婚することは自然なことである」という意見への賛同度と結

婚意思との関係を調べた。 

「結婚することは自然」という価値観を分析軸にして結婚意識をクロス集計すると、相関関係

があることは明らかである（図 2.1.12）。特に、女性では男性よりも明瞭な関係が表れている。 

 

図 2.1.13 結婚の価値観別にみた結婚意思（未婚者） 
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一生、結婚するつもりはない
その他

（結婚することは自然なことである）
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（結婚することは自然なことである）
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（「子どもを持つことは自然なことである」という価値観との関係を把握した） 

子育てに対する価値観のうち、「子どもを持つことは自然なことである」という意見への賛同

度と結婚意思との関係を調べた。 

「子どもを持つことは自然」という価値観を表側として結婚意識をクロス集計すると、「結婚

することは自然」ほどではないものの、相関関係が表れる（図 2.1.14）。また、結婚の場合と同

様、女性の方が関係は明瞭である。 

 

図 2.1.14 子育ての価値観別にみた結婚意思（未婚者） 
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（「一生を考えると、誰か大切な人と人生を共にしたい」は 80％に上る） 

「結婚することを重視していない」など多様な価値観がある中で、人生の根幹に関わる結婚の

意味を把握するため、未婚者に対して「一生を考えると、誰か大切な人と人生を共にしたい」に

ついて賛同度を尋ねた。その結果、男女ともに約 80％の肯定的な回答が得られた（図 2.1.15）。 

上の問は「誰か」を特定していないが、この問を分析軸にして結婚意識をクロス集計すると、

男女とも強い相関が表れた（図 2.1.16）。結婚の価値観が多様化する中で、根底的なところで結

婚に対する希望を持つ者が多いと解釈できる可能性がある。 

 

図 2.1.15 「一生を考えると、誰か大切な人と人生を共にしたい」（未婚者） 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.16 「一生を考えると、誰か大切な人と人生を共にしたい」と結婚意思 
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⑥自己肯定感・自己効力感 

 

（結婚希望を持てないでいる者が存在する） 

結婚意思に対して自己意識（自分自身に対する意識）がどのように影響しているか把握するた

め、自己肯定感や自己効力感（自分は役に立つ、問題を解決できるという意識）と、結婚意識と

の関係を把握した。自己肯定感を測る質問として「自分自身に満足している」、自己効力感は

「自分はうまくいくかわからないことにも意欲的に取り組む」を取り上げた（図 2.1.19）。 

これらの質問を分析軸として結婚意思の集計を行うと、自己肯定感、自己効力感ともに、結婚

意思との間に相関が表れる（図 2.1.17、図 2.1.18）。 

これらの集計結果は、結婚に関する価値観や結婚のメリット・デメリットとは別に、自己意識

が若年層の結婚意思に影響を及ぼす要因になっている可能性を示していると考えられる。自己肯

定感や自己効力感が低く「結婚するつもりはない」と回答している者の中に、結婚意思がないの

ではなく、結婚の希望を持てないでいる者が存在する可能性もある。 

 

図 2.1.17 自己肯定感の強さ別にみた結婚意識（未婚者） 
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図 2.1.18 自己効力感の強さ別にみた結婚意識（未婚者） 
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項目 男 女 

クラメールの連関係数 0.1383 0.1065 

Ｐ値 0.0000 0.0000 

 

図 2.1.19 自己肯定感、自己効力感の分布（未婚者） 
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（自分はうまくいくかわからないことにも意欲的に取り組む）
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⑦女性のキャリアアップ 

 
（子育てをしている女性のキャリアアップ可能性が結婚意思に影響を及ぼす） 

今回の意識調査では、女性のライフコースに関して仕事におけるキャリアアップの理想や、現

在の職場で働く女性が子育てしながらキャリアアップできるかなどを把握した。 

図 2.1.20 の女性の回答をみると、子育てをしている女性のキャリアアップ可能性の評価が高

いほど「すぐにでも結婚したい」や結婚の年齢志向が増加する傾向がみられる。反対に、「全く

そうは思わない」では生涯非婚が 23％に達する。 

興味深いのは、子育てをしている女性のキャリアアップ可能性に対する男性の評価が、男性の

結婚意思にも同様の影響を及ぼしているとみられることである。 

このように、職場での子育てをしている女性のキャリアアップ可能性が、男女両方の結婚意思

に影響を及ぼしている可能性がある。 

 

図 2.1.20 職場での子育てをしている女性のキャリアアップ可能性と結婚意思 

（未婚者、就業者） 

（男性） 
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項目 男 女 

クラメールの連関係数 0.1869 0.1546 

Ｐ値 0.0000 0.0048 
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とてもそう思う(26)

そう思う(51)

どちらかと言えばそう思う(110)

どちらかと言えばそう思わない(91)

そう思わない(27)

全くそう思わない(41)

（％）

すぐにでも結婚したい ある程度の年齢までに結婚したい
年齢に関係なく、結婚したいと思う相手が見つかれば結婚したい 相手が見つかっても、当分、結婚するつもりはない
一生、結婚するつもりはない その他

（職場では、働く女性が子育てをしながら、理想のキャリアップをできると思うか）
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とてもそう思う(31)
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どちらかと言えばそう思う(127)
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全くそう思わない(48)

（％）

すぐにでも結婚したい ある程度の年齢までに結婚したい
年齢に関係なく、結婚したいと思う相手が見つかれば結婚したい 相手が見つかっても、当分、結婚するつもりはない
一生、結婚するつもりはない その他

（職場では、働く女性が子育てをしながら、理想のキャリアップをできると思うか）
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（３）地域別の集計 

 

（未婚者の結婚意思は、男女とも相楽東部が最も多い） 

今回の意識調査では、地域毎の結婚についての考えについて把握した。 

図 2.1.21 の回答をみると、男女ともに結婚意思を持つ者（「すぐにでも結婚したい」から「相

手が見つかっても、当分、結婚するつもりはない（いつかは結婚したい）」は相楽東部が最も多

くなっている。反対に、「一生、結婚するつもりはない」では、男性は京都市域が 15％と最も多

く、女性は南丹が 16％と最も多くなっている。 

 

図 2.1.21 地域別にみた結婚についての考え（未婚者、単数） 
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（有配偶者等の結婚意思は、相手志向では、多くの地域で 90％を上回る） 

有配偶者等に未婚時の結婚意識を振り返ってもらうと「ある程度の年齢までに結婚するつもり

だった」という年齢志向が、男性では南丹が 52％と最も多く、女性では相楽東部が 52％と最も

多い（図 2.1.22）。 

「年齢に関係なく、結婚したいと思う相手が見つかれば結婚するつもりだった」という相手志

向に合わせると、男性は京都市域と学研都市、女性は南丹を除くすべての地域で90％を上回る。 

 

図 2.1.22 地域別にみた結婚についての考え（有配偶者等、単数） 
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（結婚したい理由として「自然なことだから」という回答が丹後、南丹、中丹、山城北部で多い） 

地域別に結婚したい理由をみると、多くの地域で男女ともに「自分の子どもや家族を持てるか

ら」「愛情を感じている人と暮らせるから」「精神的や安らぎの場が得られるから」といった結婚

のメリットを挙げる回答が多い。また、男性では丹後、南丹、山城北部、女性では中丹、南丹で

「自然なことだから」という回答が多くなっている(表 2.1.1)。 

 

表 2.1.1 地域別にみた結婚したいと思う（思った）理由（複数） 

(男性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

愛情を感

じている

人と暮ら

せるから 

自分の子

どもや家

族を持て

るから 

自然なこ

とだから 

精神的な

安らぎの

場が得ら

れるから 

親を安心

させ、周

囲の期待

に応えら

れるから 

社会的信

用を得た

り、周囲

と対等に

なれたり

するから 

経済的に

余裕が持

てるから 

生活上便

利になる

から 

性的な充

足が得ら

れるから 

親から独

立できる

から 

その他 

全体 1713 43.3 41.6 39.2 34.5 12.4 12.1 8.0 6.5 6.2 3.0 1.1 

丹後 73 37.8 43.3 43.0 37.1 17.5 15.6 6.2 4.0 6.8 0.0 1.0 

中丹 106 35.2 53.9 37.6 43.7 11.2 8.5 2.5 2.8 6.9 0.0 1.3 

南丹 84 35.2 35.6 41.1 44.6 7.7 6.4 2.3 2.7 2.7 2.0 1.2 

京都市域 906 45.2 39.5 37.9 34.7 12.5 13.5 10.2 7.8 6.8 3.1 1.2 

乙訓 140 43.3 52.5 39.4 28.1 13.5 14.0 5.2 5.3 3.3 5.6 0.5 

学研都市 121 41.6 43.3 38.8 21.2 17.3 19.7 8.0 6.0 11.9 2.8 1.8 

山城北部 235 45.0 38.8 44.2 35.0 10.0 4.5 6.5 5.9 2.4 4.6 0.3 

相楽東部 48 40.8 54.6 32.5 46.0 15.8 13.2 4.8 8.9 6.7 0.0 0.0 

 

(女性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

自分の子

どもや家

族を持て

るから 

愛情を感

じている

人と暮ら

せるから 

精神的な

安らぎの

場が得ら

れるから 

自然なこ

とだから 

親を安心

させ、周

囲の期待

に応えら

れるから 

経済的に

余裕が持

てるから 

社会的信

用を得た

り、周囲

と対等に

なれたり

するから 

親から独

立できる

から 

生活上便

利になる

から 

性的な充

足が得ら

れるから 

その他 

全体 2613 47.8 41.9 34.4 27.3 16.8 13.0 8.7 7.3 4.9 1.5 0.9 

丹後 123 52.4 39.8 35.0 34.4 14.2 8.1 9.5 5.5 5.0 1.1 2.7 

中丹 139 51.7 32.3 30.4 37.9 18.5 10.5 5.5 5.9 3.3 0.5 0.0 

南丹 86 40.8 33.9 30.6 40.3 17.8 10.2 9.6 12.5 6.9 2.8 1.6 

京都市域 1506 46.4 43.8 36.5 24.6 16.4 14.8 9.5 6.0 5.0 1.4 0.9 

乙訓 177 47.1 42.6 31.4 29.0 19.3 10.8 4.8 9.1 2.9 0.0 0.7 

学研都市 203 56.0 38.1 33.3 27.3 17.9 9.7 6.5 10.4 4.4 3.4 0.5 

山城北部 322 48.4 42.7 30.6 27.7 15.8 11.8 9.6 9.7 5.5 1.7 1.1 

相楽東部 57 59.3 53.7 41.6 26.1 31.1 6.1 4.4 4.8 4.9 0.0 0.0 
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（結婚したい理由として「自然なことだから」という回答が丹後、南丹、中丹、山城北部で多い） 

地域別に結婚するつもりはない理由をみると、多くの地域で「結婚することを重視していない」

という価値観に関わる理由となっており、特に男性では中丹、女性では中丹、乙訓が多くなって

いる(表 2.1.2)。 

 

表 2.1.2 地域別にみた結婚するつもりはない（結婚するつもりはなかった）理由（複数） 

(男性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

結婚する

ことを重

視してい

ないから 

自分の時

間が制約

されるか

ら 

行動や生

き方の自

由が失わ

れるから 

金銭的な

裕福さが

失われる

から 

家族を支

える責任

が生じ、

気楽さが

失われる

から 

異性との

交際の自

由が失わ

れるから 

住宅や周

囲の住環

境の選択

の幅が小

さくなる

から 

現在の家

族とのつ

ながりが

保ちにく

くなるか

ら 

友人等と

の広い人

間関係が

保ちにく

いから 

職業を持

てず、社

会とのつ

ながりが

保ちにく

くなるか

ら 

その他 

全体 347 51.0 37.2 36.9 25.5 16.2 7.6 5.5 3.8 3.4 1.4 3.7 

丹後 8 67.5 15.9 0.0 13.2 15.9 0.0 9.4 0.0 9.4 0.0 10.0 

中丹 11 71.3 34.2 78.2 26.8 8.7 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

南丹 13 45.3 14.7 44.9 28.9 14.7 0.0 0.0 14.7 0.0 14.2 0.0 

京都市域 217 47.3 37.9 32.8 24.1 16.5 8.9 6.8 3.9 4.2 0.9 4.3 

乙訓 24 50.6 51.6 59.3 40.1 22.4 6.8 0.0 0.0 0.0 3.1 0.0 

学研都市 22 60.4 45.5 61.9 26.6 12.5 0.0 12.1 3.8 3.4 0.0 3.8 

山城北部 50 57.9 33.5 24.5 26.1 17.0 7.4 0.0 3.4 1.6 1.6 4.0 

相楽東部 2 － － － － － － － － － － － 

 

(女性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

結婚する

ことを重

視してい

ないから 

自分の時

間が制約

されるか

ら 

行動や生

き方の自

由が失わ

れるから 

家族を支

える責任

が生じ、

気楽さが

失われる

から 

金銭的な

裕福さが

失われる

から 

現在の家

族とのつ

ながりが

保ちにく

くなるか

ら 

友人等と

の広い人

間関係が

保ちにく

いから 

住宅や周

囲の住環

境の選択

の幅が小

さくなる

から 

異性との

交際の自

由が失わ

れるから 

職業を持

てず、社

会とのつ

ながりが

保ちにく

くなるか

ら 

その他 

全体 372 62.4 50.0 43.7 14.5 11.8 6.6 3.4 3.1 2.6 2.6 5.7 

丹後 11 60.1 77.7 40.0 28.0 6.0 0.0 12.7 0.0 0.0 10.3 10.3 

中丹 13 72.4 43.9 43.3 0.0 21.3 0.0 13.9 6.9 7.4 0.0 0.0 

南丹 14 62.6 61.3 55.8 16.6 10.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.9 

京都市域 249 61.7 48.2 44.0 15.8 10.8 6.0 4.1 1.8 1.1 2.6 6.2 

乙訓 16 84.7 39.3 34.2 25.4 25.2 8.7 0.0 5.1 0.0 4.9 10.2 

学研都市 23 52.4 57.9 47.3 5.0 13.1 9.5 0.0 5.7 13.9 4.5 0.0 

山城北部 43 61.6 52.9 40.1 10.5 10.6 12.4 0.0 8.6 5.7 1.6 1.6 

相楽東部 3 － － － － － － － － － － － 

 

 

 

 

  

（注）相楽東部は、十分な標本サイズを得られなかったため掲載を省略した 
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２．未婚者の結婚予想 

 

（１）結婚の予想 

 

（「結婚できそうにない」は約 30％を占める） 

図 2.2.1 では、「結婚できそうにない」が男性で 26％、女性で 30％を占める。未婚者の自分の

結婚に対する予想は「希望の実現予想」と捉えられ、これらの回答は結婚希望が実現できないと

予想している未婚者の割合とみなすことができる。「結婚するつもりはない」と合計すると、男

性 41％、女性 46％に上る。 

結婚意思と同様、結婚の予想も年齢との相関がみられる（図 2.2.2）。「結婚できそうにない」

は、女性では、20-25 歳と 30-34 歳の間（＋16 ポイント）、30-34 歳と 35-39 歳の間（＋14 ポイ

ント）で増加が大きい。 

 

図 2.2.1 結婚の予想（未婚者、単数） 

 

 

 

 

 

 
 

図 2.2.2 年齢階層別にみた結婚の予想（未婚者、単数） 
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ほぼ、理想の年齢で結婚できそう 理想の年齢よりも早くなりそう 結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う
理想の年齢よりも遅くなりそう 結婚できそうにない 結婚するつもりはない
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ほぼ、理想の年齢で結婚できそう 理想の年齢よりも早くなりそう 結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う
理想の年齢よりも遅くなりそう 結婚できそうにない 結婚するつもりはない
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（結婚の実現予想が結婚意思に影響している可能性がある） 

図 2.1.1 の未婚者の結婚意識を分析軸にして結婚予想を集計すると、結婚の意思が強い者ほど、

「結婚できる」（「ほぼ、理想の年齢で結婚できそう」から「理想の年齢よりも遅くなりそう」の

合計）が多くなる傾向がみられる（図2.2.3）。これは、結婚に対する見通しが、結婚意志（結婚

希望）に影響を及ぼしていると解釈することもできる。 

また、結婚の「相手志向（年齢に関係なく結婚したいと思う相手が見つかれば結婚したい）」

では、「結婚できそうにない」が、男性で 42％、女性では 50％に上ることが注目される。「相手

が見つかっても、当分、結婚するつもりはない」と同程度の割合である。結婚に対する、男女の

出会いの機会等の重要性を示していることが考えられる。 

 

図 2.2.3 結婚意思（結婚希望）と結婚予想（希望の実現） 
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理想の年齢よりも遅くなりそう 結婚できそうにない 結婚するつもりはない
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ほぼ、理想の年齢で結婚できそう 理想の年齢よりも早くなりそう 結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う

理想の年齢よりも遅くなりそう 結婚できそうにない 結婚するつもりはない
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（２）未婚者の結婚予想に対して影響が想定される要因 

 

①結婚できそうにない理由 

 

（「結婚したいと思う相手と出会いそうにない」が最も多い理由） 

結婚の予想に対して「結婚できそうにない」と回答した未婚者を対象に、その理由を把握した

（図 2.2.4）。「結婚したいと思う相手と出会いそうにないから」が最も多く、特に女性では 72％

に達する。結婚意思の「相手志向」の多さと男女の出会いの機会の不足が相まったものと考えら

れる。 

これに次いで回答が多い「異性とうまく付き合えないから」や「自分に自信を持てないから」

は、過去の交際経験や自己意識の問題が影響を及ぼしている可能性が考えられる。 

「所得に不安があるから」や「自分の就業・雇用が不安定だから」は男性に多く、前者は41％、

後者は29％に上る。収入額や所得のゆとり感、就業形態の結婚予想への影響は既に分析した通り

である。 

「自分の仕事や生き方と結婚を両立できそうにないから」は女性に多い。男性20％に対して女

性は 26％に上る。 

結婚意思に関する「結婚したいと思う理由」や「結婚するつもりはない理由」は結婚等の価値

観の問題が大きな割合を占めていたが、「結婚できそうにない理由」は結婚希望の実現を妨げる

多くの具体的な理由が挙がっている。 

 

図 2.2.4 結婚できそうにない理由 

（未婚者、結婚意思があり結婚予想に対して「結婚できそうにない」と回答した者、複数） 
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②所得 

 

（結婚予想は「所得のゆとり感」の影響を受ける） 

図 2.1.7 の通り、所得と結婚意思の間には緩やかな相関がみられたが、所得と未婚者の結婚予

想では、はっきりとした相関は表れない（図 2.2.5）。 

ところが、所得のゆとり感と結婚予想との相関をみると、所得のゆとり感と結婚意思よりも明

瞭な相関が表れる（図2.2.6）。所得水準の高さは所得のゆとり感を増すため、若年層の所得向上

が求められるものの、結婚予想は、結婚を前提とした本人の所得の主観的評価や、住居地と関連

した生活費の影響を受けていることも考えられる。 

 

図 2.2.5 昨年の年収別にみた結婚予想（未婚者、就業者） 
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理想の年齢よりも遅くなりそう 結婚できそうにない 結婚するつもりはない
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ほぼ、理想の年齢で結婚できそう 理想の年齢よりも早くなりそう 結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う

理想の年齢よりも遅くなりそう 結婚できそうにない 結婚するつもりはない
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図 2.2.6 所得にゆとり感別にみた結婚予想（未婚者、就業者） 
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理想の年齢よりも遅くなりそう 結婚できそうにない 結婚するつもりはない
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理想の年齢よりも遅くなりそう 結婚できそうにない 結婚するつもりはない
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③就業形態 

 

（就業形態は男女両方の「結婚できそうにない」という予想を増やす） 

図 2.1.11 の通り、男性では非正規の従業員等であると生涯非婚が約２倍に増加する。図 2.2.7

では、非正規であると、生涯非婚に加えて、結婚予想のうち「結婚できそうにない」が正規の従

業員等に対して６ポイント増加している。女性の「結婚できそうにない」は、正規の従業員に対

して非正規では５ポイント増加する。 

結婚意思の場合ほど明瞭ではないものの、就業形態の影響は、非正規の従業員であると、男女

の両方で「結婚できそうにない（結婚希望が実現できそうにない）」と考える者をやや増加させ

る形でも表れる。 

 

図 2.2.7 就業形態別にみた結婚予想（未婚者、就業者） 
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（注）「正規の従業員等」とは、正規の職員・従業員、会社などの役員、自営業主・家族従業者、家庭での内職

であり、「非正規の従業員等」は、パート・アルバイト、派遣・嘱託・契約職員である 
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ほぼ、理想の年齢で結婚できそう 理想の年齢よりも早くなりそう 結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う
理想の年齢よりも遅くなりそう 結婚できそうにない 結婚するつもりはない
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④交際状況 

 

（結婚予想に対する交際経験の影響は結婚意思への影響よりも明確） 

後述する図 2.7.1 の交際状況を分析軸にして未婚者の結婚予想を集計すると、結婚意思よりも

明瞭な相関が表れる（図 2.2.8）。 

特に、「これまでも出会いの機会がなかった」であると、「結婚するつもりはない」に加えて

「結婚できそうにない」が男性で 44％に増加し、そうでない者との差が大きい。女性では 43％

であるが、「今はいない」でも「結婚できそうにない」が 40％に上る。 

男女の出会いの状況は、未婚者の結婚予想に明らかな影響を及ぼし、このことが結婚意志に反

映されていることも考えられる。 

 

図 2.2.8 交際状況別にみた結婚予想（未婚者） 
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⑤自己肯定感・自己効力感 

 

（自己肯定感・自己効力感は、結婚予想に対して強い影響力を持っている） 

自己肯定感や自己効力感が少ないと、結婚意思に対して結婚の相手志向や生涯非婚が増える傾

向があった（図 2.1.17、図 2.1.18）。 

結婚の予想に対しては、自己肯定感が低くなるほど男女とも「結婚できそうにない」が著しく

増える傾向が明らかである（図2.2.9）。自己肯定感は結婚予想に対して強い影響力を持つとみら

れる。 

自己効力感でも同様の集計結果が得られた（図 2.2.10）。 

 

図 2.2.9 自己肯定感の強さ別にみた結婚予想（未婚者） 
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21.5

27.5

27.8
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25.2

13.8

15.4
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26.1

31.8

40.2

45.0

18.9

11.7

15.0

16.5

16.0

25.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

とてもそう思う(58)

そう思う(147)

どちらかと言えばそう思う(316)

どちらかと言えばそうは思わない(289)

そうは思わない(188)

全くそうは思わない(127)

（％）

ほぼ、理想の年齢で結婚できそう 理想の年齢よりも早くなりそう 結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う

理想の年齢よりも遅くなりそう 結婚できそうにない 結婚するつもりはない

（自分自身に満足している）
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図 2.2.10 自己効力感の強さ別にみた結婚予想（未婚者） 

（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（女性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 男 女 

クラメールの連関係数 0.1741 0.1252 

Ｐ値 0.0000 0.0000 
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13.4

16.3

17.9

38.1
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とてもそう思う(46)

そう思う(110)

どちらかと言えばそう思う(256)

どちらかと言えばそうは思わない(228)

そうは思わない(94)

全くそうは思わない(68)

（％）

ほぼ、理想の年齢で結婚できそう 理想の年齢よりも早くなりそう 結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う

理想の年齢よりも遅くなりそう 結婚できそうにない 結婚するつもりはない

（自分はうまくいくかわからないことにも意欲的に取り組む）
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33.7
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20.5

8.7

13.5

17.0

22.1

34.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

とてもそう思う(64)

そう思う(169)

どちらかと言えばそう思う(354)

どちらかと言えばそうは思わない(339)

そうは思わない(133)

全くそうは思わない(66)

（％）

ほぼ、理想の年齢で結婚できそう 理想の年齢よりも早くなりそう 結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う

理想の年齢よりも遅くなりそう 結婚できそうにない 結婚するつもりはない

（自分はうまくいくかわからないことにも意欲的に取り組む）
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⑥女性のキャリアアップ 

 

（職場における子育中の女性のキャリアアップ可能性は結婚予想に影響を及ぼす） 

結婚意識と同様、結婚予想と、現在の職場での子育てをしている女性のキャリアアップ可能性

との関係を調べた。その結果、女性では、子育てをしている女性がキャリアアップできるかに対

して「そう思わない」「まったくそう思わない」と回答する者は、「結婚できそうにない」が大き

く増加している（図 2.2.11）。 

男性でも、子育てをしている女性のキャリアアップ可能性に対する評価が否定的であると、自

分が「結婚できそうにない」と予想する者が大幅に増加する。 

 

図 2.2.11 職場での子育てをしている女性のキャリアアップ可能性と結婚予想 

（未婚者、就業者） 

（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（女性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 男 女 

クラメールの連関係数 0.2010 0.1438 

Ｐ値 0.0000 0.0282 
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24.1

25.5

9.6

11.7

4.1

41.1
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6.3

3.5

6.6

24.3

14.3

34.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

とてもそう思う(18)

そう思う(74)

どちらかと言えばそう思う(125)

どちらかと言えばそう思わない(88)

そう思わない(30)

全くそう思わない(48)

（％）

ほぼ、理想の年齢で結婚できそう 理想の年齢よりも早くなりそう 結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う

理想の年齢よりも遅くなりそう 結婚できそうにない 結婚するつもりはない

（職場では、働く女性が子育てをしながら、理想のキャリアップをできると思うか）
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23.9
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22.6
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14.6

17.0

26.7

30.7

30.9

26.7

20.3

10.8

17.7

29.1

22.3

26.1

39.9

36.9

12.7

12.8

14.9

19.9

14.7

33.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

とてもそう思う(31)

そう思う(56)

どちらかと言えばそう思う(127)

どちらかと言えばそう思わない(102)

そう思わない(30)

全くそう思わない(48)

（％）

ほぼ、理想の年齢で結婚できそう 理想の年齢よりも早くなりそう 結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う

理想の年齢よりも遅くなりそう 結婚できそうにない 結婚するつもりはない

（職場では、働く女性が子育てをしながら、理想のキャリアップをできると思うか）
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（３）地域別の集計 

 

（「結婚できそうにない」と回答した方は、男性は相楽東部、女性は丹後が多く 40％を上回る） 

図 2.2.12 をみると、「結婚できそうにない」が男性では相楽東部で 41％と最も多く、次いで南

丹が多くなっている。また、女性では丹後が 43％と最も多く、次いで乙訓が多くなっている 

（図 2.2.12）。 

 

図 2.2.12 地域別の結婚の予想（未婚者、単数） 
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丹後地域(39)

中丹地域(32)

南丹地域(35)

京都市域(784)

乙訓地域(46)

学研都市地域(58)

山城北部地域(106)

相楽東部地域(26)

（％）

ほぼ、理想の年齢で結婚できそう 理想の年齢よりも早くなりそう

結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う 理想の年齢よりも遅くなりそう

結婚できそうにない 結婚するつもりはない
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14.9
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丹後地域(33)

中丹地域(38)

南丹地域(37)

京都市域(488)

乙訓地域(46)

学研都市地域(45)

山城北部地域(93)

相楽東部地域(23)

（％）

ほぼ、理想の年齢で結婚できそう 理想の年齢よりも早くなりそう

結婚年齢に理想はないが、結婚できると思う 理想の年齢よりも遅くなりそう

結婚できそうにない 結婚するつもりはない
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（多くの地域で男女とも「結婚したいと思う相手と出会いそうにない」が理由として最も多い） 

図 2.2.12 で「理想の結婚よりも遅くなりそう（もっと早く結婚したかった）」「結婚できそう

にない」「結婚するつもりはない」と回答した未婚者を対象に、その理由を把握した（表 2.2.1）。 

男性では「結婚したいと思う相手と出会いそうにない」が多くの地域で多く、南丹が60％と特

に多い。一方で丹後は「所得に不安があるから」が 40％と最も多くなっている。 

女性では、すべての地域で「結婚したいと思う相手と出会いそうにない」が最も多くなってお

り、特に 61％と相楽東部で多くなっている。また、中丹と相楽東部では、「仕事や生き方と結婚

を両立できそうにない」、丹後と乙訓では「出産や子育てに不安があるから」と回答する方が多

くなっている。 

 

表 2.2.1 地域別にみた「理想の結婚よりも遅くなりそう（もっと早く結婚したかった）」 

「結婚できそうにない」「結婚するつもりはない」と思う理由（複数） 

(男性)                                   （％） 

区分 Ｎ 

結婚した

いと思う

相手と出

会いそう

にない※１ 

所得に不

安がある

から 

異性とう

まく付き

合えない

から 

自分に自

信を持て

ないから 

仕事や生

き方と結

婚を両立

できそう

にない※２ 

自分の就

業・雇用

が不安定

だから 

出産や子

育てに不

安がある

から 

自分の健

康面の不

安や身体

的な理由

から 

経済環境・

社会環境が

不安定・不

透明だから
※３ 

コロナ禍

で生活に

悪影響が

あったか

ら※４ 

全体 1178 43.2 29.6 26.2 23.5 18.6 17.6 11.7 9.0 8.6 2.8 

丹後 45 26.0 39.7 30.2 27.1 19.7 10.6 12.5 0.0 3.1 0.0 

中丹 63 59.5 18.1 45.1 16.0 21.8 13.8 8.9 10.9 3.8 1.2 

南丹 61 60.1 18.1 25.1 24.0 5.6 13.6 17.8 8.2 5.0 4.0 

京都市域 667 40.5 30.7 25.1 25.6 19.9 19.8 13.0 10.3 10.4 3.5 

乙訓 91 41.9 25.7 26.6 24.9 19.6 9.9 10.1 1.6 11.2 2.3 

学研都市 68 37.8 35.6 28.4 22.4 25.9 15.2 8.6 11.0 5.1 1.1 

山城北部 159 45.7 33.9 17.3 16.8 11.9 17.3 6.3 6.5 7.1 1.9 

相楽東部 24 41.1 34.6 30.6 39.0 20.5 26.7 0.0 3.4 7.0 7.0 
 

区分 

その他 実現でき

ない理由

はない※５ 

全体 3.1 11.3 

丹後 13.6 8.6 

中丹 2.3 3.5 

南丹 1.6 9.1 

京都市域 3.5 11.9 

乙訓 0.0 13.9 

学研都市 2.1 13.3 

山城北部 1.6 13.0 

相楽東部 16.2 0.0 
 

  

※１ 「結婚したいと思う相手と出会いそうにない」は、調査票において「結婚したいと

思う相手と出会いそうにないから」と表記されている 

※２ 「仕事や生き方と結婚を両立できそうにない」は、調査票において「自分の仕事や

生き方と結婚を両立できそうにないから」と表記されている 

※３ 「経済環境・社会環境が不安定・不透明だから」は、調査票において「経済環境・

社会環境が不安定・不透明だから（コロナ禍の影響を除く）」と表記されている 

※４ 「コロナ禍で生活に悪影響があったから」は、調査票において「コロナ禍で生活に

悪影響があったから、将来が不透明になったから」と表記されている 

※５ 「実現できない理由はない」は、調査票において「希望が実現できない理由はない

（希望どおりである）」と表記されている 
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(女性)                                   （％） 

区分 Ｎ 

結婚した

いと思う

相手と出

会いそう

にない※１ 

自分に自

信を持て

ないから 

仕事や生

き方と結

婚を両立

できそう

にない※２ 

出産や子

育てに不

安がある

から 

異性とう

まく付き

合えない

から 

所得に不

安がある

から 

自分の就

業・雇用

が不安定

だから 

自分の健

康面の不

安や身体

的な理由

から 

経済環境・

社会環境が

不安定・不

透明だから
※３ 

コロナ禍

で生活に

悪影響が

あったか

ら※４ 

全体 1665 49.7 24.9 20.7 20.5 19.2 14.1 10.3 10.2 8.2 3.3 

丹後 74 53.8 22.7 19.6 30.4 15.5 10.9 4.3 9.6 7.8 1.3 

中丹 71 45.7 28.6 29.6 16.5 17.7 15.7 10.5 1.2 6.5 0.0 

南丹 61 44.4 35.1 29.9 20.4 31.2 15.3 9.3 7.2 14.6 6.1 

京都市域 1033 49.8 24.4 20.8 20.7 18.3 15.3 10.3 11.3 8.1 3.7 

乙訓 89 60.2 19.1 13.1 21.2 17.6 9.8 7.2 5.1 4.2 0.0 

学研都市 113 40.5 25.6 16.6 21.4 17.0 12.3 10.3 10.6 6.1 2.4 

山城北部 187 52.9 24.9 19.1 18.4 22.3 10.4 13.6 11.1 9.8 3.7 

相楽東部 37 61.2 22.9 30.7 16.9 16.6 14.5 3.5 3.3 4.0 1.8 
 

区分 

その他 実現でき

ない理由

はない※５ 

全体 5.3 9.2 

丹後 5.4 9.5 

中丹 4.7 9.3 

南丹 6.3 4.7 

京都市域 5.5 9.5 

乙訓 1.1 4.5 

学研都市 3.9 11.5 

山城北部 6.5 9.8 

相楽東部 17.0 5.7 

 

  



 

- 65 - 

 

３．初婚年齢（晩婚化） 

 

（１）理想の初婚年齢と現実の初婚年齢 

 

（女性では理想の結婚年齢がある者が 44％に上る） 

理想の結婚年齢について、男性では、「おおよその理想がある（理想があった）」は 27％、「特

に理想はない（理想はなかった）」が63％であった。女性では、「おおよその理想がある（理想が

あった）」は 44％に上り、男性と大きな差がみられる。女性の「特に理想はない（理想はなかっ

た）」は 49％と半数にとどまる（図 2.3.1）。 

「おおよその理想がある（理想があった）」と回答した者について、理想の結婚年齢の平均値

を算出すると、男性は平均 29.1 歳、女性は平均 27.4 歳である（図 2.3.2）。 

図 2.3.3 に理想の結婚年齢の分布を示した。男性では「30-31 歳」が最頻値であり、女性では

「24-25 歳」と「30-31 歳」の二つのピークがあることがわかる。 

 

図 2.3.1 結婚について理想だと思う年齢（単数） 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3.2 理想の結婚年齢の平均値（結婚年齢に理想がある者） 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3.3 理想の結婚年齢の分布（結婚年齢に理想がある者、数量） 
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（初婚年齢は理想と現実で分布に大きな違いがある） 

晩婚化が生じる様子を調べるため、未婚者の理想とする初婚年齢と有配偶者の現実の初婚年齢

の間で、両者の分布と平均年齢を比較した（図 2.3.4、図 2.3.5、表 2.3.1）。 

未婚者の理想とする初婚年齢は男性 29.2 歳、女性 27.9 歳、有配偶者の現実の初婚年齢は男性

29.5 歳、女性 28.2 歳である。男女とも理想の初婚年齢よりも現実の初婚年齢の方がやや高いが、

ほとんど差はないとみられる。 

ところが、未婚者の理想の初婚年齢の分布と、有配偶者の現実の初婚年齢の分布は大きく異な

っている。未婚者では、理想の初婚年齢の最頻値は、男性では「30-31 歳」、女性は「28-29 歳」

から「30-31 歳」であり、男女とも「30-31 歳」を超えると回答者が急減する非対称な分布にな

っている。 

一方、有配偶者の現実の初婚年齢は、男女とも平均年齢に近い年齢階層を中心としたほぼ対称

的な分布であり、正規分布に近い形になっている。これらのことから、「30-31歳」を超える年齢

階層においては、結婚年齢の理想が実現せずに、本人が意図しない遅い初婚年齢になった者が多

く含まれていると考えられる。 

 

図 2.3.4 理想とする初婚年齢の分布（未婚者、理想とする初婚年齢がある者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3.5 現実の初婚年齢の分布（有配偶者、理想とする初婚年齢があった者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.3.1 未婚者の理想とする初婚年齢と有配偶者の現実の初婚年齢の平均値 

（理想とする初婚年齢がある者・あった者） 
（歳） 

項目 男性 女性 

未婚者の理想とする初婚年齢 29.2 27.9 

有配偶者の現実の初婚年齢 29.5 28.2 
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（２）初婚年齢に対して影響が想定される要因 

 

①理想とする結婚年齢がある（あった）理由 

 

（女性では「子ども持つことを想定した年齢」が約３分の２に上る） 

初婚年齢について「おおよその理想がある（理想があった）」と回答した者に、理想とする結

婚年齢がある（あった）理由を尋ねると、「子どもを持つことを想定する自分や配偶者の年齢」

が男性では 44％、女性では 64％に上る（図 2.3.6）。次いで、女性では「周囲の人の結婚年齢の

影響」が 32％と多い。これらの理由は、女性が男性を大きく上回っていることが特徴である。 

男性では、「仕事の兼ね合い」が 34％に上るほか、「結婚生活に十分な所得になること」「結婚

資金が十分に得られること」「雇用が安定すること」「自分が一定の社会的信用を得ること」など、

所得や雇用に関わる理由が多い。女性でも「仕事との兼ね合い」は24％に達し、三番目に多い理

由になっている。 

 

図 2.3.6 理想とする結婚年齢がある（あった）理由（複数） 
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②結婚意思 

 

（結婚意思は初婚年齢にも影響を及ぼす） 

年齢志向、相手志向等の結婚についての考え方は、結婚するか・しないに加え、初婚年齢にも

影響を及ぼすと考えられる。 

今回の調査では、未婚者とともに有配偶者に対しても、未婚時の結婚についての考え方を尋ね

ている。そこで、有配偶者の未婚時の結婚の考え方と現実の初婚年齢との関係を調べた。その結

果、「ある程度の年齢までに結婚するつもりだった」（年齢志向）では、初婚年齢が「25-29 歳」

以下である者が、男性では 62％、女性では 75％に上る。平均初婚年齢は、男性 29.4 歳、女性

27.8 歳である。 

「年齢に関係なく、結婚したいと思う相手が見つかれば結婚するつもりだった」（相手志向）

では、「25-29 歳」以下は男性 56％、女性 66％に減少する。「相手が見つかっても、当分、結婚す

るつもりはなかった」では男性 63％ではあるが、女性では 52％になり、結婚意思に影響を及ぼ

す要因は、結婚意思を経由して初婚年齢にも影響を及ぼしていると考えられる。 

 

図 2.3.7 結婚についての考えと本人の初婚年齢（有配偶者） 
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③就業形態 

 

（就業形態は男性の初婚年齢に影響を及ぼす） 

就業形態の正規・非正規は、未婚者の結婚意思と結婚の見通しに対して、男女の両方で強い影

響を及ぼしていた。そこで、就業形態の正規・非正規と初婚年齢（晩婚化）への影響を把握した。 

男性では、25-29 歳以降、非正規の従業員等に比べ、正規の従業員等の初婚年齢が早い傾向が

顕著である（図 2.3.8）。これは初婚年齢の平均値にも表れている（図 2.3.9）。 

女性でも関係は弱いながら同様の傾向がみられる。 

 

図 2.3.8 就業形態と本人の初婚年齢（有配偶者、就業者） 
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図 2.3.9 就業形態と本人の初婚年齢の平均値（有配偶者、就業者） 
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④結婚・子育てに対する価値観 

 

（24-25 歳から 26-27 歳が境目） 

結婚の価値観（結婚することは自然なことである）と理想の結婚年齢との関係を調べた。 

図 2.3.10 の注釈の通り、結婚の価値観を二区分して理想の結婚年齢の分布を作成したところ、

男女ともおおよそ「24-25 歳」までは「結婚することは自然と思う」の方が多い。特に二区分し

た価値観で「24-25 歳」の差が顕著である。 

「26-27 歳」以降になると、おおよそ「結婚することは自然と思わない」の方が分布は多くな

っている。結婚の自然さは、理想の結婚年齢に対しても一定の影響を及ぼしていると考えられる。 

 

図 2.3.10 結婚の価値観別にみた理想の結婚年齢の分布 
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（女性では 26-27 歳から 28-29 が境目） 

結婚の価値観と同様に、子育ての価値観（子どもを持つことは自然なことである）と理想の結

婚年齢との関係を把握した。 

図 2.3.11 の注釈の通り、子育ての価値観を二区分して理想の結婚年齢の分布を作成したとこ

ろ、男性では結婚と同様、おおよそ「24-25 歳」と「26-27 歳」において、二つの価値観の間で

分布が逆転する。 

女性では、「26-27 歳」から「28-29 歳」が境目であるものの、特に二区分した価値観で「24-

25 歳」や「30-31 歳」における差が顕著である。 

 

図 2.3.11 子育ての価値観別にみた理想の結婚年齢の分布（未婚者） 

（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（女性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）図中の「子どもを持つことは自然と思う」は「子どもを持つことは自然なことである」に対して「とても

そう思う」「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した者であり、「子どもを持つことは自然と思わ

ない」は「全くそう思わない」「そう思わない」「どちらかと言えばそう思わない」と回答した者 

 

 

0.5 0.6 1.0

15.0

10.4

18.9

39.7

2.7

7.3

1.0 0.6 1.4 0.3 0.2 0.0 0.1 0.10.0 1.4 1.0

8.2

15.5

24.8

38.4

0.5

5.7

0.0 1.2 0.6 0.0 1.1 0.6 0.0 1.0
0

10

20

30

40

50

（％）

（歳）

子どもを持つことは自然と思う(407) 子どもを持つことは自然と思わない(115)

0.3
2.1

5.5

28.5

18.4 18.5

21.0

2.0 2.1
0.1 0.6 0.6 0.2 0.0 0.0 0.0 0.01.0 2.1

4.4

20.1
16.7

19.5

26.6

4.1 4.3

0.0 0.7 0.2 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0
0

10

20

30

40

50

（％）

（歳）

子どもを持つことは自然と思う(861) 子どもを持つことは自然と思わない(446)



 

- 72 - 

 

⑤交際状況 

 

（交際経験は理想の結婚年齢にも影響を及ぼす） 

交際経験は、結婚意思や結婚予想に加え、理想の結婚年齢に影響を及ぼすとみられる（図

2.3.12）。 

男性では、26-27 歳と 28-29 歳を理想の結婚年齢する者は「交際経験なし」よりも「交際経験

あり」の方が多く、これらの年齢階層の次の 30-31 歳では「交際経験なし」の者の方が多くなる。 

女性では、24-25 歳と 26-27 歳を理想とする者は「交際経験あり」の方が多い。28-29 歳は同

程度であるものの、30-31 歳になると「交際経験なし」が「交際経験あり」を 13 ポイント上回

る。 

 

図 2.3.12 理想の結婚年齢の分布（未婚者、理想の結婚年齢あり、交際経験の有無別） 
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（３）理想の結婚年齢の実現 

 

①結婚の実現状況 

 

（「もっと早く結婚したかった」が「もっと遅く結婚したかった」を大きく上回る） 

有配偶と独身者（離死別）について理想の結婚年齢の実現状況をみると、「ほぼ、理想通りの

年齢であった」が、男性は 48％、女性は 50％であり、男女ともほぼ半数に達する（図 2.3.13）。 

一方で、「もっと早く結婚したかった」が、男性では 23％、女性は 25％と４分の１に上り、

「もっと遅く結婚したかった」（男性 11％、女性８％）を大きく上回る。晩婚化には、理想の結

婚年齢が実現できず、結婚が遅くなるという面も大きいと考えられる。 

 

図 2.3.13 結婚の実現状況（有配偶者・独身者（離死別）、単数） 
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（初婚年齢の理想と現実の差をみる） 

有配偶者・独身者（離死別）で初婚年齢に理想があった者を対象にして、理想の初婚年齢と現

実の初婚年齢の差をみると、男性 0.7 歳、女性 0.9 歳である（表 2.3.2）。 

女性では、24-25 歳になると、24-25 歳までが理想の初婚年齢であった者の割合を、現実の初

婚年齢が 24-25 歳までであった者が下回るようになる（図 2.3.14、図 2.3.15）。24-25 歳以降、

この状態が続く。女性では 24-25 歳から希望の初婚年齢が実現できない者が生じ、その後、解消

されないまま 40 歳代に到達することがわかる。晩婚化の一因と考えられる希望の初婚年齢の実

現の問題は、比較的若い年齢階層から始まっている。 

 

表 2.3.2 理想の初婚年齢と現実の初婚年齢の平均値 

（歳） 

性別 理想の初婚年齢 現実の初婚年齢 差（現実-理想） 

男性 29.1 29.8 0.7 

女性 27.1 28.0 0.9 

 

図 2.3.14 理想の初婚年齢と現実の初婚年齢（相対度数） 

（有配偶者・独身者（離死別）、理想としていた初婚年齢を回答した者、単数） 
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図 2.3.15 理想の結婚年齢と現実の初婚年齢の累積相対度数 

（有配偶者・独身者（離死別）、理想としていた初婚年齢を回答した者、単数） 
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②結婚年齢が遅くなった理由 

 

（最大の理由は出会いの問題である） 

有配偶者・独身者（離死別）において、理想の初婚年齢よりも現実の初婚年齢が遅くなった理

由は、男女とも「結婚したいと思う相手と出会わなかったから」がもっと多い（男性42％、女性

37％）（図2.3.16）。出会いの機会の不足が問題となるが、そもそも未婚時において結婚の相手志

向が多いことも要因の一つになっていると考えられる。 

女性で二番目に多い理由は「出産や子育てに不安があったから」であり、30％に上る。男性で

は「所得に不安があったから」（24％）が二番目の理由になっている。 

 

図 2.3.16 「もっと早く結婚したかった（理想の初婚年齢よりも遅くなった）」と思う理由 

（有配偶者・独身者（離死別）、「もっと早く結婚したかった」と回答した者、複数） 
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③未婚者の理想の結婚年齢の実現予想 

 

（未婚者では３分の１以上が「理想の結婚年齢よりも遅くなりそう」） 

未婚者の結婚予想からも、理想の初婚年齢と現実の年齢で差が生じる要因を探る。 

未婚者の結婚予想をみると、「理想の年齢よりも遅くなりそう」が男性 36％、女性 35％を占め

るており、男女とも３分の１を上回る（図 2.3.17）。 

その理由は、男女とも「結婚したいと思う相手と出会いそうにないから」が最も多い（男性

45％、女性 53％）（図 2.3.18）。 

男性では、「所得に不安があるから」「異性とうまく付き合えないから」も30％近い回答になっ

ている。女性では、この二つのほか、「自分に自信を持てないから」や「自分の仕事や生き方と

結婚を両立できそうにないから」が 20％前後になっており、回答の多い理由になっている。 

 

図 2.3.17 未婚者の結婚の予想（未婚者、理想とする初婚年齢があった者、単数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3.18 「理想の結婚よりも遅くなりそう」と思う理由 

（未婚者、「理想の結婚よりも遅くなりそう」と回答した者、複数） 
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（４）初婚年齢と最初の子どもを持った年齢の関係 

 

(晩婚化が第２子以降の出生に影響していると考えられる) 

初婚年齢の分析の最後に、初婚年齢と最初の子どもを持った年齢の関係を把握し、晩婚化が少

子化に影響を及ぼしていることを確認した。 

女性に着目すると、初婚年齢が 20-24 歳であると最初の子ども持った年齢は「20-24 歳」が

52％、「25-29 歳」が 40％を占める（図 2.3.19）。初婚年齢「25-29 歳」では最初の子どもを持っ

た年齢は「25-29 歳」が 60％、「30-34 歳」が 33％となり、初婚年齢 30-34 歳では「30-34 歳」

63％、「35-39」が 35％であった。初婚年齢 35-39 歳では最初の子どもを持った年齢は「35-39 歳」

が 67％、「45-49 歳」が 26％となる。初婚年齢に高くなるにつれ、最初の子どもを持った年齢が

上昇する傾向が明らかであり、初婚年齢が第２子以降の出生へ影響していると考えられる。 

男性においても、同様の結果が表れている。 

 

 

図 2.3.19 本人の初婚年齢と最初の子どもを持った自分の年齢（有配偶者） 

（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（女性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 1.4 0.0 0.0

44.4

0.2 0.0
1.8

46.1

55.3

0.6 2.5
7.0

36.7

62.6

0.82.5
5.7

34.7

67.3

0.0 0.6 1.7

26.0

0.0 0.2 0.3 1.6

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90
（％） 20歳未満 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳

2.0 0.3 0.0 0.0

51.8

0.9 0.4 1.2

40.2

59.9

1.2 0.0
3.0

33.4

68.5

3.22.3 4.3

28.4

79.5

0.7 1.1 1.5

16.1

0.0 0.0 0.0 0.0
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90
（％） 20歳未満 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳 45-49歳

（本人の初婚年齢） 

（本人の初婚年齢） 

（最初の子どもを持った自分の年齢） 

（最初の子どもを持った自分の年齢） 



 

- 79 - 

 

（５）地域別の集計 

 

（男性は丹後、女性は相楽東部で「理想がある（理想があった）」という回答が多い） 

理想の結婚年齢について地域別にみると、男性で「おおよその理想がある（理想があった」と

回答した方は、丹後で 35％と最も多くなっている。一方で「特に理想はない（理想はなかっ

た）」と回答した方は、南丹、学研都市で 70％と多くなっている。また、女性で「おおよその理

想がある（理想があった）」と回答した方は、相楽東部で 60％と最も多くなっている。一方で

「特に理想はない（理想はなかった）」と回答した方は、山城北部で 52％と多くなっている（図

2.3.20）。 

 

図 2.3.20 地域別の結婚について理想だと思う年齢（単数） 
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（多くの地域で「子どもを持つことを想定する自分や配偶者の年齢」が多い） 

図 2.3.20 で「おおよその理想がある（理想があった）」と回答した者に、理想とする結婚年齢

がある（あった）理由を把握した（表2.3.3）。男性では多くの地域で「子どもを持つことを想定

する自分や配偶者の年齢」が最も多くなっている。一方で、学研都市では「仕事との兼ね合い」

が 38％と最も多く、中丹でも 46％と多くなっている。また、丹後と乙訓では「周辺の人の結婚

年齢の影響」の回答も多く 30％を上回っている。 

女性ではすべての地域で「子どもを持つことを想定する自分や配偶者の年齢」が最も多くなっ

ている。次いで「周囲の人の結婚年齢の影響」の回答が多い地域が多い。また、丹後と南丹では

「仕事との兼ね合い」の回答が約 30％と多くなっている。 

 

表 2.3.3 地域別の理想とする結婚年齢がある（あった）理由（複数） 

(男性)                                   （％） 

区分 Ｎ 

子どもを

持つこと

を想定す

る自分や

配偶者の

年齢 

仕事との

兼ね合い 

周囲の人

の結婚年

齢の影響 

結婚生活

に十分な

所得にな

ること 

雇用が安

定するこ

と 

結婚資金

が十分に

得られる

こと 

自分が一

定の社会

的信用を

得ること 

家族を支

える責任

について

自分に自

信ができ

ること 

とにかく

早く結婚

したいと

いう思い 

結婚相手

の意向 

全体 523 43.8 33.7 20.6 19.1 19.0 18.3 17.6 15.4 9.7 5.1 

丹後 30 42.4 18.5 33.8 21.8 12.6 20.7 27.2 8.8 12.1 8.5 

中丹 35 59.3 45.7 16.8 9.1 15.7 3.0 11.4 26.9 9.1 2.0 

南丹 26 50.1 36.4 17.8 17.6 8.7 13.6 29.1 12.5 8.4 9.9 

京都市域 272 41.2 33.9 19.5 19.9 23.4 18.8 19.2 14.7 8.5 6.2 

乙訓 40 54.5 23.2 36.7 17.2 11.2 21.9 9.3 17.7 12.7 5.9 

学研都市 30 34.8 38.0 27.5 25.1 20.4 24.5 33.6 14.4 3.6 0.0 

山城北部 73 42.8 30.6 14.6 19.9 10.6 22.5 4.2 12.9 16.9 2.4 

相楽東部 17 73.4 32.8 30.5 14.2 10.1 13.8 0.0 16.5 0.0 5.1 
 

区分 
学業との

兼ね合い 

親の意向 その他 

全体 4.1 2.5 1.1 

丹後 2.5 2.6 0.0 

中丹 0.0 0.0 0.0 

南丹 2.7 4.3 0.0 

京都市域 6.1 1.8 1.2 

乙訓 0.0 12.9 0.0 

学研都市 6.0 1.9 1.7 

山城北部 0.0 1.7 2.0 

相楽東部 5.1 5.2 7.4 
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(女性)                                   （％） 

区分 Ｎ 

子どもを

持つこと

を想定す

る自分や

配偶者の

年齢 

周囲の人

の結婚年

齢の影響 

仕事との

兼ね合い 

とにかく

早く結婚

したいと

いう思い 

結婚生活

に十分な

所得にな

ること 

結婚資金

が十分に

得られる

こと 

家族を支

える責任

について

自分に自

信ができ

ること 

自分が一

定の社会

的信用を

得ること 

雇用が安

定するこ

と 

結婚相手

の意向 

全体 1311 64.4 32.1 23.8 20.2 8.9 8.5 7.6 7.5 7.2 3.3 

丹後 63 67.2 42.4 30.8 18.4 2.1 2.9 3.7 6.8 2.6 0.0 

中丹 74 64.2 36.7 22.0 19.6 9.8 8.4 5.9 5.2 8.8 9.4 

南丹 49 71.1 27.4 29.5 15.1 15.4 13.2 10.2 5.4 5.0 1.5 

京都市域 731 62.5 32.2 24.9 18.2 9.3 8.9 8.7 8.3 8.1 3.2 

乙訓 88 68.2 33.7 26.1 21.9 7.1 8.6 6.0 8.2 3.1 3.1 

学研都市 116 68.7 28.2 21.8 27.8 4.6 10.7 5.5 6.1 7.4 2.7 

山城北部 156 64.7 31.0 16.5 25.4 9.0 5.0 5.6 6.7 6.3 2.5 

相楽東部 34 88.7 23.5 14.5 7.2 7.3 2.0 14.8 2.0 8.0 0.0 
 

区分 
学業との

兼ね合い 

親の意向 その他 

全体 3.1 2.3 2.9 

丹後 0.0 3.8 5.2 

中丹 0.9 1.3 2.1 

南丹 1.6 5.8 7.3 

京都市域 4.3 2.3 2.6 

乙訓 0.0 3.4 3.7 

学研都市 4.0 1.1 2.3 

山城北部 1.3 1.2 2.6 

相楽東部 0.0 6.6 5.3 
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４．希望する子ども数 

 

（１）希望子ども数 

 

（希望子ども数の大きな減少がみられる） 

希望する子ども数の平均値（他のすべての集計と同様に男女別・年齢別・地域別によるウエイ

ト調整済み）は 1.72 人であった。2014 年調査報告書に記載された希望子ども数 2.3 人を大きく

下回る（図 2.4.1）。今回調査で男女別に希望子ども数の平均値を算出すると、男性 1.75 人に対

して女性は 1.69 人であった。 

希望子ども数の分布をみると、「二人」が男女ともほぼ半数を占める（図 2.4.2）。多子となる

三人以上を算出すると男性 17％、女性 20％である。男性よりも女性の方が希望子ども数の平均

値がやや少ないことには「子どもは欲しくない」が女性で 20％（男性 17％）に上ることが響い

ている。 

 

図 2.4.1 希望子ども数の平均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.2 希望子ども数の分布 
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（配偶状態によって希望子ども数の差が大きい） 

有配偶者の希望する子ども数の平均値は、男性 2.03 人、女性 1.99 人である。2014 年調査の男

性 2.4 人、2.5 人から大きく低下している（図 2.4.3）。また、有配偶者の希望子ども数に対して、

未婚者では、男性 1.47 人、女性 1.30 人であり、配偶状態による差が大きい。 

有配偶状態別に希望子ども数の分布をみると、未婚者の希望子ども数を低くしている理由は主

に「子どもは欲しくない」の回答であることがわかる（図2.4.4）。未婚者の「子どもはほしくな

い」は、男性と女性の間で 10 ポイントの差が生じている。 

未婚者の希望子ども数は、未婚者の結婚意思を強く反映している（図2.4.5）。とりわけ、女性

において結婚の「年齢志向」と「相手志向」の間で大きな差が生じていることが注目される。 

 

図 2.4.3 配偶状態別の希望子ども数の平均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）図2.4.1の「全体」では「独身者（離別・死別）」（男性3.3％、女性7.6％）が含まれるが、未婚者と有配

偶者の比較に当たって「独身者（離別・死別）の掲載を省略した（以下、同様） 

 

図 2.4.4 配偶状態別にみた希望子ども数の分布 
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図 2.4.5 結婚意思別にみた希望子ども数の平均値（未婚者） 
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（２）有配偶者の希望子ども数に対して影響が想定される要因 

 

①子どもが欲しい理由、欲しくない理由 

 

（子どもが欲しい理由は価値観、欲しくない理由は金銭面が際立つ） 

子どもが欲しいと思う理由は、「生活が楽しく心が豊かになるから」「自然なことだから」「子

どもが好きだから」といった、子どもや生活の価値観に関わる理由が多い（図 2.4.6）。 

一方、子どもが欲しくない理由（希望子ども数が一人である理由）は「金銭的な裕福さが失わ

れるから」が際立って多く、この他にも「自分の時間が制約されるから」「行動や生き方の自由

が失われるから」等のデメリットを挙げる回答は多い。その中で、「子育てに自信がないから」

が女性で25％に達し、女性の二番目に多い回答になっている。また、女性では「出産に対して自

信がないから」も 19％に上る。 

「子どもを持つ積極的な意味が見出せないから」といった価値観に関わる理由は、男性14％、

女性 16％になっている（図 2.4.7）。 

 

図 2.4.6 子どもが欲しいと思う（思った）理由（有配偶者、希望子ども数一人以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.7 子どもが欲しくない理由、希望子ども数が一人である理由 

（有配偶者、希望子ども数が一人または「子どもは欲しくない」と回答した者） 
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②最初の子どもを持った自分の年齢 

 

（有配偶者の希望子ども数の分布は最初の子どもを持った年齢によって大きく変化する） 

有配偶者の希望子ども数の分布に、最も明瞭で、かつ、強い影響を及ぼすと考えられるのは、

最初の子どもを持った自分の年齢である。特に女性において影響が顕著である。 

図 2.4.8 の通り、年齢に伴って「三人以上」が減少するものの代わりに「二人」が増加するた

め、図 2.4.9 の希望子ども数の平均値は、男性ではそれほど大きくが低下しない。女性は、年齢

に伴う「三人以上」等の減少が大きいため、希望子ども数の平均値の低下が大きくなっている。 

最初の子どもを持った年齢は初婚年齢と強い関係があると考えられ、これは初婚年齢を分析す

る際に触れる。なお、最初の子どもを持った年齢の影響を受けて、希望子ども数への影響が想定

される事象の中に関係が表れにくいものがあることに注意が必要である。 

 

図 2.4.8 最初の子どもを持った自分の年齢別にみた希望子ども数（子どもがいる有配偶者） 
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（注）標本サイズが小さい 20 歳未満と 40-49 歳の掲載を省略した（以下、同様） 

 

図 2.4.9 最初の子どもを持った自分の年齢別の希望子ども数平均値（子どもがいる有配偶者） 
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③所得 

 

（夫婦の所得と希望子ども数の間に明確な関係はみられない） 

図 2.4.7 の通り、有配偶者において、子どもが欲しくない（希望子ども数が一人である）理由

は「金銭的な裕福さが失われる」が最も多かった。そこで、有配偶者を対象に、夫婦の年収合計

と希望子ども数との関係を把握した（図 2.4.10）。 

ところが、夫婦の年収額と希望子ども数の間には明確な相関は表れなかった。 

 

図 2.4.10 夫婦の年収合計別にみた希望子ども数（有配偶者） 
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（有配偶女性では子どもを持つことの機会費用が影響している可能性がある） 

「所得のゆとり感」別にみると、男性では、希望子ども数との間に相関はみられない（図

2.4.11）。しかしながら、女性においては、「所得のゆとり感」があると希望子ども数「一人」と

「子どもは欲しくない」が増加し、「三人以上」が減少する傾向がみられる。 

有配偶女性においては、希望子ども数に対して、所得のゆとり感が、子どもを持つことの機会

費用となって表れている可能性が考えられる。 

 

図 2.4.11 所得のゆとり別にみた希望子ども数（有配偶者） 
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④労働状態 

 

（夫婦とも正規従業員でも希望子ども数は２を超える） 

本人と配偶者の就業形態を利用して六つの組み合わせを作成し、男女別に希望子ども数の平均

値を算出した（図 2.4.12）。 

男女とも、「夫婦とも正規の従業員等」と「男性が正規の従業員等、女性が家事」との間に希

望子ども数の差はなく、両方で２を超えている。また、「夫婦とも正規の従業員等」と「男性が

正規の従業員等、女性が非正規の従業員等」との間でもほとんど差はみられない。女性が、家事、

またはパートタイム等によって時間的に自由度があるとされる非正規従業員であると、希望子ど

も数が多くなるという事実はみられない。 

ただ、回答数は少ないものの、男性の場合、男性が非正規従業員であると希望子ども数は大き

く減少し、女性では、夫婦が両方とも非正規就業員であると希望子ども数が少なくなる。 

 

図 2.4.12 夫婦の労働状態別にみた希望子ども数の平均値（有配偶者） 
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3.色の濃い棒グラフは、回答数が大きく、注目される労働状態の組み合わせである 
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⑤子育てに対する価値観 

 

（子育ての自然さは「三人以上」を大きく増加させる） 

子育てに対する価値観を「子どもを持つことは自然と思う」で把握して、希望子ども数との関

係を把握した。 

その結果、「自然と思う」であると「自然と思わない」に対し、男性では「子どもを欲しくな

い」と希望子ども数「一人」が大きく減少し、「三人以上」が増加する様子がはっきりと表れる。

「二人」も増加する（図 2.4.13）。 

女性では「二人」にはほとんど差はなく、「一人」の割合も男性に比べ大きくない。ところが、

「子どもを欲しくない」の減少や、希望子ども数「三人以上」の増加は男性よりも大きい。 

子育てに対する価値観別に希望子ども数の平均値を算出すると、男性では「自然と思わない」

の1.73に対して「自然と思う」は2.12になり、女性では「自然と思わない」の1.71に対し「自

然と思う」は 2.16 に上昇する。（図 2.4.14）。 

 

 

図 2.4.13 子育ての価値観別にみた希望子ども数（有配偶者） 
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（注）図中の「子どもを持つことは自然と思う」は「子どもを持つことは自然なことである」に対して「とても

そう思う」「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した者であり、「子どもを持つことは自然と思わ

ない」は「全くそう思わない」「そう思わない」「どちらかと言えばそう思わない」と回答した者 
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図 2.4.14 子育ての価値観別の希望子ども数の平均値（有配偶者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.12 

1.73 

2.16 

1.71 

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

2.4

（人）
（男性） （女性）



 

- 92 - 

 

⑥子育ての幸福感 

 

（子どもがいる者のほとんどが子育ての幸せを感じている） 

「子育てをしていて幸せを感じる」という者は、「とてもそう思う」が男性、女性とも 24％に

上る（図 2.4.15）。「どちらか言えばそう思う」までの合計では男女の両方が 89％になり、子育

てに幸福を感じている者がほとんどを占める。 

子育ての幸福感と希望子ども数との関係は、幸福感が強い者ほど「三人以上」が増える傾向が

みられる。女性では「一人」が減る傾向もあり、幸福感との関係がより明瞭である（図 2.4.16）。 

 

図 2.4.15 子育ての幸福感（子育てをしている有配偶者・独身者） 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4.16 子育ての幸福感別にみた希望子ども数（子育てをしている有配偶者・独身者） 
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図 2.4.17 子育ての幸福感別にみた希望子ども数の平均値 

（子育てをしている有配偶者・独身者） 
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⑦配偶者との家事・育児の分担 

 

（家事・育児の分担が大きく偏ると希望子ども数への影響が表れる） 

有配偶者において、家事・育児が自分一人に偏っていると希望子ども数に影響することが考え

られる。そこで、配偶者の家事・育児の分担状況を分析軸にして、希望子ども数の集計を行った

（図 2.4.18）。 

女性の集計結果をみると、「配偶者はほとんどしていない」であると「子どもは欲しくない」

が13％の上り、「配偶者は全くしていない」では「子どもは欲しくない」（16％）がさらに増加す

る。また、「配偶者は全くしていない」であると、希望子ども数「一人」が増加し、「三人以上」

が大きく減少する。明瞭な関係ではないものの、配偶者との家事・育児の分担は希望子ども数に

いくらか影響を及ぼしているとみられる。 

男性では、回答者数は少ないが、「配偶者はほとんどしない」「配偶者はまったくしない」であ

ると希望子ども数に顕著な減少がみられる。 

 

図 2.4.18 希望子ども数（有配偶者、配偶者の家事や子育てへの関わり方別） 
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（３）地域別の集計 

 

（「子どもは欲しくない」という回答は男女とも京都市域で最も多い） 

希望子ども数の分布をみると、男性ではすべての地域で「二人」が最も多い。また、乙訓と京

都市域は他の地域と比べ「一人」が多く、乙訓と相楽東部は「三人」が多くなっている。一方で

京都市域と研究都市は「子どもは欲しくない」が多くなっている。女性では相楽東部を除く地域

で「二人」の回答が最も多く、相楽東部では「三人」が最も多くなっている。一方で、男性と同

様に「子どもは欲しくない」の回答が他の地域と比べ京都市域で最も多く、男性と比べても 5 ポ

イント多くなっている（図 2.4.19）。 

 

図 2.4.19 地域別の希望の子ども数の分布 
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希望子ども数の地域差は大きく、男性では相楽東部の 2.03 人のほか、南丹の 1.92 人、中丹の

1.91 人が 1.9 を超えている。女性では相楽東部の 2.13 人、丹後の 2.10 人、中丹と学研都市の

1.96 人が多い。 

京都市域では男性 1.66 人、女性 1.59 人にとどまっている。 

 

表 2.4.1 地域別にみた希望子ども数の平均値 

（人） 

住居地 全体 男 女 

丹後地域 1.97 1.85 2.10 

中丹地域 1.93 1.91 1.96 

南丹地域 1.82 1.92 1.72 

京都市域 1.62 1.66 1.59 

乙訓地域 1.86 1.90 1.83 

学研都市地域 1.85 1.73 1.96 

山城北部地域 1.82 1.88 1.76 

相楽東部地域 2.08 2.03 2.13 
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（「生活が楽しく心が豊かになるから」が多くの地域で多い） 

地域別に子どもが欲しいと思う理由を把握した（表2.4.2）。男性では、丹後・中丹・南丹を除

く地域で「生活が楽しく心が豊かになるから」が最も多くなっている。丹後・中丹・南丹では

「自然なことだから」が最も多く、そのほかの地域も30％を上回るなど多くなっている。女性で

は、丹後を除く地域で「生活が楽しく心が豊かになるから」が最も多くなっている。丹後では

「子どもが好きだから」が最も多く、他の地域でも30％を上回るなど多くなっている。一方で、

「自然なことだから」という回答は丹後・南丹・乙訓以外は30％を下回るなど男性と比べ、すべ

ての地域で低くなっている。 

 

表 2.4.2 地域別にみた子どもが欲しいと思う（思った）理由（複数） 

(男性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

生活が楽

しく心が

豊かにな

るから 

子どもが

好きだか

ら 

自然なこ

とだから 

好きな人

の子ども

を持ちた

いから 

将来、社

会の支え

になるか

ら 

夫婦関係

を安定さ

せるから 

老後の支

えになる

から 

周囲に認

められる

から 

周囲が望

むから 

その他 

全体 1707 41.0 37.6 35.9 26.4 12.4 11.1 8.8 6.0 3.1 1.0 

丹後 75 44.3 33.8 47.7 34.7 8.8 8.7 7.9 1.0 3.2 2.6 

中丹 101 36.2 37.1 43.6 26.4 5.4 9.5 11.9 8.7 1.7 0.6 

南丹 86 37.0 35.4 40.8 22.9 13.8 10.0 3.1 2.6 1.5 0.0 

京都市域 893 39.7 38.3 32.6 27.0 13.4 11.1 10.0 6.7 3.7 1.0 

乙訓 145 46.1 42.2 32.1 23.9 17.1 9.9 9.2 3.1 1.4 2.7 

学研都市 121 50.6 38.3 40.1 34.3 13.2 13.9 5.0 6.4 2.1 0.5 

山城北部 240 42.1 34.3 40.2 20.1 10.2 11.8 6.4 4.6 3.6 0.6 

相楽東部 46 47.7 29.4 43.0 33.1 9.4 12.6 10.9 4.9 3.7 3.6 

 

(女性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

生活が楽

しく心が

豊かにな

るから 

子どもが

好きだか

ら 

好きな人

の子ども

を持ちた

いから 

自然なこ

とだから 

老後の支

えになる

から 

将来、社

会の支え

になるか

ら 

夫婦関係

を安定さ

せるから 

周囲が望

むから 

周囲に認

められる

から 

その他 

全体 2422 46.1 38.1 35.9 28.3 8.6 6.9 6.6 4.9 3.2 2.2 

丹後 122 43.9 44.1 42.3 36.0 7.0 3.5 7.5 4.9 1.6 2.8 

中丹 136 42.3 37.9 32.0 39.1 9.7 10.5 5.3 2.2 3.5 3.2 

南丹 84 44.6 38.8 35.0 26.9 11.7 6.9 7.5 4.4 3.7 6.8 

京都市域 1345 46.2 38.7 35.8 26.4 8.8 6.8 6.3 5.4 3.1 1.9 

乙訓 174 47.2 30.3 38.8 32.7 6.2 6.4 6.7 4.3 2.8 1.3 

学研都市 201 51.9 40.4 30.0 24.3 8.9 7.4 8.4 3.7 3.0 1.9 

山城北部 302 44.1 36.9 39.5 29.5 8.0 5.8 6.7 5.3 4.0 2.0 

相楽東部 58 55.2 23.0 46.7 22.7 10.0 14.2 5.0 10.5 0.9 6.2 
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（「金銭的な裕福さが失われるから」が多くの地域で多い） 

地域別に子どもは欲しくない又は希望する子どもの数が一人である理由を把握した（表2.4.3）。 

男性では、すべての地域で「金銭的な裕福さが失われるから」が最も多くなっている。次いで

「自分の時間が制約されるから」が多い地域が多くなっている。女性では、相楽東部を除く地域

で「金銭的な裕福さが失われるから」が多くなっている。また、男性と異なり丹後・中丹・南丹

を除く地域で「子育てに自信がないから」が多くなっている。 

 

表 2.4.3 地域別にみた子どもは欲しくない又は希望する子どもの数が一人である理由（複数） 
(男性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

金銭的な裕

福さが失わ

れるから 

自分の時間

が制約され

るから 

子どもを持

つ積極的な

意味が見出

せないから 

子育てに自

信がないか

ら 

子どもを養

う責任が増

え気楽さが

失われる※

１ 

行動や生き

方の自由が

失われるか

ら 

結婚するつ

もりがない

から 

あまり子ど

もが好きで

はないから 

妊娠・出産

に対して自

信がないか

ら 

住環境の選

択の幅が小

さくなるか

ら※２ 

全体 667 32.6 18.3 15.9 15.0 13.3 12.9 9.1 7.3 3.3 3.2 

丹後 21 44.4 4.9 11.4 20.2 9.8 4.9 14.4 8.0 0.0 0.0 

中丹 28 31.9 23.1 18.8 8.9 13.5 16.8 4.6 9.8 0.0 9.9 

南丹 22 24.6 12.3 3.4 15.8 12.3 3.4 16.8 3.4 5.4 7.1 

京都市域 406 31.8 19.7 16.9 16.3 14.9 14.3 9.4 8.0 3.1 2.6 

乙訓 51 43.3 17.6 6.5 6.3 13.6 15.5 7.9 3.0 7.0 1.5 

学研都市 45 33.5 19.4 13.6 18.4 10.5 5.2 2.9 6.3 1.4 3.5 

山城北部 82 29.9 12.7 20.1 10.0 6.6 11.8 11.4 6.2 5.7 4.3 

相楽東部 12 39.2 16.5 16.5 20.8 11.4 0.0 18.2 16.5 0.0 0.0 
 

区分 

社会とのつ

ながりが保

ちにくくな

るから※３ 

家族とのつ

ながりが保

ちにくくな

るから※４ 

その他 特になし 

全体 2.0 0.9 3.3 25.3 

丹後 0.0 4.1 0.0 14.8 

中丹 0.0 0.0 7.2 22.4 

南丹 8.5 0.0 3.5 27.2 

京都市域 1.1 1.0 4.0 24.0 

乙訓 1.3 0.0 2.6 34.1 

学研都市 6.3 0.0 0.0 32.0 

山城北部 3.5 1.0 1.1 26.1 

相楽東部 0.0 0.0 0.0 28.0 
 

  

※１ 「子どもを養う責任が増え気楽さが失われる」は、調査票におい

て「子どもを養う責任が増え気楽さが失われるから」と表記され

ている 

※２ 「住環境の選択の幅が小さくなるから」は、調査票において「住

宅や周囲の住環境の選択の幅が小さくなるから」と表記されてい

る 

※３ 「社会とのつながりが保ちにくくなるから」は、調査票において

「職業を持てず、社会とのつながりが保ちにくくなるから」と表

記されている 

※４ 「家族とのつながりが保ちにくくなるから」は、調査票において

「現在の家族とのつながりが保ちにくくなるから」と表記されて

いる 
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(女性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

金銭的な裕

福さが失わ

れるから 

子育てに自

信がないか

ら 

自分の時間

が制約され

るから 

子どもを持

つ積極的な

意味が見出

せないから 

妊娠・出産

に対して自

信がないか

ら 

行動や生き

方の自由が

失われるか

ら 

あまり子ど

もが好きで

はないから 

子どもを養

う責任が増

え気楽さが

失われる※

１ 

結婚するつ

もりがない

から 

社会とのつ

ながりが保

ちにくくな

るから※３ 

全体 1009 27.2 26.6 21.6 20.8 19.2 17.1 16.0 14.0 8.9 2.3 

丹後 24 23.9 11.9 35.2 16.9 5.9 21.0 23.6 14.1 7.6 8.7 

中丹 35 29.8 21.1 21.3 15.8 26.2 20.5 15.0 11.7 2.1 0.0 

南丹 33 32.7 17.7 23.9 37.6 17.5 14.2 8.4 11.9 8.9 0.0 

京都市域 685 25.4 27.0 21.3 21.2 20.3 17.0 15.7 14.1 9.8 2.1 

乙訓 56 28.7 30.3 12.2 20.1 13.8 9.7 19.5 14.2 5.7 5.3 

学研都市 53 25.9 25.1 18.5 20.1 16.1 21.1 2.6 10.4 5.5 6.2 

山城北部 113 34.6 29.9 26.7 15.4 17.0 19.1 24.6 16.3 9.2 1.6 

相楽東部 10 0.0 34.3 30.0 29.2 36.3 15.5 0.0 0.0 7.1 0.0 
 

区分 

家族とのつ

ながりが保

ちにくくな

るから※４ 

住環境の選

択の幅が小

さくなるか

ら※２ 

その他 特になし 

全体 0.6 0.5 8.6 13.4 

丹後 4.8 0.0 13.0 11.9 

中丹 4.9 0.0 9.3 10.1 

南丹 0.0 2.2 15.8 11.1 

京都市域 0.5 0.4 9.1 13.0 

乙訓 0.0 3.0 3.6 21.4 

学研都市 0.0 0.0 8.8 18.3 

山城北部 0.0 0.0 5.2 11.4 

相楽東部 0.0 0.0 22.1 5.2 
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５．持てると思う子ども数 

 

（１）持てると思う子ども数 

 

（持てると思う子ども数は 1.49 人である） 

希望とは別に、現実に持てると思う子ども数を尋ね、男女別・年齢別・地域別にウエイト調整

を行った値を算出すると 1.49 人となった（図 2.5.1）。男性は 1.54 人、女性 1.44 人であり、女

性は男性よりも 0.1 人少ない。 

持てる思う子ども数は、男女とも「二人」が 40％以上を占めるものの、男性では 45％、女性

41％であり、両者に差がみられる（図 2.5.2）。次に多いのは「一人」であり、男性 23％、女性

24％である。「三人」は男女とも 11％であった。 

「子どもは欲しくない」が男性では 20％、女性では 23％を占めており、男女の持てると思う

子ども数に差を生じさせている。 

 

図 2.5.1 持てると思う子ども数の平均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.2 持てると思う子ども数の分布 
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（有配偶者の持てると思う子ども数は前回調査より減少している） 

希望子ども数と同様、持てると思う子ども数も配偶状態によって大きな差が生じている。有配

偶者の持てると思う子ども数は、男性 1.89 人、女性 1.75 人である（図 2.5.3）。有配偶者全体で

は 1.82 人であり、有配偶者の持てると思う子ども数を把握している 2014 年調査（2.1 人）から

減少している（0.28 人減）。 

未婚者の持てると思う子ども数は 1.15 人である。有配偶者と同様、女性の方が少ない（男性

1.21 人、女性 1.07 人）。 

未婚者と有配偶者の持てると思う子ども数の差は、主に「子どもを持つ予定はない」の差であ

るものの、未婚者は有配偶者と比較して、持てると思う子ども数「一人」が多く「三人」が少な

いことも影響している（図 2.5.4）。 

 

図 2.5.3 配偶状態別の持てると思う子ども数の平均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5.4 配偶状態別の持てると思う子ども数の分布 
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（２）持てると思う子ども数に対して影響が想定される要因 

 

①所得 

 

（有配偶者の持てると思う子ども数は夫婦の年収合計に従って増加する） 

有配偶者を対象にして、夫婦の年収合計別に、持てると思う子ども数を集計した（図2.5.5）。 

その結果、男性では、年収が多いと、年収の全階級を通じて「三人以上」が増加する傾向がみ

られる。「二人」は「800 万円以上 1000 万円未満」まで増加し、その後は「三人以上」等の増加

によって回答が減少するため、有配偶者男性では夫婦の年収合計が、持てると思う子ども数を増

加させるように影響を及ぼしていると考えられる。 

女性においても、おおよそ男性と同様の傾向にあるとみられるが、夫婦の年収合計が「1200万

円以上」になると、「一人」や「子ども持つ予定がない」が大きく増えるという違いがある。ま

た、男性に比較して、夫婦の年収合計が「400 万円以上 600 万円未満」であると「一人」が 31％、

「子どもを持つ予定はない」が 18％と大きな割合を占めている。 

 

図 2.5.5 夫婦の年収合計別にみた、持てると思う子ども数（有配偶者） 
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（女性では所得にゆとり感が強いと持てると思う子ども数が減少する） 

所得のゆとり感でみても、男性では、所得のゆとり感が増すと、持てると思う子ども数の「一

人」が減少し、「三人以上」が増加する傾向が明らかである（図 2.5.6）。 

女性でも、「所得のゆとりがあるか」の問いに対して「そうは思わない」（図中の注釈参照）と

回答した者と、「どちらかと言えばそう思う」「どちらかと言えばそう思わない」といった中間的

な回答であった者の間で比較すると、後者は前者に対して「一人」が大きく減少して「二人」が

増加する。 

ところが、「そう思う」では「子どもを持つ予定はない」が最も多くなる。「一人」も中間的な

回答と同じ割合であり、「三人以上」はやや減少する。これらのことには、所得の機会費用が影

響を及ぼしている可能性のほか、子どもを持つ予定がないため所得のゆとり感が生じていること

も考えられる。 

 

図 2.5.6 所得のゆとり別にみた、持てると思う子ども数（有配偶者） 
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回答した者であり、「そうは思わない」は「全くそう思わない「そう思わない」（断定的否定）と回答したもの

である 
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②労働状態 

 

（女性では夫婦とも正規雇用であると最も持てる思う子ども数が多い） 

有配偶者の持てると思う子ども数の平均値は 1.82 人であるが、図 2.5.12 によると、数は少な

いものの、夫婦のうち夫が非正規雇用あると有配偶者の持てると思う子ども数は大きく減少する

場合が多い。男性では、本人が非正規雇用であると持てると思う子ども数は 1.57 人、夫婦とも

非正規雇用であると 0.98 人になる。 

女性でも、夫婦とも非正規雇用であると、持てると思う子ども数は 1.15 人に大きく減少する。

ところが、本人が正規雇用、夫が非正規雇用の場合は 1.79 人であり、全体の平均値と大きな差

はない。 

また、夫の労働状態を正規雇用に固定し、妻の労働状態を組み合わせ、持てると思う子ども数

をみると、男性では、妻が正規雇用の場合は 1.95 人、非正規雇用では 1.88 人、家事は 1.97 人

であった。大きな差はみられないものの、これらの中で持てると思う子ども数が最も少ないのは、

夫が正規雇用、妻が非正規雇用の組み合わせである。 

一方、女性では、夫が正規雇用の場合、自分が正規雇用であると持てると思う子ども数は1.83

人、非正規雇用では 1.73 人、家事は 1.75 人であった。大きな差ではないものの、男女とも正規

雇用の組み合わせが最も持てると思う子ども数が多く、夫が正規雇用、妻が非正規雇用の組み合

わせが最も少ない。 

 

図 2.5.7 夫婦の労働状態別にみた、持てると思う子ども数の平均値（有配偶者） 
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③男女の役割分担意識 

 

（有配偶者の男女の役割分担意識と持てると思う子ども数に関係はみられない） 

男女の役割分担意思と持てると思う子ども数の関係は、有配偶者と未婚者で大きく異なる。 

まず、有配偶者をみると、男女とも、男女の役割分担意識と持てると思う子ども数の間には相

関はみられなかった（図 2.5.8）。 

 

図 2.5.8 男女の役割離分担意識別の持てると思う子ども数（有配偶者） 
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（未婚者では役割分担意識に否定的であると「子どもを持つ予定はない」が増加） 

未婚者では、男女とも、男女の役割分担意識に対して否定的であるほど「子どもを持つ予定は

ない」が増加する。この傾向は、特に女性で顕著である。 

このことは、女性において、仕事と子どもを持つことが両立できないと考える者がいると解釈

できる。対象は未婚者であり、結婚する前に、役割分担意識に否定的な女性にそう思わせるよう

な地域の社会・経済に問題があると考えることもできる。 

 

図 2.5.9 男女の役割離分担意識別の持てると思う子ども数（未婚者） 
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④生活時間のゆとり 

 

（女性では生活時間のゆとりがあると「一人」が減少する） 

有配偶者のうち男性では、「生活時間のゆとり」があると、持てると思う子ども数の「三人以

上」が増加し、「一人」が減少する傾向があるとみられる。しかし、「生活時間のゆとり」の「と

てもそう思う」で「一人」が増えることもあり、全体として関係がはっきりしない。 

女性では、「生活時間のゆとり」とともに、持てると思う子ども数の「一人」が減少するもの

の、同時に「子どもを持つ予定もない」も増加する。子どもを持つ予定がない者に、生活時間の

ゆとりがあるという逆の因果関係が生じている可能性がある。 

 

生活時間のゆとりと持てると思う子ども数（有配偶者） 
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（未婚者では、女性で生活時間のゆとりがあると「二人」が増加する） 

未婚者では、「生活時間のゆとり」があるほど、男女とも、持てると思う子ども数のうち「子

どもを持つ予定はない」が減少している。これは、生活時間のゆとりが結婚意思を強めているこ

とが考えられる。 

女性では「子どもを持つ予定はない」が減少することに加え、「二人」が増加する傾向がみら

れる。 

 

図 2.5.10 生活時間のゆとりと持てると思う子ども数（未婚者） 
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（３）希望子ども数との比較 

 

①希望子ども数との比較 

 

（希望子ども数と持てると思う子ども数の差は女性の方が大きい） 

希望子ども数と持てると思う子ども数の平均値を比較すると、対象者全体では、持てると思う

子ども数は希望子ども数よりも 0.23 人を少ない（図 2.5.11）。 

男性における希望子ども数と持てると思う子ども数の差は 0.21 人であり、女性では 0.25 人で

ある。女性は、男性に比較して希望子ども数と持てると思う子ども数の両方が少ないが、両者の

差が大きいのも女性の方である。 

持てると思う子ども数の分布を希望子ども数と比べると、男女とも、希望子ども数に比較して

「二人」と「三人」が減少して「一人」が増加する（図 2.5.12）。特に、女性では「三人」の差

が 6.5％に上る。 

 

図 2.5.11 希望子ども数と持てると思う子ども数の平均値 
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（希望子ども数「三人以上」では半数以上が希望通り持てないと考えている） 

有配偶者が、希望通り子ども数を持てるかについてどのように考えているか、希望子ども数別

に集計した（図 2.5.13）。 

男性の回答をみると、希望子ども数「一人」では「希望より持てる子ども数が少ない」は９％

であるものの、希望子ども数「二人」では 19％、「三人以上」では 51％に上る。 

女性では、希望子ども数「一人」では「希望より持てる子ども数が少ない」は11％、希望子ど

も数「二人」では 26％、「三人以上」では 55％であった。どの希望子ども数でみても、「希望よ

りも持てる子ども数が少ない」と回答する者は、男性よりも女性の方がやや多くなっている。 

 

図 2.5.13 希望子ども数にみた希望通り子どもを持てるかどうかの予想（有配偶者） 
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（４）希望子ども数を持てない理由 

 

①希望子ども数別の理由 

 

（所得の不安や子育てや教育の経済的負担が大きな理由になっている） 

希望子ども数より持てると思う子ども数が少ないと考える有配偶者を対象に、希望子ども数別

に、希望子ども数を持てない理由を把握した（図 2.5.14）。 

希望子ども数「二人」と「三人以上」に注目すると、男性では「所得に不安があるから」が最

も多い理由であり、前者は 55％、後者では 47％に上る。次いで、「子育てや教育にお金がかかり

すぎるから」が「二人」で 36％、「三人以上」では 42％と多く、経済的な理由が続いている。 

女性では、「二人」「三人以上」とも「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が最も多い理

由であり、「二人」は 56％、「三人以上」では 67％に達する。「所得に不安があるから」も、「二

人」で 51％、「三人以上」では 48％であり、男性同様に回答が多い。 

これらの他では、男性の「二人」「三人以上」では「自分や配偶者の年齢が高いから」（「二人」

27％、「三人以上」24％）、「妊娠・出産・子育ては肉体的・精神的な負担が大きいから」（同26％、

同 21％）の回答が多くなっている。 

女性も、男性と同様、「二人」「三人以上」では、「自分や配偶者の年齢が高いから」（同43％、

44％）、「妊娠・出産・子育ては肉体的・精神的な負担が大きいから」（同 42％、同 36％）が経済

的な理由に続くものの、男性よりも回答の割合が多いのが特徴である。これらの回答は、男女と

も晩婚化が影響していることが考えられる。 
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図 2.5.14 希望子ども数別の希望子ども数を持てない理由（有配偶者） 
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②経済的負担 

 

（経済的負担の内容は希望子ども数を持てるかどうかによって差異はみられない） 

図 2.5.14 の結果を踏まえ、子育てや教育で家計の負担になっていることを、希望子ども数が

持てるかどうかで詳しく調べたところ、両者には明確な関係は見出せなかった。 

後述する通り、夫婦の収入合計別でみると「食費、衣服等の生活必需品」「家族で過ごすため

の娯楽費」は収入との相関がみられる。 

しかしながら、教育費とはあまり強い相関はみられず、収入が多いと教育費の支出も多くなる、

あるいは収入が低くても子どもに一定の教育費をかけようとする親が多いことの両方が考えられ

る。 

 

図 2.5.15 希望子ども数を持てるかでみた子育てで家計の負担になっていること 

（子育がいる有配偶者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）標本サイズが小さい「希望子ども数『一人』より持てる子ども数が少ない」は省略した 
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希望子ども数「三人以上」より持てる数が少ない(387)
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（５）地域別の集計 

 

（すべての地域で「二人」の回答が多くなっている） 

希望とは別に、現実に持てると思う子ども数を把握した（図 2.5.16）。男性では、すべての地

域で「二人」が最も多い。一方で、京都市域は「子どもを持つ予定はない」が23％と多くなって

いる。女性でも男性と同様にすべての地域で「二人」が最も多くなっている。また、南丹と京都

市域は「子どもを持つ予定はない」の回答が20％を上回るなど多くなっており、京都市域は男性

と比べ更に 4 ポイント以上多くなっている。 

 

図 2.5.16 地域別の持てると思う子ども数の分布 

(男性) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(女性) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.1

14.8

23.5

24.8

24.6

20.7

19.4

15.4

48.1

52.4

53.9

42.0

43.3

45.6

49.7

49.4

15.6

16.1

7.7

8.5

17.7

13.4

12.4

18.2

0.8
0.7

1.8
0.7

1.2
0.6

2.0

1.7

0.8

0.9
0.0

1.5
1.1

1.0
0.5

2.3

17.5

15.2

13.1

22.5

12.2

18.6

16.0

13.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

丹後地域(84)

中丹地域(118)

南丹地域(97)

京都市域(1130)

乙訓地域(164)

学研都市地域(143)

山城北部地域(286)

相楽東部地域(51)

（％）

一人 二人 三人 四人 五人以上 子どもを持つ予定はない

17.4

19.2

22.2

25.1

32.4

18.5

24.5

14.9

45.2

46.1

39.4

37.8

45.2

50.7

44.3

55.1

17.8

16.9

14.0

9.3

7.8

14.6

10.2

19.0

3.0

1.7

0.7

0.6
0.0

1.5

1.1

0.0

1.7

1.0
0.0

0.4

0.4
0.7

0.0

0.0

14.8

15.1

23.7

26.6

14.3

14.0

19.9

11.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

丹後地域(137)

中丹地域(153)

南丹地域(103)

京都市域(1777)

乙訓地域(194)

学研都市地域(228)

山城北部地域(365)

相楽東部地域(63)

（％）

一人 二人 三人 四人 五人以上 子どもを持つ予定はない



 

- 115 - 

 

地域別の持てると思う子ども数の平均値は、男性では相楽東部の 1.87 人、中丹の 1.75 人、乙

訓の 1.74 人が多い（表 2.5.1）。女性では相楽東部と丹後の 1.82 人、中丹の 1.74 人、学研都市

の 1.73 人が多い。 

京都市域は男性 1.45 人、女性 1.34 人であり、南丹も女性 1.46 人と少なくなっている。 

 

表 2.5.1 地域別にみた持てると思う子ども数の平均値 

（人） 

住居地 全体 男 女 

丹後地域 1.74 1.68 1.82 

中丹地域 1.74 1.75 1.74 

南丹地域 1.54 1.61 1.46 

京都市域 1.39 1.45 1.34 

乙訓地域 1.61 1.74 1.48 

学研都市地域 1.67 1.60 1.73 

山城北部地域 1.57 1.66 1.48 

相楽東部地域 1.85 1.87 1.82 
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（すべての地域で、経済的理由で持てると思う子ども数が少なくなっている） 

希望子ども数より持てると思う子ども数が少ないと考える有配偶者を対象に、地域別に希望子

ども数を持てない理由を把握した（表 2.5.2）。 

すべての地域で男女とも「所得に不安があるから」「子育てや境域にお金がかかりすぎるから」

といった経済的理由が多くなっている。特に乙訓は男女とも経済的理由の回答が多くなっている。

また、男性では、中丹は「家事や子育ての協力者がいないから」、京都市域は「住宅事情が厳し

いから」、乙訓は「仕事や生き方と出産・子育てを両立できそうにない」の理由が他の地域と比

べ特に多くなっている。女性では、相楽東部と乙訓は「自分や配偶者の就業・雇用が不安定だか

ら」、中丹は「希望する保育所等に預けられそうにないから」の理由が他の地域と比べ特に多く

なっている。 

 

表 2.5.2 地域別にみた子どもは欲しくない、希望する子どもの数が一人である又は 

現実に持てる子ども数が希望する子ども数より少ない理由（複数） 
(男性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

所得に不安

があるから 

子育てや教

育にお金が

かかりすぎ

るから 

自分や配偶

者の年齢が

高いから 

結婚が遅く

なりそうだ

から 

仕事や生き

方と出産・

子育てを両

立できそう

にない※１ 

肉体的・精

神的な負担

が大きいか

ら※２ 

自分や配偶

者の就業・

雇用が不安

定だから 

子どもを持

つことを重

視していな

いから 

経済環境・

社会環境が

不安定・不

透明だから
※３ 

自分に自信

が持てない

から 

全体 1179 40.9 27.9 18.1 17.0 14.7 14.7 11.2 10.3 9.9 9.6 

丹後 44 41.0 36.9 17.7 28.2 11.8 8.1 7.6 8.0 15.8 8.7 

中丹 53 30.2 27.3 18.3 19.7 12.9 13.9 5.8 4.0 9.1 14.8 

南丹 54 30.9 19.3 15.4 20.5 8.7 11.5 8.0 11.4 5.5 7.0 

京都市域 684 42.7 28.6 18.2 16.1 15.0 15.5 11.8 11.8 11.7 8.2 

乙訓 88 50.6 36.9 14.1 20.6 24.0 25.7 5.6 7.3 8.2 5.4 

学研都市 75 30.2 30.2 17.5 10.7 17.8 13.1 12.6 9.0 4.7 18.5 

山城北部 150 41.0 18.9 21.4 18.8 9.9 8.8 14.5 7.5 5.1 12.7 

相楽東部 31 34.3 28.0 13.2 14.6 6.6 14.5 2.7 15.8 6.5 8.5 
 

区分 

住宅事情が

厳しいから 

健康面の不

安や身体的

な不安があ

るから※４ 

家事や子育

ての協力者

がいないか

ら 

希望する保

育所等に預

けられそう

にないから 

配偶者が望

まないから 

コロナ禍で

生活に悪影

響があった

から※５ 

その他 希望が実現

できない理

由はない※

６ 

全体 7.9 6.7 5.6 3.7 3.2 2.3 1.9 15.8 

丹後 0.0 3.2 1.5 0.0 2.6 1.5 3.3 13.6 

中丹 4.9 7.6 15.2 2.3 4.5 4.6 3.1 9.4 

南丹 6.4 6.3 7.3 1.5 5.0 1.5 0.0 14.3 

京都市域 10.0 6.8 5.9 4.0 2.8 1.9 1.9 16.2 

乙訓 6.4 6.0 2.2 4.5 5.1 4.6 0.0 11.2 

学研都市 3.2 7.4 4.3 4.6 3.2 3.0 1.9 22.4 

山城北部 4.0 6.1 2.8 3.6 3.2 2.0 2.0 16.0 

相楽東部 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 5.3 23.2 5.9 
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(女性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

子育てや教

育にお金が

かかりすぎ

るから 

所得に不安

があるから 

肉体的・精

神的な負担

が大きいか

ら※２ 

自分や配偶

者の年齢が

高いから 

仕事や生き

方と出産・

子育てを両

立できそう

にない※１ 

子どもを持

つことを重

視していな

いから 

結婚が遅く

なりそうだ

から 

経済環境・

社会環境が

不安定・不

透明だから
※３ 

自分に自信

が持てない

から 

健康面の不

安や身体的

な不安があ

るから※４ 

全体 1829 39.1 35.1 29.3 23.4 22.9 17.5 16.6 12.6 12.5 10.8 

丹後 68 44.6 38.2 41.3 33.8 29.6 17.8 12.7 23.1 10.2 13.3 

中丹 75 37.5 30.0 28.5 23.9 16.4 11.8 7.9 12.9 7.7 4.4 

南丹 61 47.6 41.2 24.7 25.6 17.8 15.6 17.2 9.8 12.2 5.9 

京都市域 1145 36.8 32.4 28.3 22.6 23.5 19.7 19.0 12.5 13.6 11.2 

乙訓 112 44.5 42.4 33.5 21.2 22.0 10.5 13.3 12.1 16.2 7.5 

学研都市 113 37.8 42.0 33.5 22.3 20.1 10.1 11.2 11.2 10.4 12.6 

山城北部 222 44.8 40.4 29.9 26.1 24.5 17.2 12.9 12.9 8.6 13.0 

相楽東部 33 32.3 37.1 46.5 29.4 25.8 6.1 28.4 30.6 7.9 16.0 
 

区分 

家事や子育

ての協力者

がいないか

ら 

自分や配偶

者の就業・

雇用が不安

定だから 

住宅事情が

厳しいから 

希望する保

育所等に預

けられそう

にないから 

コロナ禍で

生活に悪影

響があった

から※５ 

配偶者が望

まないから 

その他 希望が実現

できない理

由はない※

６ 

全体 10.5 9.0 5.4 5.3 3.9 2.6 4.7 9.3 

丹後 11.6 4.3 5.7 2.2 3.5 2.2 7.7 7.8 

中丹 14.3 7.0 7.5 9.6 1.1 3.9 8.0 4.5 

南丹 9.9 5.3 9.9 6.3 4.1 4.0 2.2 6.2 

京都市域 10.0 9.1 5.1 5.1 3.9 2.2 4.2 10.4 

乙訓 10.1 11.5 9.7 7.2 6.6 0.7 6.8 6.8 

学研都市 10.4 6.1 4.8 4.8 3.3 6.2 5.0 5.7 

山城北部 12.0 11.3 3.1 4.0 3.4 2.6 4.7 10.1 

相楽東部 13.8 11.8 4.6 6.6 12.4 0.0 15.8 2.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※１ 「仕事や生き方と出産・子育てを両立できそうにない」は、調査票において「自分の仕事や生き方と出産・子育てを

両立できそうにないから」と表記されている 

※２ 「肉体的・精神的な負担が大きいから」は、調査票において「妊娠・出産・子育ては肉体的・精神的な負担が大きい

から」と表記されている 

※３ 「経済環境・社会環境が不安定・不透明だから」は、調査票において「経済環境・社会環境が不安定・不透明だから

（コロナ禍の影響を除く）」と表記されている 

※４ 「健康面の不安や身体的な不安があるから」は、調査票において「自分や配偶者の健康面の不安や身体的な不安があ

るから」と表記されている 

※５ 「コロナ禍で生活に悪影響があったから」は、調査票において「コロナ禍で生活に悪影響があったから、将来が不透

明になったから」と表記されている 

※６ 「希望が実現できない理由はない」は、調査票において「希望が実現できない理由はない（希望どおりである）」と表

記されている 
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６．地域における人々の関わり合い 

 

（１）結婚や子育ての自然さ 

 

①結婚や子育ての自然さ 

 

（結婚や子育てに自然と考える回答は 60％から 70％） 

「結婚の自然さ」は未婚者の結婚意思、「子育ての自然さ」は希望子ども数等に影響を及ぼし

ていた。 

そこで、結婚や子育ての自然さの回答状況を集計すると、「結婚することは自然なことである」

に対して「とてもそう思う」と「そう思う」と回答する者は男性 33％、女性 28％であった（図

2.6.1）。「どちらかと言えばそう思う」を加えて肯定的な意見をまとめると、男性 69％、女性

61％となる。逆に、男性 31％、女性 39％と約３分の１が否定的な回答であった。 

「子どもを持つことは自然なことである」に対する回答は、男性では「とてもそう思う」と

「そう思う」の合計が 34％、「どちらかと言えばそう思う」を加えると 69％であり、結婚の自然

さに対する回答とほとんど変わらない。女性では「とてもそう思う」と「そう思う」の合計が

27％、「どちらかと言えばそう思う」を含むと 58％となり、結婚の自然さに比べてやや肯定的回

答が少なくなっている。 

 

図 2.6.1 結婚や子育ての自然さ 
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「結婚の自然さ」や「子育ての自然さ」を年齢階層別にみた（図 2.6.2、図 2.6.3）。男女の両

方で、年齢との明瞭な相関はみられない。 

 

図 2.6.2 年齢階層別にみた「結婚することは自然なことである」という考え方について 
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図 2.6.3 年齢階層別にみた「子どもを持つことは自然なことである」という考え方について 
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②結婚観・子ども観、結婚・子育てに対する感じ方 

 

（結婚観の肯定的意見は約 70％、子ども観は約 80％） 

「結婚や子育ての自然さ」に影響を及ぼすと考えられる「結婚観・子ども観」及び「結婚・子

育てに対する感受性」を男女別に集計した（図 2.6.4）。 

本調査では、結婚観は「家族を持てるから、結婚することは重要である」という意見への賛同

度で把握した。男性では、「とてもそう思う」と「そう思う」の合計は38％であり、「どちらかと

言えばそう思う」を合わせると 73％になる。女性では、「とてもそう思う」と「そう思う」の合

計は 33％、「どちらかと言えばそう思う」を加えた場合は 65％である。男性の方が肯定的意見の

者がやや多い。 

子ども観は「子どもがいたら生活が楽しく豊かになる」という意見への賛同度である。男性の

「とてもそう思う」と「そう思う」の合計は 45％、「どちらかと言えばそう思う」を合わせると

79％である。女性でも「とてもそう思う」と「そう思う」の合計は 45％になり、「どちらかと言

えばそう思う」を加えた場合も 78％となり、男性と変わらない。 

結婚観と子ども観を比較した場合は、男女とも肯定的意見は結婚観よりも子ども観の方が多く

なっている。 

 

図 2.6.4 結婚観・子ども観 
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結婚観、子ども観を年齢階層別にみた（図 2.6.5、図 2.6.6）。結婚観において、女性では年齢

階層が低くなると肯定的な意見が緩やかに増加している。 

 

図 2.6.5 年齢階層別にみた「家族を持てるから、結婚することは重要である」という考え方に

ついて 
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図 2.6.6 年齢階層別にみた「子どもがいたら生活が楽しく豊かになる」という考え方について 
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（「仲の良い夫婦を見ると幸せそう」は女性では 90％近い） 

本調査では、結婚観・子ども観とは別に「結婚や子育てに対する感受性」を把握した（図

2.6.7）。感受性は「感じることができる力」を表し、結婚観・子ども観が表わす価値観とは異な

ると考えたためである。 

結婚に対する感受性は「仲の良い夫婦を見ると幸せそうと思う」という意見への賛同度で把握

した。男性では、「とてもそう思う」と「そう思う」の合計は53％であり、「どちらかと言えばそ

う思う」を合わせると 81％に上る。女性では、「とてもそう思う」と「そう思う」の合計は 64％、

「どちらかと言えばそう思う」を加えた場合は 89％とほぼ 90％に達する。 

子どもに対する感受性は「小さい子どもを持つ夫婦をみると幸せそうと思う」という意見への

賛同度である。男性の「とてもそう思う」と「そう思う」の合計は 49％、「どちらかと言えばそ

う思う」を合わせると 81％である。女性でも「とてもそう思う」と「そう思う」の合計は 50％、

「どちらかと言えばそう思う」を加えた場合は80％になる。結婚の場合と比較して、男女間の回

答に差はみられず、子ども観と子育てに感受性の間でも大きな差異は生じていない。 

 

図 2.6.7 結婚・子育てに対する感受性 
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③結婚や子育ての自然さと、結婚観・子育てに関する感じ方の関係 

 

（かなり明確な相関が表れる） 

図 2.6.8 から図 2.6.11 において、家族観→結婚の自然さ、子ども観→子育ての自然さ、結婚

に対する感受性→結婚の自然さ、子どもに対する感受性→子育ての自然さの順で、クロス集計を

行った。その結果、どのクロス集計からもかなり明瞭な関係が表れた。 

全体的には、家族観・子ども観の方が、結婚・子どもに対する感受性よりも関係は明瞭であり、

女性よりも男性の方がはっきりとした関係が表れた。 

 

図 2.6.8 家族観別にみた結婚の自然さ 
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図 2.6.9 子ども観別にみた子育ての自然さ 
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とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそうは思わない そうは思わない 全くそうは思わない

（子どもを持つことは自然なことである）

（子どもがいたら生活が楽しく豊かになる）
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1.9
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9.4

8.8

2.2

25.5
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32.5
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5.7

3.9

5.7

7.0

20.7

63.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

とてもそう思う(585)

そう思う(795)

どちらかと言えばそう思う(978)

どちらかと言えばそうは思わない(318)

そうは思わない(172)

全くそうは思わない(172)

（％）

とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそうは思わない そうは思わない 全くそうは思わない

（子どもを持つことは自然なことである）

（子どもがいたら生活が楽しく豊かになる）



 

- 127 - 

 

図 2.6.10 結婚に対する感受性別に見た結婚の自然さ 
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項目 男 女 

クラメールの連関係数 0.2899 0.2183 

Ｐ値 0.0000 0.0000 
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7.6
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21.0
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22.5

11.9

6.5

2.5

2.6

3.3

5.2
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

とてもそう思う(409)

そう思う(641)

どちらかと言えばそう思う(638)

どちらかと言えばそうは思わない(226)

そうは思わない(80)

全くそうは思わない(78)

（％）

とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそうは思わない そうは思わない 全くそうは思わない

（結婚することは自然なことである）

（仲の良い夫婦を見ると幸せそうと思う）

16.2

3.1

1.8

5.1

1.1

4.8

28.1

26.9

11.3

11.5

12.4

1.2

26.7

34.3

42.1

32.6

25.9
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15.6
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

とてもそう思う(819)

そう思う(1105)

どちらかと言えばそう思う(747)

どちらかと言えばそうは思わない(186)

そうは思わない(86)

全くそうは思わない(77)

（％）

とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそうは思わない そうは思わない 全くそうは思わない

（結婚することは自然なことである）

（仲の良い夫婦を見ると幸せそうと思う）
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図 2.6.11 子どもに対する感受性別にきた子育ての自然さ 
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項目 男 女 

クラメールの連関係数 0.3173 0.2629 

Ｐ値 0.0000 0.0000 
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とてもそう思う(372)

そう思う(624)

どちらかと言えばそう思う(678)

どちらかと言えばそうは思わない(238)

そうは思わない(69)

全くそうは思わない(91)

（％）

とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそうは思わない そうは思わない 全くそうは思わない

（子どもを持つことは自然なことである）

（小さい子どもを持つ夫婦を見ると幸せそうと思う）
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

とてもそう思う(573)

そう思う(927)

どちらかと言えばそう思う(910)

どちらかと言えばそうは思わない(342)

そうは思わない(127)

全くそうは思わない(141)

（％）

とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそうは思わない そうは思わない 全くそうは思わない

（子どもを持つことは自然なことである）

（小さい子どもを持つ夫婦を見ると幸せそうと思う）
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（２）小さい頃の経験 

 

①小さい頃の経験 

 

（六つの項目から指標「小さい頃の経験」を作成した） 

本調査において「小さい頃の経験」とは、子どもの頃の結婚や子育てに関わる経験や、子ども

同士の外遊び等の経験を示す。こうした経験は、結婚や子育てに対する価値観や感じ方に影響を

及ぼすと考えられるため、図 2.6.12 の６項目にわたり「小さい頃の経験」の多寡を把握した。 

男女とも、「⑥公園等で子どもだけでよく外遊びをした」を除けば、肯定的意見と否定的意見

のどちらかに極端に偏ることはなく回答にばらつきが生じている。また、「④身近に三人以上子

どもを持つ夫婦が多かった」は、他の項目と異なり否定的意見の方が多いといった特徴がみられ

る。 

図 2.6.12 の多段階形式の回答をスコア化し、六つの項目の回答を合成する主成分分析を実施

した。主成分分析の結果から得られた第１主成分の主成分得点が、本調査における指標「小さい

頃の経験」である。 

 

図 2.6.12 小さい頃の経験（単数） 

（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（女性） 
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7.9 

4.2 

12.3 

19.4 

21.7 

21.7 

19.3 

11.8 

20.9 

32.3 

32.0 

35.1 

25.3 

18.9 

29.1 

25.4 

17.9 

17.2 

21.6 

26.6 

17.6 

10.3 

8.9 

8.1 

15.1 

21.6 

10.5 

6.1 

9.4 

8.8 

10.8 

16.8 

9.7 

6.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

①両親や親戚に仲の良い夫婦がいた

②友人の両親や知人に仲の良い夫婦がいた

③小さい子どもとふれ合う機会がよくあった

④身近に三人以上子どもを持つ夫婦が多かった

⑤自然が身近にあり、日常的に自然の中で遊ぶ機会が

あった

⑥公園等で子どもだけでよく外遊びをした

（％）

とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えばそう思わない そう思わない 全くそう思わない

N=2076

14.9 

11.9 

11.7 

6.1 

15.6 

25.1 

23.0 

25.9 

17.6 

12.1 

21.8 

30.3 

26.1 

30.6 

23.9 

19.1 

28.0 

22.9 

16.6 

15.9 

19.9 

26.7 

15.9 

10.1 

10.9 

8.2 

14.5 

19.8 

10.1 

5.5 

8.6 

7.5 

12.3 

16.2 

8.6 

6.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

①両親や親戚に仲の良い夫婦がいた

②友人の両親や知人に仲の良い夫婦がいた

③小さい子どもとふれ合う機会がよくあった

④身近に三人以上子どもを持つ夫婦が多かった

⑤自然が身近にあり、日常的に自然の中で遊ぶ機会が

あった

⑥公園等で子どもだけでよく外遊びをした

（％）

とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えばそう思わない そう思わない 全くそう思わない

N=3020
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（小さい頃の経験は家族観や子ども観に影響を及ぼす） 

家族観や子ども観、結婚や子どもに対する感受性は「小さい頃の経験」に影響を受けると考え、

図 2.6.13 から図 2.6.16 において、「小さい頃の経験」を分析軸にして、家族観・子ども観、結

婚や子どもに対する感受性の集計を行った。 

その結果、指標「小さい頃の経験」が強い者ほど、家族や子育ての重要性に対して肯定的評価

をする者が多くなり、また、結婚や子どもについて「幸せそう」と思う者が増えることがわかっ

た。それらの関係は極めて明瞭というほどではないが、「小さい頃の経験」が「弱い」と「強い」

では「とてもそう思う」の出現率はおおよそ２倍から３倍の差になる。 

 

図 2.6.13 小さい頃の経験別にみた家族観 
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項目 男 女 

クラメールの連関係数 0.1668 0.1564 

Ｐ値 0.0000 0.0000 
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32.7
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41.3

28.8
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17.3

15.5

11.6

9.0

8.7

3.7

4.1

12.7

2.6

1.7

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

弱い(578)

やや弱い(430)

やや強い(542)

強い(522)

（％）

とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えばそうは思わない そうは思わない 全くそうは思わない

（家族を持てるから、結婚することは重要である）

（小さい頃の経験）
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8.9

16.9

15.7

20.1

21.8

27.6

25.9

37.3

34.5

31.6

21.5

21.0

21.2

14.5

15.2

10.7

8.3

6.3

14.2

4.5

5.3

3.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

弱い(706)

やや弱い(632)

やや強い(717)

強い(963)

（％）

とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えばそうは思わない そうは思わない 全くそうは思わない

（家族を持てるから、結婚することは重要である）

（小さい頃の経験）
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図 2.6.14 小さい頃の経験別に子ども観 
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項目 男 女 

クラメールの連関係数 0.2176 0.1949 

Ｐ値 0.0000 0.0000 
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15.2
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1.2

11.7

1.9
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0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

弱い(578)

やや弱い(430)

やや強い(542)

強い(522)

（％）

とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそうは思わない そうは思わない 全くそうは思わない

（子どもがいたら生活が楽しく豊かになる）

（小さい頃の経験）

10.2

14.3

17.4

29.7

19.4

23.6

27.8

32.2
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37.9
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10.4

5.1

9.0

7.3

4.6

2.9

14.5

4.1

4.0

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

弱い(706)

やや弱い(632)

やや強い(717)

強い(963)

（％）

とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそうは思わない そうは思わない 全くそうは思わない

（子どもがいたら生活が楽しく豊かになる）

（小さい頃の経験）
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図 2.6.15 小さい頃の経験別にみた結婚に対する感受性 
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項目 男 女 

クラメールの連関係数 0.2060 0.1669 

Ｐ値 0.0000 0.0000 
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弱い(578)

やや弱い(430)

やや強い(542)

強い(522)

（％）

とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそうは思わない そうは思わない 全くそうは思わない

（仲の良い夫婦を見ると幸せそうと思う）

（小さい頃の経験）
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20.8

24.2

40.9

32.3

35.9
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やや弱い(632)

やや強い(717)

強い(963)

（％）

とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそうは思わない そうは思わない 全くそうは思わない

（仲の良い夫婦を見ると幸せそうと思う）

（小さい頃の経験）
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図 2.6.16 小さい頃の経験別にみた子どもに対する感受性 

（男性） 
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項目 男 女 

クラメールの連関係数 0.2184 0.2087 

Ｐ値 0.0000 0.0000 
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やや弱い(430)

やや強い(542)

強い(522)

（％）

とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそうは思わない そうは思わない 全くそうは思わない

（小さい子どもを持つ夫婦を見ると幸せそうと思う）

（小さい頃の経験）
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28.0

36.1

34.8

23.9
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弱い(706)

やや弱い(632)

やや強い(717)

強い(963)

（％）

とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそうは思わない そうは思わない 全くそうは思わない

（小さい子どもを持つ夫婦を見ると幸せそうと思う）

（小さい頃の経験）
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④子育てを通じた地域との関わり 

 

（７個の項目から「子育てを通じた地域との関わり」を作成した） 

本調査における「子育て世帯と地域との関わり」とは、子育て世帯の地域コミュニティの人々

との交流、子育て世帯の地域行事等への参加、地域コミュニティにおける子育て世帯同士の交流

等を表す。これらの関わり方は、子育てに対する価値観や感じ方に影響を及ぼすと考えられるこ

とから、図 2.6.17 の七つの項目によって「子育て世帯と地域との関わり」の強さを把握した。 

いずれの項目においても「とてもそう思う」が少ない傾向はみられるものの、全体的に回答に

はばらつきがあり、地域との関わり方の状況が様々であることがわかる。 

「③保育所・幼稚園等、学校の活動に進んで参加する」等の四項目で肯定的回答が多く、「④

公園等で、子育てについてよく話す子育て中の知人がいる」等の三項目では否定的な意見が過半

を占めており、項目によってもばらつきがみられる。 

図 2.6.17 の多段階形式の回答をスコア化し、７項目の回答を合成する主成分分析を実施した。

主成分分析の結果から得られた第１主成分の主成分得点が、本調査における指標「子育て世帯と

地域との関わり」である。なお、図 2.6.17 の質問の対象は子育て世帯である。 

 

図 2.6.17 子育てを通じた地域との関わり（単数） 
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①子どもと一緒に地域の行事や祭りによく参加する

②近所では、子どもと外出すると知人によく声をかけられる

③保育所・幼稚園等、学校の活動に進んで参加する

④公園等で、子育てについてよく話す子育て中の知人がいる

⑤地域では、子どもが参加する行事やイベントが多い

⑥危険なことや悪いことで子どもを注意できる人がいる

⑦地域の人々のつながりは、自分にはあたたかく、心地よい

（％）

とてもそう思う そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えばそう思わない そう思わない 全くそう思わない
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（女性の子育てに対する感じ方に対して関係が表れる） 

子ども観、結婚や子どもに対する感受性は、「子育てを通じた地域との関わり」に影響を受け

ると考え、図2.6.18と図2.6.19において、「子育てを通じた地域との関わり」を分析軸にして、

子ども観と子どもに対する感受性の集計を行った。 

その結果、分析軸と集計項目の間で関係は認められるもの、その関係は明瞭ではなく、関係の

強さも大きくない。これは、結婚や子育てに対する価値観や感じ方が、子育ての時期までに形成

されていたためと考えられる。 

こうした中で、女性の子ども観への影響は、「子育てを通じた地域との関わり」の「弱い」に

対して「強い」になると「とてもそう思う」が 1.6 倍になり、やや強い関係がみられる。例えば、

第１子の子育て経験が、第２子以降の希望に影響を及ぼす可能性が考えられる。 

 

図 2.6.18 子育てを通じた地域との関わり別にみた子ども観 
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図 2.6.19 子育てを通じた地域との関わり別にみた子どもに対する感受性 
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⑤子育てのために必要な人々の関わり合いや地域における助け合い地域に不足していること 

 

（助け合いで不足していることは男女で回答に差がある） 

子育てをしている者を対象に、子育てのために必要な人々の関わり合いや地域における助け合

いで地域に不足していることを把握した（図 2.6.20）。 

「さりげない子どもの見守り」が男性では 36％、女性では 33％に上る。女性では「子育てか

ら一時的に離れて気分転換ができる機会」が33％に達するが、男女で回答に差がみられる（男性

21％）。この他では、「病気や病院、保育サービス、保育所・幼稚園等、行政の支援策等に関する

情報交換の相手」の回答が男女とも 30％近い回答になっている。 

また、「子育ての楽しみや悩みを分かち合う子育て仲間」「周囲に気にかけてもらっているとい

う安心感」「気軽な相談相手」は男女とも 20％を上回る。 

 

図 2.6.20 子育てのために必要な人々の関わり合いや地域における助け合いで 

地域に不足していること（複数） 
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（３）社会関係資本 

 

①社会関係資本の作成 

 

（７個の項目から「社会関係資本」を作成した） 

府内在住者が普段どのようなコミュニティや人々と関わり合っているか、また、過去にどのよ

うなコミュニティや人々と関わり合ってきたかを把握するために、まず、暮らしている地域や地

域との関わりについて男女別に尋ねた。 

地域や地域との関わりについて、男性においては「近所に信頼して相談できる友人・知人がい

る」を『思う』（「とてもそう思う」「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の合計）と回答し

た方が 45.8％と最も多くなっている。しかし、いずれも 50％を下回っている。 

また、「自分は地域活動への参加に積極的である」を『思う』と回答した方は 24.5％と最も低

くなっている。 

 

図 2.6.21 暮らしている地域や地域との関わりについて（単数） 
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④地域活動で同年代の人とふれ合う機会が多い

⑤自分は近所で挨拶や立ち話をよくする

⑥自分は地域活動への参加に積極的である

⑦地域のコミュニティで、日常的に生活面で協力している
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②社会関係資本と「小さい頃の経験」及び「子育てを通じた地域との関わり」との関係 

 

（社会関係資本は「小さい頃の経験」及び「子育てを通じた地域との関わり」に強く影響） 

地域コミュニティの社会関係資本の蓄積状況は、「小さい頃の経験」や「子育てを通じた地域

との関わり」に影響を及ぼすと考えられる。そこで、図 2.6.22 と図 2.6.23 において、「社会関

係資本」を分析軸にして「小さい頃の経験」と「子育てを通じた地域との関わり」の集計を行っ

た。 

その結果、両者とも明瞭な関係が表れた。とりわけ、社会関係資本の蓄積に対する肯定的意見

が強い者ほど「子育てを通じた地域との関わり」についても肯定的に捉える者が多くなる関係は、

はっきりと表れている。「小さい頃の経験」についても「子育てを通じた地域との関わり」ほど

明瞭ではないものの社会関係資本との正の相関は明らかである。 

男女別では、「小さい頃の経験」では、男性の方が明瞭で、強い（「小さい頃の経験」の「弱い」

や「強い」の出現率の変化が大きい）関係がみられる 

 

図 2.6.22 社会関係資本別にみた小さい頃の経験 
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図 2.6.23 社会関係資本別にみた子育てを通じた地域との関わり 
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（社会関係資本が「弱い」と「気軽な相談相手」が増加） 

社会関係資本の蓄積状況に対する意見を「弱い」と「強い」に二区分し、「子育てのために必

要な人々の関わり合いや地域における助け合いで地域に不足していること」を集計した（図

2.6.24）。 

その結果、男女とも、社会関係資本が「弱い」と「気軽な相談相手」の回答が増加する。女性

では、社会関係資本が「弱い」と「子育ての楽しみや悩みを分かち合う子育て仲間」が増えるこ

とがわかった。逆に「強い」と「さりげない子どもの見守り」が増加する。 

 

図 2.6.24 子育てのために必要な人々の関わり合いや地域における助け合いで 

地域に不足していること（社会関係資本別） 
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（注）「弱い」は図 2.6.24 の「弱い」と「やや弱い」の合計、「強い」は「やや強い」と「強い」の合計である 
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（必要とされる地域の関わり合いや助け合いは「弧育」の状況で変化する） 

「子育てのために必要な人々の関わり合いや地域における助け合いで、暮らしている地域に不

足していること」は、子育をしている者の「弧育」の状況によって回答が変化する。 

男性では「弧育」の程度が高いほど「周囲に気にかけてもらっている安心感」が増加する（図

2.6.25、図2.6.26）。女性では、「弧育」の程度が高いと「子育てから一時的に離れて気分転換で

きる機会」や「子育ての楽しみや悩みを分かち合う子育て仲間」が増えている。 

 

図 2.6.25 子育てのために必要な人々の関わり合いや地域における助け合いで、暮らしている

地域に不足していること（「弧育」の状況別、子育をしている者） 
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「そう思う」の肯定的回答を「そう思う」、「どちらかと言えばそう思う」「どちらかと言えばそう思わない」

の中間的回答を「どちらかと言えばそう思う・そう思わない」、「そう思わない」「全くそう思わない」の否定

的回答は「そう思わない」の三区分に再設定した。 
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図 2.6.26 子育てのために必要な人々の関わり合いや地域における助け合いで、暮らしている

地域に不足していること（「弧育」の状況別、子育て中の者） 
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（注）図では、分析軸である「子育てをしていて孤独感を感じる」の回答は、「とてもそう思う」「そう思う」の

肯定的回答を「そう思う」、「どちらかと言えばそう思う」「どちらかと言えばそう思わない」の中間的回答を

「どちらかと言えばそう思う・そう思わない」、「そう思わない」「全くそう思わない」の否定的回答は「そう

思わない」の三区分に再設定した。 
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（４）地域別の集計 

 

①小さい頃の経験 

 

（小さい頃の経験は、男性では相楽東部、女性では丹後で強い） 

図 2.6.12 の多段階形式の回答を地域別にスコア化し、六つの項目の回答を合成する主成分分

析を実施した。主成分分析の結果から得られた第１主成分の主成分得点が、本調査における指標

「小さい頃の経験」である。 

スコア化された「小さい頃の経験」を地域別にみると、男性では相楽東部で「強い」が53％と

他の地域より多く、京都市域で「弱い」が31％と最も多くなっている。女性では丹後で「強い」

が 50％と最も多く、男性と同じく京都市域で「弱い」が 27％と最も多くなっている（図 2.6.27）。 

各地域のスコアの基となった各地域の小さい頃の経験の詳細は、図 2.6.28 のとおりである。 

 

図 2.6.27 地域別の小さい頃の経験 
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図 2.6.28 地域別の小さい頃の経験の詳細 
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②子育てを通じた地域との関わり 

 

（子育てを通じた地域との関わりは、男性では丹後、女性では相楽東部で強い） 

図 2.6.17 の多段階形式の回答を地域別にスコア化し、７項目の回答を合成する主成分分析を

実施した。主成分分析の結果から得られた第１主成分の主成分得点が、本調査における指標「子

育て世帯と地域との関わり」である。なお、図 2.6.17 の質問の対象は子育て世帯である。 

スコア化された「子育て世帯と地域との関わり」を地域別にみると、男性では丹後で「強い」

が 48％と他のより多く、山城北部で「弱い」が 32％と最も多くなっている。女性では相楽東部

で「強い」が 49％と最も多く、京都市域で「弱い」が 33％と最も多くなっている（図 2.6.29）。 

各地域のスコアの基となった各地域の子供を通じた地域との関わりの詳細は、図 2.6.30 のと

おりである。 

 

図 2.6.29 地域別の暮らしている地域や地域との関わりについて 
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図 2.6.30 地域別の暮らしている地域や地域との関わりの詳細 
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③社会関係資本 

 

（子育てを通じた地域との関わりは、男性では丹後、女性では相楽東部で強い） 

図 2.6.21 の多段階形式の回答を地域別にスコア化し、７項目の回答を合成する主成分分析を

実施した。主成分分析の結果から得られた第１主成分の主成分得点が、本調査における指標「社

会関係資本」である。 

スコア化された「社会関係資本」を地域別にみると、男性では相楽東部で「強い」が51％と他

の地域より多く、京都市域で「弱い」が36％と最も多くなっている。女性では丹後で「強い」が

49％と最も多く、京都市域で「弱い」が 43％と最も多くなっている（図 2.6.31）。 

各地域のスコアの基となった各地域の子供を通じた地域との関わりの詳細は、図 2.6.32 のと

おりである。 

 

図 2.6.31 地域別の暮らしている地域や地域との関わりについて 
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図 2.6.32 地域別の暮らしている地域や地域との関わりの詳細 
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(学研都市地域) 
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④子育てのために必要な人々の関わり合いや地域における助け合いで地域に不足していること 

（女性では多地域で「子育てから一時的に離れて気分転換できる機会」が不足と感じている） 

地域別の子育てのために必要な人々の関わり合いや地域における助け合いで地域に不足してい

ることについて把握した（表2.6.1）。男性は相楽東部を除く地域で「さりげない子どもの見守り」

が最も多く、相楽東部は「近隣商店等、地域に密着した事業所からの支援」が多くなっている。

また、丹後・中丹・京都市域では「病気や病院、保育サービス、保育所・幼稚園等、行政の支援

策等に関する情報交換の相手」、南丹・学研都市・山城北部では「気軽な相談相手」が不足して

いるが多くなっている。女性では、多くの地域で「子育てから一時的に離れて気分転換できる機

会」が多くなっている。また、中丹・京都市域・山城北部では「さりげない子どもの見守り」、

丹後・乙訓・学研都市・相楽東部では「病気や病院、保育サービス、保育所・幼稚園等、行政の

支援策等に関する情報交換の相手」が不足しているが多くなっている。 

 

表 2.6.1 地域別の子育てのために必要な人々の関わり合いや地域における助け合いで 

地域に不足していること（複数） 

(男性)                                （％） 

区分 Ｎ 

さりげない

子どもの見

守り 

病気や病院、

保 育 サ ー ビ

ス、保育所・

幼稚園等、行

政の支援策等

に関する情報

交換の相手 

周囲に気に

かけてもら

っていると

いう安心感 

気軽な相談

相手 

子育ての楽

しさや悩み

を分かち合

う子育て仲

間 

子育てから

一時的に離

れて気分転

換できる機

会 

近 隣 商 店

等、地域に

密着した事

業所からの

支援 

その他 特になし 

全体 963 35.6 26.2 24.5 24.5 23.6 20.9 15.9 1.3 15.5 

丹後 42 33.3 28.7 13.6 28.6 24.0 28.2 22.8 5.3 13.1 

中丹 61 34.6 37.5 24.9 30.7 19.8 26.8 18.0 0.0 7.2 

南丹 52 44.1 21.6 12.7 21.8 16.0 17.1 14.0 1.6 15.8 

京都市域 462 35.6 27.0 25.8 21.4 25.3 19.8 14.5 1.7 16.6 

乙訓 94 30.1 23.5 25.8 24.2 24.2 27.5 18.0 0.9 16.8 

学研都市 81 35.9 20.0 26.2 29.6 27.1 21.5 8.9 0.0 17.6 

山城北部 152 36.8 23.8 24.7 28.8 20.1 16.8 20.7 0.5 14.7 

相楽東部 19 20.1 23.6 6.5 6.5 31.2 35.8 55.2 4.5 17.5 

 

(女性)                                （％） 

区分 Ｎ 

子育てから

一時的に離

れて気分転

換できる機

会 

さりげない

子どもの見

守り 

病気や病院、

保 育 サ ー ビ

ス、保育所・

幼稚園等、行

政の支援策等

に関する情報

交換の相手 

子育ての楽

しさや悩み

を分かち合

う子育て仲

間 

周囲に気に

かけてもら

っていると

いう安心感 

気軽な相談

相手 

近 隣 商 店

等、地域に

密着した事

業所からの

支援 

その他 特になし 

全体 1455 33.0 32.5 28.1 25.5 22.8 22.2 19.1 1.3 14.1 

丹後 89 34.7 28.4 36.3 20.6 19.7 18.3 20.5 2.2 14.0 

中丹 95 35.0 31.9 30.9 23.0 22.2 23.4 21.8 0.0 13.5 

南丹 54 31.8 29.2 31.4 20.8 15.0 35.1 17.6 3.0 20.5 

京都市域 715 31.4 33.8 25.5 26.3 22.8 22.7 16.7 1.5 14.5 

乙訓 121 36.0 32.8 36.1 21.0 23.0 15.6 24.0 0.0 14.0 

学研都市 144 32.8 26.2 33.7 33.8 20.8 16.1 21.1 0.6 14.9 

山城北部 206 35.7 34.5 23.6 24.0 27.8 24.1 21.6 1.4 11.2 

相楽東部 31 44.7 12.5 51.8 27.0 15.2 26.2 26.2 10.6 1.9 
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７．男女の出会いの機会 

 

（１）交際経験 

 

①交際経験の有無 

 

（交際相手が「いる」は 2014 年調査と大きく変わらない） 

現在、交際相手が「いる」男性は 25％、女性では 38％である（男女で違いが表れる理由は主

に未婚者数の男女の差によると考えられる）（図2.7.1）。2014年調査では、男性26％、女性34％

であり、大きな変化はみられない。 

現在「いる」と「今はいない（過去はいた）」を合計して、交際経験がある者を算出すると、

男性は 74％、女性 84％になる。 

 

図 2.7.1 交際経験の有無（未婚者、単数） 
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②出会った機会 

 

（オンラインによる出会いが増えている） 

出会いの機会の実態を把握するため、有配偶者及び交際相手がいる者の出会った機会を尋ねた

（図 2.7.2）。その結果、「職縁（職場や仕事の関係で）」が約 30％、「地縁（友人や兄弟姉妹を通

じて、幼なじみ・隣人関係、地域活動やコミュニティ活動）」が20％強、「学縁等（学校で、学校

以外のサークル活動・趣味や習い事で）」が 20％弱となった。これらは 2014 調査よりやや減少し

ている。 

一方、「アプリなどオンラインによる民間の結婚相談サービスで」と「結婚相談サービス以外

のＳＮＳ等、インターネットを通じて」が、新しい出会いの場として現れている。両者の合計は

男性で 15％、女性では 14％を占める。 

 

図 2.7.2 配偶者又は現在の交際相手との出会い（有配偶者及び現在交際相手がいる者、単数） 
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（２）出会いの可能性 

 

①周囲の出会いの可能性 

 

（交際経験のない者の約 70％は出会いの機会がない） 

現在、交際相手が「今はいない（過去はいない）」「これまでも出会いの機会がなかった」と回

答した未婚者に、交際や結婚につながるような異性との出会いがあるかどうか把握した。 

「あなたの周囲全般」として尋ねると、「あると思う」と「どちらかと言えばあると思う」の

合計で、男性 32％、女性 27％であった。男女とも、残りの約 70％は、「ないと思う」「どちらか

と言えばないと思う」と回答している。 

 

図 2.7.3 交際や結婚につながるような異性との出会い（単数） 
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男女の出会いを、「学校や習い事の関係」（学縁）、「職場や仕事の関係」（職縁）、「地域活動や

コミュニティ活動で」（地縁）に着目して、「あると思う」と「どちらかと言えばあると思う」を

集計すると、学縁は男性 36％、女性 33％、職縁は男性 39％、女性 37％、地縁は男性 26％、女性

21％であった。学縁、職縁に比べて、地縁は 10 ポイント程度低く、「伝統行事、伝統文化に関わ

る活動」や「友人、兄弟姉妹、親戚を通じて」の回答の少なさと関連していると考えられる。ま

た、「文化、スポーツ等の余暇・レジャーで」は、男性 35％、女性 28％であり、学縁に近い回答

となっており、注目される。 

こうした中で、「ＳＮＳ等、インターネットを通じて」が男性 39％、女性 37％に上り、「職縁」

を同じ割合になっている。インターネットを通じた出会いは、有配偶者の出会いの状況を踏まえ

ると今後も拡大が予想される。 

 

②出会いが「ない」と思う理由 

 

（自分自身に関わる理由が多い） 

図 2.7.3 で、交際や結婚につながるような異性との出会いが「ないと思う」「どちらかと言え

ば、ないと思う」とする者を対象に、その理由を尋ねた。 

男性は「友人が少ないから」が40％と最も多く、次いで「自分が地域の交流活動に積極的では

ないから」が 32％と多くなっている。女性では「自分が SNS 等を通じた交流に積極的でないか

ら」が 37％と最も多く、次いで「友人が少ないから」が 36％と多くなっている（図 2.7.4）。 

 

図 2.7.4 交際や結婚につながるような異性との出会いが「ないと思う」理由（複数） 
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（３）地域別の集計 

 

（男性では南丹、女性では相楽東部で「出会いの機会がなかった」の回答が多い） 

男性のうち、現在、交際相手が「いる」と回答した方は、京都市域で29％と最も多くなってい

る。一方、南丹で「これまでも出会いの機会がなかった」が最も多くなっている。女性では、中

丹で「いる」と回答した方が47％と最も多く、相楽東部で「これまでも出会いの機会がなかった」

と回答した方が 25％と最も多くなっている（図 2.7.5）。 

 

図 2.7.5 地域別の交際経験の有無（未婚者、単数） 
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（多くの地域で男女とも「職場や仕事の関係で（アルバイトを含む）」での出会いが多い） 

配偶者または現在交際相手がいる者を対象に、地域別に出会いのきっかけを把握した（表

2.7.1）。 

男性は、中丹以外の地域で「職場や仕事の関係で（アルバイトを含む）」での出会いが最も多

くなっている。中丹は「友人や兄弟姉妹を通じて」の出会いが最も多く、「アプリなどオンライ

ンによる民間の結婚相談サービスで」「まちなかや旅先で」の出会いが他の地域と比べ多くなっ

ている。女性でも男性と同様に多くの地域で「職場や仕事の関係で（アルバイトを含む）」での

出会いが最も多くなっている。また、南丹は「結婚相談サービス以外の SNS 等、インターネット

を通じて」が 10％と他の地域と比べ多くなっている。 

 

表 2.7.1 地域別の配偶者または現在の交際相手との出会い 

（有配偶者及び現在交際相手がいる者、単数） 
(男性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

職場や仕事

の 関 係 で

（アルバイ

トを含む） 

友人や兄弟

姉妹を通じ

て 

学校で アプリなど

オンライン

による民間

の結婚相談

サービスで 

学校以外の

サークル活

動、趣味や

習い事で 

結婚相談サ

ービス以外

の SNS 等、

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを

通じて 

民間の対面

の結婚相談

サービスで 

まちなかや

旅先で 

地域活動や

コミュニテ

ィ活動で 

幼なじみ・

隣人関係 

全体 1366 30.7 16.6 13.4 9.7 6.5 5.4 3.7 3.3 3.0 2.4 

丹後 51 32.4 21.3 12.9 3.0 6.5 7.7 3.0 0.0 5.6 2.1 

中丹 81 13.6 20.6 14.8 12.4 7.1 0.9 5.0 7.1 2.9 3.5 

南丹 60 29.0 18.7 7.0 10.8 7.5 8.5 8.4 0.0 5.6 0.0 

京都市域 717 32.0 14.1 13.5 10.6 6.5 6.5 3.2 3.4 2.6 2.4 

乙訓 129 32.4 19.5 12.0 10.7 5.0 3.2 4.2 3.4 2.1 3.9 

学研都市 102 32.0 23.3 16.6 3.5 12.0 2.4 2.5 0.8 0.7 1.1 

山城北部 197 32.1 18.1 13.1 8.4 3.7 4.4 4.1 3.8 4.6 2.7 

相楽東部 29 30.2 14.6 14.2 4.9 0.0 10.6 3.9 2.7 7.4 7.4 
 

区分 

公的な出会

いづくりの

場で 

見 合 い で

（親戚や上

役などの紹

介を含む） 

その他 

全体 2.2 1.5 1.8 

丹後 1.5 2.5 1.6 

中丹 4.7 2.9 4.4 

南丹 1.2 3.3 0.0 

京都市域 2.1 1.2 1.9 

乙訓 2.1 1.6 0.0 

学研都市 1.1 1.5 2.4 

山城北部 2.1 1.5 1.4 

相楽東部 0.0 0.0 3.9 
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(女性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

職場や仕事

の 関 係 で

（アルバイ

トを含む） 

友人や兄弟

姉妹を通じ

て 

学校で アプリなど

オンライン

による民間

の結婚相談

サービスで 

結婚相談サ

ービス以外

の SNS 等、

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを

通じて 

学校以外の

サークル活

動、趣味や

習い事で 

まちなかや

旅先で 

幼なじみ・

隣人関係 

公的な出会

いづくりの

場で 

地域活動や

コミュニテ

ィ活動で 

全体 2135 33.0 19.2 13.1 8.2 6.2 5.5 3.4 3.0 2.1 1.7 

丹後 102 27.2 29.1 12.9 2.3 5.7 9.1 3.6 2.7 0.7 1.5 

中丹 124 34.9 21.9 14.3 6.3 4.3 5.0 3.3 4.4 1.2 0.0 

南丹 77 30.3 18.4 11.2 6.4 10.2 0.0 2.6 7.4 1.3 1.0 

京都市域 1196 34.3 17.0 12.9 8.6 6.4 6.4 4.3 2.6 1.6 2.1 

乙訓 151 31.5 18.9 15.0 4.7 7.3 4.2 4.5 3.1 2.8 2.2 

学研都市 185 32.2 24.4 15.4 9.9 5.0 5.0 0.5 2.6 1.5 1.4 

山城北部 258 30.0 22.1 11.5 9.4 5.5 4.0 1.1 2.7 5.0 1.2 

相楽東部 42 28.7 16.9 10.2 12.2 4.6 2.5 4.9 3.3 6.8 1.3 
 

区分 

見 合 い で

（親戚や上

役などの紹

介を含む） 

民間の対面

の結婚相談

サービスで 

その他 

全体 1.6 1.5 1.6 

丹後 3.8 0.8 0.7 

中丹 2.1 1.4 0.8 

南丹 2.8 3.8 4.6 

京都市域 1.4 1.2 1.4 

乙訓 2.0 3.2 0.5 

学研都市 0.5 1.1 0.5 

山城北部 2.2 2.0 3.3 

相楽東部 0.0 0.0 8.6 
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（交際や結婚につながるような異性との出会い） 

現在、交際相手が「今はいない（過去はいない）」「これまでも出会いの機会がなかった」と回

答した未婚者に、交際や結婚につながるような異性との出会いがあるかどうか把握した。 

 

 

図 2.7.6 地域別の交際経験の有無（未婚者、単数） 
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(南丹地域) 
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（多くの地域で男女とも「友人が少ないから」の理由が多い） 

図 2.7.6 で、交際や結婚につながるような異性との出会いが「ないと思う」「どちらかと言え

ば、ないと思う」とする者を対象に、その理由を把握した（表 2.7.2）。 

男性では、多くの地域で「友人が少ないから」が最も多い理由となっている。一方で、南丹は

「仕事の関係で外部との交流が少ないから」「職場の従業員の男女比に偏りがあるから」が 50％

を上回るなど他の地域と比べ多くなっており、相楽東部は「地域の若年人口が減少しているから」

が 53％と他の地域と比べ多くなっている。女性では、多くの地域で「自分が SNS等を通じた交流

に積極的でないから」「友人が少ないから」が多くなっている。また、丹後では「自分が地域の

交流活動に積極的でないから」が51％と他の地域より多く、相楽東部では「若者が出会い交流す

る地域活動が活発でないから」「地域の若年人口が減少しているから」が50%を上回るなど他の地

域と比べ多くなっている。 

 

表 2.7.2 地域別の交際や結婚につながるような異性との出会いが「ないと思う」理由（複数） 

（男性)                                     （％） 

区分 Ｎ 

友人が少な

いから 

自分が地域

の交流活動

に積極的で

ないから 

自分が SNS

等を通じた

交流に積極

的でないか

ら 

仕事の関係

で外部との

交流が少な

いから 

職場の従業

員の男女比

に偏りがあ

るから 

職場に若年

の従業員が

少ないから 

自分がｽﾎﾟｰ

ﾂ、文化、

余暇等の活

動を通じた

交遊に積極

的でないか

ら 

若者が出会

い交流する

地域活動が

活発でない

から 

地域の若年

人口が減少

しているか

ら 

伝統行事や

伝統文化の

担い手が年

配者に偏っ

ているから 

全体 660 39.9 32.0 28.3 26.5 25.7 23.4 21.7 17.3 13.1 12.8 

丹後 29 42.5 31.7 29.2 30.7 18.8 32.7 18.1 27.6 32.4 11.8 

中丹 36 47.0 34.2 16.1 28.7 42.3 38.3 26.4 23.1 11.0 17.3 

南丹 36 45.6 51.1 44.3 52.6 54.0 46.7 25.6 25.7 43.4 26.1 

京都市域 382 41.0 31.7 28.4 23.9 20.2 20.0 21.1 14.5 10.6 12.6 

乙訓 33 32.6 36.9 32.5 31.9 30.4 16.0 25.6 14.8 19.0 11.8 

学研都市 39 32.8 18.7 23.6 25.0 28.5 7.0 22.0 25.4 13.4 8.7 

山城北部 83 33.2 29.1 30.5 21.6 23.9 27.2 18.5 15.5 3.7 6.9 

相楽東部 22 41.8 40.7 17.9 37.5 21.7 36.6 7.9 28.8 52.7 26.7 
 

区分 

地域の若年

人口の男女

比に偏りが

あるから 

その他 

全体 10.2 4.3 

丹後 11.8 4.6 

中丹 16.4 4.7 

南丹 27.0 3.1 

京都市域 10.0 5.2 

乙訓 10.3 0.0 

学研都市 4.3 6.9 

山城北部 1.5 0.0 

相楽東部 7.9 0.0 
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(女性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

自分が SNS

等を通じた

交流に積極

的でないか

ら 

友人が少な

いから 

自分が地域

の交流活動

に積極的で

ないから 

仕事の関係

で外部との

交流が少な

いから 

自分がｽﾎﾟｰ

ﾂ、文化、

余暇等の活

動を通じた

交遊に積極

的でないか

ら 

職場の従業

員の男女比

に偏りがあ

るから 

職場に若年

の従業員が

少ないから 

若者が出会

い交流する

地域活動が

活発でない

から 

伝統行事や

伝統文化の

担い手が年

配者に偏っ

ているから 

地域の若年

人口が減少

しているか

ら 

全体 847 36.8 36.1 35.3 29.2 25.7 22.4 20.5 15.4 9.7 7.5 

丹後 34 23.1 34.7 50.7 27.3 19.7 28.9 24.9 30.1 12.8 41.1 

中丹 25 40.7 45.3 40.5 19.5 22.5 17.8 25.9 12.9 10.2 5.9 

南丹 25 20.1 26.3 27.3 31.8 11.5 24.0 9.6 8.5 11.0 11.0 

京都市域 552 39.4 36.9 36.1 30.2 26.9 23.7 20.3 14.4 9.6 6.0 

乙訓 43 38.5 36.2 31.7 30.3 16.2 14.0 13.5 12.4 10.9 0.0 

学研都市 41 45.7 38.3 33.5 20.0 25.8 11.5 13.9 27.6 9.7 3.7 

山城北部 104 25.7 32.5 32.2 29.5 29.9 23.7 27.4 16.4 8.6 13.0 

相楽東部 23 39.3 31.7 47.4 39.8 21.3 24.1 47.3 51.7 24.7 56.7 
 

区分 

地域の若年

人口の男女

比に偏りが

あるから 

その他 

全体 3.5 6.9 

丹後 5.4 13.0 

中丹 3.1 3.3 

南丹 0.0 16.3 

京都市域 3.7 5.8 

乙訓 1.6 11.7 

学研都市 5.6 2.7 

山城北部 3.1 8.8 

相楽東部 17.8 13.9 
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８．女性のライフコースとキャリアアップ 

 

 

（１）女性の理想のライフコース 

 

（「子どもを持ち、仕事も続ける」は男女ともほぼ半数である） 

働く女性の仕事と子育ての両立の実態を把握するために、まず、女性の理想のライフコースを

尋ねた。 

「結婚し、子どもを持つが、仕事も続ける」が男性は 54％、女性は 48％と男女ともほぼ半数

であった。「結婚し、子どもを持つが、結婚や出産を機会にいったん退職し、その後再び仕事を

持つ」が男性は 25％、女性は 26％となっている。男女でいくらか差が見られるのは「結婚し、

子どもを持ち、結婚や出産を機会に退職し、その後は仕事を持たない」であり、男性では４％、

女性では７％であった（図 2.8.1）。 

年齢階層別にみると女性において、緩やかではあるものの、年齢階層が低いほど「結婚し、子

どもを持つが、結婚や出産を機会にいったん退職し、その後再び仕事を持つ」が減少し、「結婚

し、子どもを持つが、仕事も続ける」が増加する傾向がみられる（図 2.8.2）。 

 

図 2.8.1 女性の理想のライフコース（単数） 
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8.3 

7.0 

8.1 

54.2 

48.1 

24.5 

26.3 

4.1 

7.1 

2.9 

2.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

男(2075)

女(3023)

（％）

結婚せず、仕事を続ける
結婚するが子どもを持たず、仕事を続ける
結婚し、子どもを持つが、仕事も続ける
結婚し、子どもを持つが、結婚や出産を機会にいったん退職し、その後再び仕事を持つ
結婚し、子どもを持ち、結婚や出産を機会に退職し、その後は仕事を持たない
その他
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図 2.8.2 年齢階層別にみた理想のライフコース 

（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（女性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 男 女 

クラメールの連関係数 0.0526 0.0472 

Ｐ値 0.2777 0.1140 
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1.1

4.9
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4.1

0.5

2.1

4.9

3.5

3.5

3.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

20-24歳(91)

25-29歳(136)

30-34歳(243)

35-39歳(336)

40-44歳(528)

45-49歳(741)

（％）

結婚せず、仕事を続ける
結婚するが子どもを持たず、仕事を続ける
結婚し、子どもを持つが、仕事も続ける
結婚し、子どもを持つが、結婚や出産を機会にいったん退職し、その後再び仕事を持つ
結婚し、子どもを持ち、結婚や出産を機会に退職し、その後は仕事を持たない
その他

（理想のライフコース）
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45-49歳(671)

（％）

結婚せず、仕事を続ける
結婚するが子どもを持たず、仕事を続ける
結婚し、子どもを持つが、仕事も続ける
結婚し、子どもを持つが、結婚や出産を機会にいったん退職し、その後再び仕事を持つ
結婚し、子どもを持ち、結婚や出産を機会に退職し、その後は仕事を持たない
その他

（理想のライフコース）
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（２）職場における女性のキャリア形成と子育ての両立 

 

①キャリア形成と子育ての両立の理想 

 

（女性では「二人以上の子育てをしながらキャリアアップを目指す」は 24％） 

現在、就業している者に加え、就業経験のある者及び就業希望がある者を対象に、働く女性の

キャリアアップと子育ての両立について理想を尋ねた（図 2.8.3）。 

男性は「子どもの数は二人で、仕事でのキャリアアップを目指す」が 30％であり、「子どもの

数は三人以上で、仕事でのキャリアアップを目指す」を合計すると38％となる。これらの回答は、

女性では 24％であり、男女に意識差がみられる。 

女性は、上の回答に代わって、「子どもの数にかかわらず、仕事にはしっかり取り組むが、キ

ャリアップは目指さない」が 20％（男性 11％）、さらに「子どもの数にかかわらず、一定の所得

が得られれば、仕事よりも自分の時間や家庭、子育てを優先する」が 38％を占める（男性 28％）。

これらの回答を合計すると 58％（男性 39％）と半数を大きく上回る。 

本意・不本意を別にすれば、子育てとキャリアアップの両立できるかという問題の前に、キャ

リア志向が強い女性が多いわけではないとみることができる。 

一方、「子どもを持たずに、仕事でのキャリアアップを目指す」は女性で10％、「子どもの数は

一人で、仕事でのキャリアアップを目指す」は７％であった。これらの子どもを持つことよりも

キャリアプを重視しているという見方もできそうであるが、合計で 27％であった。 

 

図 2.8.3 女性のキャリア形成と子育ての両立の理想（就業者、就業経験者及び就業希望者） 

 

（単数） 
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5.0 

10.7 

19.6 

27.8 

38.0 

3.9 

1.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

男(2043)

女(2948)

（％）

子どもは持たずに、仕事でのキャリアアップを目指す

子どもの数は一人で、仕事でのキャリアアップを目指す

子どもの数は二人で、仕事でのキャリアアップを目指す

子どもの数は三人以上で、仕事でのキャリアアップを目指す

子どもの数にかかわらず、仕事にはしっかり取り組むが、キャリアアップは目指さない

子どもの数にかかわらず、一定の所得が得られれば、仕事よりも自分の時間や家庭、子育てを優先する

その他
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②職場での理想のキャリアアップの実現可能性 

 

（女性の否定的回答は半数に近い） 

図 2.8.3 で「キャリアップを目指す」と回答した者に、現在の職場での理想のキャリアアップ

の実現可能性について尋ねた。 

男性では「とてもそう思う」が７％、「そう思う」が 21％であり、合計は 29％であった（図

2.8.4）。一方、女性の「とてもそう思う」と「そう思う」の合計は23％であり、女性の方がやや

評価が低い。 

「どちらかと言えばそう思う」を加えると、男性 63％、女性 54％であり、肯定的意見は否定

的意見をいくらか上回っている。反対にみれば、女性の半数近くが、職場での理想のキャリア形

成について否定的意見を持っている。 

 

図 2.8.4 現在の職場での理想のキャリアアップの実現可能性（就業者、単数） 
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（女性のキャリアップへの関心や主体性が一番の問題点） 

図 2.8.4 で、否定的意見（「どちらかと言えばそう思わない」「そう思わない」「全くそう思わ

ない」）であった者に、女性のキャリア開発の面から現在の職場でキャリアアップができないと

思う理由を尋ねた。 

「女性従業員のキャリアへの関心が低く、主体的にキャリア選択していく雰囲気がないから」

が男性は 30％、女性は 37％と男女とも最も多くなっている（図 2.8.5）。この他では、「部下のキ

ャリア形成への上司の意識が低いから」（男性 25％、女性 28％）、「仕事の自己評価、キャリア研

修、コーチング等、キャリア開発の組織的取組がないから」（男性 22％、女性 26）などの回答が

多い。 

一方、男性は「女性にもキャリアアップ機会自体は十分にある」が17％であるのに対して、女

性の回答は 12％であるなど、全体的に男性と女性の捉え方にいくらか差異がみられる。 

 

図 2.8.5 女性のキャリア開発の面から現在の職場でキャリアアップができないと思う理由 
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（職場にキャリアップと子育ての両立を支援する雰囲気がない） 

図 2.8.4 で、否定的意見（「どちらかと言えばそう思わない」「そう思わない」「全くそう思わ

ない」）であった者に、仕事と子育ての両立の面から現在の職場でキャリアアップができないと

思う理由を尋ねた。 

「職場にキャリアアップと子育ての両立を支援する雰囲気がないから」が、男性は38％、女性

は 40％に上り、際立って回答が多くなっている（図 2.8.6）。 

この他では、「出産前後の働き方に対する相談等、上司の配慮が十分でないから」「育児休業後、

昇給しにくくなるから」などが多いが、これらの二つは男性と女性の間に開きがみられる。 

 

図 2.8.6 仕事と子育ての両立の面から現在の職場でキャリアアップができないと思う理由 

（複数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（女性がキャリアアップに専念せざるを得ない職場が存在すると考えられる） 

図 2.8.3 で女性がキャリアアップを目指すと回答した者を対象にして、職場でのキャリアアッ

プの可能性と、女性のキャリア形成と子育ての両立との関係について調べた（図 2.8.7）。 

女性の結果に注目すると、職場での理想のキャリアアップについて「全くそう思わない」では、

「子どもを持たずに、仕事でのキャリアアップを目指す」が46％と半数近くに上る。その他の回

答では、「子どもの数は二人で、仕事でのキャリアアップを目指す」が 40％から 50％を占めてい

る。 

極端にキャリア形成と子育ての両立が難しい職場が一定程度存在し、仕事でのキャリアアップ

に専念せざるを得ない状況が窺える。 
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図 2.8.7 女性のキャリア形成と子育ての両立の理想 

（職場での理想のキャリアアップの実現可能性別、キャリアアアップを目指すと回答した者） 
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（女性のキャリアップへの関心や主体性の問題は、職場の評価との結びつきが強い） 

図 2.8.4 の職場での理想のキャリアアップの実現可能性の評価（どちらかと言えばそう思わな

い、そう思わない、全くそう思わない）で分けて、女性のキャリア開発の面から職場でキャリア

アップができないと思う理由を集計した（図 2.8.8）。 

女性の回答に注目すると、最も回答が多かった「女性従業員のキャリアへの関心が低く、主体

的にキャリア選択していく雰囲気がないから」は、職場での実現可能性の評価が低いほど回答が

増える傾向が明らかである。また、「社外との交流機会が少なく、人的ネットワークを構築する

機会が乏しいから」も同様の傾向にある。 

 

図 2.8.8 女性のキャリア開発の面から現在の職場でキャリアアップができないと思う理由 

（現在の職場での理想のキャリアアップの実現可能性別） 
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（現在の職場での理想のキャリアアップの実現可能性）
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（女性では「本人が望まない配置移動」は職場の評価と関係が強い） 

仕事と子育ての両立の面から現在の職場でキャリアアップができないと思う理由についても、

図 2.8.8 と同様の集計を行った（図 2.8.9）。 

全般に両者に強い関係はみられないものの、「育児休業後、本人が望まない配置移動を受けや

すくなるから」は、全体雄回答は少ないながら「全くそう思わない」であると女性では22％の回

答に上るようになっている。 

 

図 2.8.9 仕事と子育ての両立の面から現在の職場でキャリアアップができないと思う理由 

（現在の職場での理想のキャリアアップの実現可能性別） 
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（現在の職場での理想のキャリアアップの実現可能性）
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（３）キャリア形成と子育ての両立に対する夫婦の考え方 

 

①希望する子ども数を持てない場合のキャリア形成の考え方 

 

（「希望子ども数を諦める」が 20％を超える） 

夫婦でキャリアアップを目指している中で、希望する子どもの数を持てないとしたら、何を諦

めざるを得ないか尋ねた（図 2.8.10）。 

「わからない」が多くなっているものの、具体的に回答があった者でみると、男性では、「自

分のキャリアアップや希望の子ども数を優先し、配偶者のキャリアアップを諦める」が25％であ

った。また、男性では「希望の子ども数を諦める」とする者が 23％に上る。 

これに対して、女性では「配偶者のキャリアアップや希望の子ども数を優先し、自分のキャリ

アアップを諦める」が 41％に上り、男性の回答と差異が表れている。また、「希望の子ども数を

諦める」は 21％であった。 

キャリアアップを目指す夫婦が増加することを想定すると、キャリア形成が希望の子ども数の

実現に対して影響を及ぼすと予想される結果となった。 

 

図 2.8.10 夫婦でキャリアアップを目指している中で、希望する子どもの数を持てない場合の 

優先すること（単数） 
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図 2.8.3 の女性のキャリア形成と子育ての両立の理想と、上の図 2.8.10 との関係をみた。 

女性の回答に注目すると、「希望子ども数を諦める」は、「子どもの数は一人で、仕事でのキャ

リアップを目指す」で 36％に上る（図 2.8.11）。「子ども数一人」は元々仕事を優先する意識が

強い者と考えられるものの、両立が難しいと「子ども数一人」も諦めざるを得ないと考える者が

多い状況がわかる。 
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図 2.8.11 理想のキャリアアップ別にみた希望する子どもの数を持てない場合の優先 
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（４）地域別の集計 

 

（「子どもを持ち、仕事も続ける）は丹後や相楽東部に多い） 

「結婚し、子どもを持つが、仕事も続ける」が多い地域は、男性では、丹後（64％）、相楽東

部（59％）、山城北部（57％）等である（図2.8.12）。女性でも丹後（60％）や相楽東部（56％）

は、「結婚し、子どもを持つが、仕事も続ける」が他地域に比較してやや多い。 

 

図 2.8.12 地域別にみた女性の理想のライフコース（単数） 
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（京都市域で子供よりキャリアアップを優先する傾向がみられる） 

現在、就業している者に加え、就業経験のある者及び就業希望がある者を対象に、働く女性の

キャリアアップと子育ての両立について理想を地域別に把握した（図 2.8.13）。 

男性では、京都市域で「子どもは持たずに、仕事でのキャリアアップを目指す」が 9％と他の

地域より多くなっている。一方相楽東部で「子どもの数にかかわらず、一定の所得が得られれば、

仕事よりも自分の時間や家庭、子育てを優先する」が41％と最も多くなっている。女性でも男性

と同様に京都市域で「子どもは持たずに、仕事でのキャリアアップを目指す」が11％と他の地域

より多くなっており、更に男性よりも約２ポイント多くなっている。 

 

図 2.8.13 地域別の女性のキャリア形成と子育ての両立の理想 
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（男性では相楽東部、女性では南丹・山城北部でキャリアップが難しくなっている） 

図 2.8.13 で「キャリアアップを目指す」と回答した者に、現在の職場での理想のキャリアッ

プの実現可能性について尋ねた。男性では、相楽東部で「思う」（「とてもそう思う」から「どち

らかといえばそう思う」の計）と回答した者が50％を下回るなど最も低く、女性では、南丹と山

城北部で「思う」と回答した者が 50％を下回るなど低くなっている（図 2.8.14）。 

 

図 2.8.14 地域別の現材の職場での理想のキャリアアップの実現可能性（就業者、単数） 
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（相楽東部・中丹・乙訓で女性のキャリアップへの関心が低い） 

図 2.8.14 の職場での理想のキャリアアップの実現可能性の評価（どちらかと言えばそう思わ

ない、そう思わない、全くそう思わない）で分けて、女性のキャリア開発の面から職場でキャリ

アアップができないと思う理由を集計した（図 2.8.15）。 

男性では「女性従業員のキャリアへの関心が低く、主体的にキャリア選択していく雰囲気がな

いから」が最も多い理由である地域が多く、特に相楽東部が40％を上回るなど最も多くなってい

る。女性でも「女性従業員のキャリアへの関心が低く、主体的にキャリア選択していく雰囲気が

ないから」が最も多い理由である地域が多く、特に中丹と乙訓が40％を上回るなど多くなってい

る。 

 

図 2.8.15 地域別の女性のキャリア開発の面から現在の職場でキャリアアップが 

できないと思う理由（現在の職場での理想のキャリアアップの実現可能性別） 

(男性)                                （％） 

区分 Ｎ 

女性従業員

のキャリア

への関心が

低く、主体

的にキャリ

ア選択して

いく雰囲気

がないから 

部下のキャ

リア形成へ

の上司の意

識が低いか

ら 

仕事の自己

評価、キャ

リア研修、

コーチング

等、キャリ

ア開発の組

織的取組が

ないから 

ジョブロー

テーション

や社内公募

がなく、仕

事の中で新

しい挑戦が

できる機会

がないから 

仕事の順番

や方法を決

める裁量が

なく、提案

がしづらい

から 

20 歳代から

仕事の面白

さ に 気 づ

き、成長を

実感できる

機会が十分

でないから 

社外との交

流機会が少

なく、人的

ネットワー

クを構築す

る機会が乏

しいから 

その他 女性にもキ

ャリアアッ

プ機会自体

は十分ある 

全体 411 30.4 25.1 22.0 18.7 16.6 12.6 12.3 5.2 17.1 

丹後 16 30.5 20.1 36.8 30.5 27.9 6.4 6.4 6.4 18.4 

中丹 28 21.0 34.6 27.5 22.0 15.2 15.9 21.3 7.8 4.5 

南丹 22 21.0 27.1 20.4 21.4 11.1 14.0 19.8 6.5 28.5 

京都市域 220 31.5 27.1 22.8 21.0 16.3 12.2 13.1 5.5 16.6 

乙訓 33 25.1 14.8 18.6 14.8 27.2 6.8 11.9 4.3 16.8 

学研都市 30 36.7 25.5 17.6 12.4 11.1 11.7 6.8 2.3 35.5 

山城北部 52 33.2 16.3 17.4 9.2 17.0 16.9 5.8 3.5 8.7 

相楽東部 10 40.0 7.7 8.0 15.7 29.1 6.1 21.4 32.5 0.0 

 

(女性)                                （％） 

区分 Ｎ 

女性従業員

のキャリア

への関心が

低く、主体

的にキャリ

ア選択して

いく雰囲気

がないから 

部下のキャ

リア形成へ

の上司の意

識が低いか

ら 

仕事の自己

評価、キャ

リア研修、

コーチング

等、キャリ

ア開発の組

織的取組が

ないから 

ジョブロー

テーション

や社内公募

がなく、仕

事の中で新

しい挑戦が

できる機会

がないから 

仕事の順番

や方法を決

める裁量が

なく、提案

がしづらい

から 

社外との交

流機会が少

なく、人的

ネットワー

クを構築す

る機会が乏

しいから 

20 歳代から

仕事の面白

さ に 気 づ

き、成長を

実感できる

機会が十分

でないから 

その他 女性にもキ

ャリアアッ

プ機会自体

は十分ある 

全体 423 37.9 27.8 25.8 18.0 17.8 13.8 9.3 6.7 12.3 

丹後 16 37.7 33.4 14.6 4.6 18.0 9.1 0.0 22.4 18.8 

中丹 14 54.6 42.1 25.6 24.9 15.7 29.7 10.4 19.7 0.0 

南丹 13 31.3 16.0 16.2 11.0 0.0 0.0 28.8 0.0 23.9 

京都市域 259 37.4 25.4 23.5 14.1 17.3 14.5 7.8 7.2 14.9 

乙訓 24 48.8 32.7 33.9 23.2 24.6 11.5 8.1 9.4 3.4 

学研都市 30 35.1 30.0 41.5 12.5 19.6 12.8 17.0 2.5 5.8 

山城北部 57 34.9 33.0 29.2 34.0 21.6 12.5 7.9 1.6 8.1 

相楽東部 10 21.7 22.6 4.4 35.8 38.5 31.3 0.0 12.8 4.4 
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（多くの地域で職場にキャリアップと子育ての両立を支援する雰囲気がない） 

図 2.8.14 で、否定的意見（「どちらかと言えばそう思わない」「そう思わない」「全くそう思わ

ない」）であった者に、仕事と子育ての両立の面から現在の職場でキャリアアップができないと

思う理由を尋ねた（図 2.8.16）。 

男女ともすべての地域で「職場にキャリアアップと子育ての両立を支援する雰囲気がないから」

が多く、特に中丹は男女とも50％を上回るなど他の地域より多くなっている。また、中丹は女性

での「育児休業後、キャリアアップ（昇格試験等）の機会が得にくくなるから」「育児休業後、

本人が望まない配置異動を受けやすくなるから」も他の地域より多くなっている。 

 

図 2.8.16 地域別の仕事と子育ての両立の面から現在の職場でキャリアアップが 

できないと思う理由（複数） 

(男性)                                （％） 

区分 Ｎ 

職場にキャ

リアアップ

と子育ての

両立を支援

する雰囲気

がないから 

育 児 休 業

後、責任の

ある仕事が

まかせても

らえなくな

る者がいる

から 

行きすぎた

配 慮 に よ

り、働き方

が制限され

る雰囲気が

あるから 

出産前後の

働き方に対

す る 相 談

等、上司の

配慮が十分

でないから 

育 児 休 業

後、昇給し

にくくなる

から 

育 児 休 業

後、本人が

望まない配

置異動を受

けやすくな

るから 

育 児 休 業

後、キャリ

ア ア ッ プ

（昇格試験

等）の機会

が得にくく

なるから 

その他 仕事と子育

ては両立で

きるが、そ

もそも女性

にキャリア

アップの機

会がない 

全体 411 38.4 19.6 19.0 18.8 13.8 13.1 12.6 4.8 13.2 

丹後 16 38.4 0.0 50.6 17.6 21.5 20.1 17.6 6.4 20.8 

中丹 28 57.9 19.4 21.3 32.7 5.2 12.3 9.7 0.0 4.5 

南丹 22 39.0 6.1 12.7 14.3 12.7 8.2 11.4 6.5 14.3 

京都市域 220 37.7 20.7 21.3 20.6 12.9 12.6 12.6 5.6 14.9 

乙訓 33 25.8 5.2 7.4 14.1 7.4 17.1 18.7 4.3 16.8 

学研都市 30 32.5 26.0 18.1 19.2 31.5 16.5 14.2 6.9 10.7 

山城北部 52 38.9 28.1 7.9 7.1 10.6 11.6 9.3 1.5 9.2 

相楽東部 10 48.2 29.4 21.5 0.0 29.4 11.2 21.4 13.3 0.0 

 

(女性)                                （％） 

区分 Ｎ 

職場にキャ

リアアップ

と子育ての

両立を支援

する雰囲気

がないから 

出産前後の

働き方に対

す る 相 談

等、上司の

配慮が十分

でないから 

育 児 休 業

後、昇給し

にくくなる

から 

育 児 休 業

後、責任の

ある仕事が

まかせても

らえなくな

る者がいる

から 

育 児 休 業

後、キャリ

ア ア ッ プ

（昇格試験

等）の機会

が得にくく

なるから 

行きすぎた

配 慮 に よ

り、働き方

が制限され

る雰囲気が

あるから 

育 児 休 業

後、本人が

望まない配

置異動を受

けやすくな

るから 

その他 仕事と子育

ては両立で

きるが、そ

もそも女性

にキャリア

アップの機

会がない 

全体 421 40.3 25.8 24.2 21.8 15.5 15.4 12.2 4.5 13.3 

丹後 14 45.7 27.7 9.2 47.5 5.6 9.2 37.4 0.0 20.5 

中丹 14 68.4 35.2 29.7 37.2 31.9 31.6 36.9 19.7 4.8 

南丹 13 33.2 30.3 21.2 18.4 10.7 23.9 0.0 0.0 11.3 

京都市域 259 40.6 23.1 22.1 20.4 14.1 13.9 9.9 5.1 14.9 

乙訓 24 44.2 30.0 18.4 33.7 19.7 11.7 14.1 0.0 6.0 

学研都市 30 36.7 31.1 35.8 20.3 18.9 22.7 24.0 6.8 10.6 

山城北部 57 33.6 28.7 30.3 18.1 16.0 13.9 9.1 0.0 12.7 

相楽東部 10 28.8 7.1 0.0 7.1 17.2 4.4 0.0 31.3 32.7 
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（女性では「自分のキャリアアップを諦める」と考える者が乙訓で多い） 

夫婦でキャリアアップを目指している中で、希望する子どもの数を持てないとしたら、何を諦

めざるを得ないか尋ねた（図 2.8.17）。 

男性では、相楽東部で「自分のキャリアアップや希望の子ども数を優先し、配偶者のキャリア

アップを諦める」が32％と最も多くなっている。女性では「配偶者のキャリアアップや希望の子

ども数を優先し、自分のキャリアアップを諦める」がすべての地域で最も多く、特に乙訓が51％

と他の地域より多くなっている。 

 

図 2.8.17 地域別の夫婦でキャリアアップを目指している中で、 

希望する子どもの数を持てない場合の優先すること（単数） 
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その他
わからない
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自分と配偶者のキャリアアップを優先し、希望の子ども数を諦める
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わからない
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９．男女の役割分担意識・ワークライフバランス 

 

（１）男女の役割分担意識 

 

①伝統的な役割分担意識 

 

（男女の役割分担意識に肯定的意見は 30％から 40％に上る） 

府内在住者を対象に、「結婚したら夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」について尋ね、伝統

的な男女の役割分担意識を把握した。 

男性は「とてもそう思う」と「そう思う」の合計が 13％、「どちらかと言えばそう思う」を加

えると 39％に上る（図 2.9.1）。女性では、「とてもそう思う」と「そう思う」の合計は８％、

「どちらかと言えばそう思う」を加えると 30％になる。 

大半は伝統的な役割分担意識に否定的であり、はっきりとした肯定的意見は10％程度であるも

の、「どちらかと言えば」を含めば肯定的意見は 30％から 40％に上り、伝統的な男女の役割分担

は根強く残っているとみられる。また、こうした傾向は男性の方が強い。 

 

図 2.9.1 「結婚したら夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について（単数） 
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年齢階層別にみると、男性の 20 歳代に肯定的意見が多くみられる。女性では、年齢による大

きな差異はみられないが、「まったくそう思わない」が、年齢とともに少しずつ増加している

（図 2.9.2）。 

 

図 2.9.2 年齢階層別にみた「結婚したら夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」 

という考え方について 
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②所得、働き方、キャリアアップに関わる役割分担 

 

（所得を得ることにも 30％程度の役割分担意識がある） 

男女の役割分担意識に関連して「結婚生活のための所得」の自分の役割について尋ねた。 

その結果、「夫婦で同じくらいの所得を得ることができたらいい」「所得の割合に関係なく夫婦

とも働けたらいい」といった、夫婦がともに所得を得られたらいいという考え方は、男性で55％、

女性では 62％に達し、半数を大きく上回る（図 2.9.3）。 

一方、「必要な所得の大半は自分が稼ぐ」が男性で 27％、これと対になる形で女性では「自分

は不足分やゆとり分を補う程度でよい」が31％に上り、30％程度の者に男女の役割分担意識がみ

られる。 

 

 

図 2.9.3 結婚生活のための所得における自分の役割（単数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（働き方の役割分担意識は 40％近い） 

次に、男女の役割分担意識について、結婚生活を送る上での自分や結婚相手の雇用の理想を尋

ねた。 

「二人とも正規雇用が望ましい」が男性は 53％、女性は 55％であり、男女でほぼ同じ回答率

が得られた。一方、男性では「自分が正規雇用であればよい」は37％の回答があり、これと対に

なる女性の「相手が正規雇用であればよい」が 37％になっている。 

 

図 2.9.4 結婚生活における雇用の理想（単数） 
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二人とも正規雇用が望ましい 自分が正規雇用であればよい

相手が正規雇用であればよい 二人とも非正規雇用でよい
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（女性は「相手のキャリアアップを優先」が半数近い） 

さらに、結婚生活を送る場合、自分と配偶者のキャリアアップはどのような組み合あせが理想

か尋ねた。 

「二人ともキャリアアップを目指す」は、男性では 43％、女性は 35％であり、女性の方が 10

ポイント近く少ない（図 2.9.5）。女性は「相手のキャリアアップを優先する」が 49％と半数近

い。この回答は男性では７％にとどまり、男女で差が大きい。 

一方、「自分のキャリアアップを優先する」は男性の 29％を占める。女性は３％である。 

 

図 2.9.5 結婚生活におけるキャリアアップの理想（単数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）伝統的な役割分担意識の影響 

 

（所得、働き方、キャリアップの考え方の背後には伝統的な役割分担意識がある） 

図 2.9.1 の「結婚したら夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方を分析軸にして、

図 2.9.3 の「結婚生活のための所得における自分の役割」、図 2.9.4 の「結婚生活における雇用

の理想」、図 2.9.5 の「結婚生活におけるキャリアアップの理想」のそれぞれに対してクロス集

計を行った。 

その結果、三つのクロス集計いずれにおいても、表側と表頭の間に明瞭な相関が表れた（図

2.9.6、図 2.9.7、図 2.9.8）。「結婚生活を送る上で、所得、雇用、キャリアアップのすべてで、

それらの背後において、伝統的な男女の役割分担意識が影響を及ぼしていると推察される。 
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（％）

二人ともキャリアアップを目指す 自分のキャリアアップを優先する

相手のキャリアアップを優先する 二人ともキャリアアップは目指さなくてもいい
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図 2.9.6 結婚生活のための所得における自分の役割（伝統的な男女の役割分担意識別） 

（男性） 
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必要な所得の大半は自分が稼ぐ（結婚相手は働かなくてもよい）
自分は不足分やゆとり分を補う程度でよい
夫婦で同じくらいの所得を得ることができたらいい
所得の割合に関係なく夫婦ともに働けたらいい
自分は働かない・働くことができない

（結婚生活のための所得における自分の役割）

（「結婚したら夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について）
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自分は働かない・働くことができない

（結婚生活のための所得における自分の役割）

（「結婚したら夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について）
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図 2.9.7 結婚生活における雇用の理想（伝統的な男女の役割分担意識別） 
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二人とも正規雇用が望ましい 自分が正規雇用であればよい

相手が正規雇用であればよい 二人とも非正規雇用でよい

（結婚生活における雇用の理想）

（「結婚したら夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について）
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（結婚生活における雇用の理想）

（「結婚したら夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について）
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図 2.9.8 結婚生活におけるキャリアアップの理想（伝統的な男女の役割分担意識別） 
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二人ともキャリアアップを目指す 自分のキャリアアップを優先する

相手のキャリアアップを優先する 二人ともキャリアアップは目指さなくてもいい

（結婚生活におけるキャリアアップの理想）

（「結婚したら夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について）
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（結婚生活におけるキャリアアップの理想）

（「結婚したら夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について）
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（３）ワークライフバランス 

 

①ワークライフバランスの理想 

 

（理想は「仕事と生活の両立」が約 60％を占める） 

仕事と家庭（子育てを含む）の優先度（ワークライフバランス）の理想は、「両立」（「仕事も

家庭生活も、ほどほどで両立したい」と「仕事も家庭生活も、充実させて両立したい」の合計）

が、男性で 58％、女性では 64％と過半を占める（図 2.9.9）。「仕事も家庭生活も、充実させて両

立したい」を含めて、女性の方が「両立」の回答がやや多いことは注目される。 

反対に、男性では「仕事を優先したい」が10％を占めており、女性（５％）との差異になって

いる。 

 

図 2.9.9 仕事と家庭の優先度の理想（単数） 

 

 

 

 

 

 

 

②ワークライフバランスの現実 

 

（「充実させて両立」の理想からの乖離が大きい） 

図 2.9.9 の「理想」に対してワークライフバランスの「現実」を尋ねたところ、「仕事を優先

している」が、男性で 35％、女性では 19％に上り、理想との乖離が大きい（図 2.9.10）。 

その結果、男性では「仕事も家庭生活も、充実させて両立している」（７％）が、理想の「仕

事も家庭生活も、充実させて両立したい」から大きく減少している（16ポイント減）。また、「家

庭生活を優先している」（21％）の理想からの減少も大きい（11 ポイント減）。 

女性では、「仕事も家庭生活も、充実させて両立している」（５％）の理想からの減少は 20 ポ

イントに及び、男性を上回る。また、女性は「家庭生活を優先している」（37％）が理想の「家

庭生活を優先したい」から増加している（７ポイント増）。 

 

図 2.9.10 仕事と家庭の優先度の現実（単数） 
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- 194 - 

 

②家事・子育てへの関わり方 

 

（男女の家事・子育ての関わり方のギャップは大きい） 

有配偶者に対して、自分の家事や子育てへの関わり方を把握した。女性では「自分がほとんど

一人でしている」が 35％に上る（図 2.9.11）。「自分は十分にしている」を合わせると 84％にな

る。男性では「自分がほとんど一人でしている」（２％）、「自分は十分にしている」（31％）と合

計しても33％にとどまり、男女の家事・子育ての関わり方に対するギャップ（あるいは認識のギ

ャップ）は大きい。 

男性では、「いくらかしているが配偶者の希望どおりではないと思う」が53％、「自分はほとん

どしていない」が 12％、「自分は全くしていない」が３％である。合計は 67％に上る。 

 

図 2.9.11 自分の家事や子育てへの関わり方（有配偶者、単数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（男性の自分自身の関わり方の認識と相手の評価にはギャップがみられる） 

図 2.9.11 の自分の関わり方に対して、配偶者が家事や子育てにどのように関わっているかを

尋ねると、男性は「配偶者がほとんど一人でしている」が 21％であった（図 2.9.12）。図 2.9.11

における女性の「自分がほとんどしている」（35％）の回答との間に 10 ポイント以上の開きがあ

る。 

図 2.9.11 で男性は「自分は十分にしている」は 53％であるものの、図 2.9.12 は、女性の「配

偶者は自分の希望通り十分にしている」は 37％であり、ここにも大きなギャップがみられる。 

 

図 2.9.12 配偶者の家事や子育てへの関わり方（有配偶者、単数） 
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（所得の役割分担意識は家事・育児の関わり方に影響を及ぼす） 

図 2.9.3 の「結婚生活のための所得における自分の役割」、図 2.9.4 の「結婚生活における雇

用の理想」、図 2.9.5 の「結婚生活におけるキャリアアップの理想」のうち、最初の「結婚生活

のための所得における自分の役割」を例として取り上げ、図 2.9.11 の「自分の家事や子育てへ

の関わり方との関係を調べた。 

その結果、男性では、「必要な所得の大半は自分が稼ぐ」であると、家事や子育てについて

「自分はほとんどしていない」「自分は全くしていない」が、他の回答（「自分は働かない・働く

ことはできない」を除く）に比べておおよそ２倍になる（図 2.9.13）。 

女性では、「自分は不足分やゆとり分を補う程度でよい」であると、家事や子育てについて

「自分がほとんどしている」が 41％に上る。「夫婦で同じくらい所得を得ることができたらいい」

（25％）の 1.6 倍である。 

 

図 2.9.13 自分の家事や子育てへの関わり方 

（結婚生活のための所得における自分の役割別、有配偶者） 
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（結婚生活のための所得における自分の役割）
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（結婚生活のための所得における自分の役割）
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③子育てへの関わり方の満足度 

 

（相互の満足度には大きなギャップがある） 

配偶者の子育てへの関わり方についての満足度を尋ねると、「とても満足している」と「満足

している」の合計は、男性 62％であるのに対して、女性では 35％にとどまる（図 2.9.14）。 

「どちらかと言えば満足している」を合わせると、男性は 90％を上回る。女性では 69％と

70％に近くなるものの相互の差は縮まらない。 

 

図 2.9.14 配偶者の子育てへの関わり方に対する満足度 

（有配偶者、子育てをしている者、単数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（夫婦関係の満足度にも男女間にいくらかギャップがみられる） 

夫婦の関係について、どのように感じているかを尋ねると、「とても満足している」と「満足

している」の合計が 51％、女性では 46％である（図 2.9.15）。男女に差はみられるものの、図

2.9.14 ほどではない。「どちらかと言えば満足している」を加えても傾向は同様である。 

また、「とても不満である」から「どちらかと言えば不満である」を合計すると、男性は 17％、

女性は 26％であった。 

 

図 2.9.15 夫婦関係の満足度（有配偶者、単数） 
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（配偶者の家事や子育ての関わり方は「満足感」を形成する要因と考えられる） 

図 2.9.16 は、図 2.9.14 の配偶者の子育てへ関わり方の満足度を、図 2.9.13 の配偶者の家事

や子育てへ関わり方を分析軸にして集計を行ったものである。 

女性の回答に注目すると、「配偶者は自分の希望どおりに十分している」であると、「とても満

足している」が 28％、「満足している」が 46％に達し、「どちらかと言えば満足している」を加

えると 96％になる。 

反対に、「配偶者はほとんどしていない」であれば、不満とする回答は 72％に達する。配偶者

の家事や子育てへの関わり方は、女性の配偶者に対する満足感を形成する要因になっていると考

えられる。 

 

図 2.9.16 配偶者の子育てへの関わり方についての満足度 

（配偶者の家事や子育てへの関わり方別、有配偶者） 
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（配偶者の子育てへの関わり方と夫婦関係の満足度の相関は明確） 

配偶者の子育てへの関わり方の満足度を分析軸にして、夫婦関係の満足度を集計した。 

女性では、子育ての関わり方の満足度が「とても満足している」であると、夫婦関係について

も「とても満足している」が 73％に達する（図 2.9.17）。同様に、女性で配偶者の子育てへの関

わり方が「満足している」では、夫婦関係の満足度は「とても満足している」が 11％、「満足し

ている」が 62％に上り、両者の相関は極めて明瞭である。 

 

図 2.9.17 夫婦関係の満足度（配偶者の子育てへの関わり方に対する満足度別） 
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（４）地域別の集計 

 

①伝統的な役割分担意識 

 

（中丹・南丹・京都市域・山城北部で男女の役割分担意識に肯定的意見が多い） 

府内在住者を対象に、「結婚したら夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」について尋ね、伝統

的な男女の役割分担意識を把握した(図 2.9.18)。 

男性では、「とてもそう思う」と「そう思う」の合計が中丹・南丹・京都市域・山城北部で多

くなっている。一方で相楽東部は「全くそう思わない」が45.0％と他の地域より多くなっている。

女性では、多くの地域で「とてもそう思う」と「そう思う」の合計が男性よりも少なく、丹後・

京都市域・山城北部・相楽東部で「全くそう思わない」が 30％を上回るなど多くなっている。 

 

図 2.9.18 地域別の「結婚したら夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方（単数） 
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②所得、働き方、キャリアアップに関わる役割分担 

 

（相楽東部で特に夫婦がともに所得を得られたらいいという考え方が多い） 

男女の役割分担意識に関連して「結婚生活のための所得」の自分の役割について尋ねた。 

「夫婦で同じくらいの所得を得ることができたらいい」「所得の割合に関係なく夫婦とも働け

たらいい」といった、夫婦がともに所得を得られたらいいという考え方は、男性では丹後と相楽

東部、女性では多くの地域で 60％を上回り、特に相楽東部で多くなっている 

（図 2.9.19）。 

 

図 2.9.19 地域別の結婚生活のための所得における自分の役割（単数） 
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（働き方の役割分担意識は山城北部で多い） 

次に、男女の役割分担意識について、結婚生活を送る上での自分や結婚相手の雇用の理想を尋

ねた（図 2.9.20）。 

「二人とも正規雇用が望ましい」と回答した者は男性では丹後で 69％と最も多く、南丹で

41％と最も少なくなっている。女性では、「二人とも正規雇用が望ましい」と回答した者は相楽

東部で71％と最も多い。一方で、全ての地域で「相手が正規雇用であればよい」が男性より女性

の方が多く、特に山城北部で多くなっている。 

 

図 2.9.20 地域別の結婚生活における雇用の理想（単数） 
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（丹後と相楽東部で「二人ともキャリアアップを目指す」傾向が高い） 

さらに、結婚生活を送る場合、自分と配偶者のキャリアアップはどのような組み合あせが理想

か尋ねた（図 2.9.21）。 

「二人ともキャリアアップを目指す」と回答した者は、男性では相楽東部が61％と最も多くな

っている。女性では、丹後と相楽東部が 35％を上回るなど多くなっている。 

 

図 2.9.21 地域別の結婚生活におけるキャリアアップの理想（単数） 
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④ワークライフバランスの理想 

 

（丹後と相楽東部で男女とも「仕事を優先したい」傾向が高い） 

「両立」（「仕事も家庭生活も、ほどほどで両立したい」と「仕事も家庭生活も、充実させて両

立したい」の合計）と回答した者は、男性では学園都市と中丹で多くなっており、一方で相楽東

部は40％を下回るなど他の地域より特に少なくなっている。また、丹後と相楽東部では「仕事を

優先したい」が他の地域より多くなっている。女性で「両立」と回答した者は、乙訓と山城北部

で多く、一方で丹後と相楽東部で少なくなっている。また、男性と同様に丹後と相楽東部で「仕

事を優先したい」が他の地域と比べ多くなっている。 

（図 2.9.22） 

 

図 2.9.22 地域別の仕事と家庭の優先度の理想（単数） 

(男性) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(女性) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.8

5.0

5.5

10.2

7.7

8.6

11.2

53.0

18.7

31.0

32.6

33.0

31.6

26.6

33.9

10.1

30.1

37.3

36.8

33.2

37.8

35.9

38.4

22.1

25.4

26.6

25.1

23.7

22.9

28.9

16.5

14.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

丹後地域(85)

中丹地域(118)

南丹地域(97)

京都市域(1130)

乙訓地域(164)

学研都市地域(143)

山城北部地域(286)

相楽東部地域(48)

（％）

仕事を優先したい 家庭生活を優先したい

仕事も家庭生活も、ほどほどで両立したい 仕事も家庭生活も、充実させて両立したい

19.2

4.8

3.1

5.4

3.6

3.2

5.2

29.6

28.0

31.2

32.4

30.1

28.8

36.1

29.7

12.6

38.5

34.1

35.3

39.7

39.8

35.3

38.5

26.5

14.3

29.8

29.2

24.7

27.7

25.5

26.6

31.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

丹後地域(139)

中丹地域(153)

南丹地域(103)

京都市域(1777)

乙訓地域(194)

学研都市地域(228)

山城北部地域(365)

相楽東部地域(62)

（％）

仕事を優先したい 家庭生活を優先したい

仕事も家庭生活も、ほどほどで両立したい 仕事も家庭生活も、充実させて両立したい



 

- 204 - 

 

⑤ワークライフバランスの現実 

 

（男性では丹後・中丹、女性では山城北部で「両立」の回答が多い） 

「理想」に対してワークライフバランスの「現実」を尋ねたところ、「両立」（「仕事も家庭生

活も、ほどほどで両立したい」と「仕事も家庭生活も、充実させて両立したい」の合計）と回答

した者は、男性では丹後と中丹で多くなっており、一方で南丹は40％を下回るなど他の地域より

特に少なくなっている。また、南丹と相楽東部では「仕事を優先したい」が他の地域より多くな

っている。女性で「両立」と回答した者は、相楽東部で特に多く、一方、山城北部で少なくなっ

ている（図 2.9.23）。 

 

図 2.9.23 地域別の仕事と家庭の優先度の現実（単数） 
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⑥家事・子育てへの関わり方 

 

（家事・子育ての関わり方について男性は丹後、女性は学研都市で多い） 

有配偶者に対して、自分の家事や子育てへの関わり方を把握した(図2.9.24)。男性では「して

いる」（「自分がほとんど一人でしている」と「自分は十分にしている」の計）と回答した者が丹

後で最も多くなっている。女性では「している」と回答した者が学研都市で最も多くなっている。 

 

図 2.9.24 地域別の自分の家事や子育てへの関わり方（有配偶者、単数） 
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（学研都市で特に家事・子育ての関わり方のギャップは大きい） 

有配偶者に対して、自分の家事や子育てへの関わり方を把握した（図 2.9.25）。男性では「配

偶者はほとんどしていない」「配偶者は全くしていない」の回答はすべての地域であまりみられ

ないものの、女性では、学研都市が 25％を上回るなど多くなっている。 

 

図 2.9.25 地域別の仕事と家庭の優先度の現実（単数） 
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⑦子育てへの関わり方の満足度 

 

（地域によって相互の満足度にはギャップがある） 

配偶者の子育てへの関わり方についての満足度を尋ねると、男性では「とても満足している」

と「満足している」の合計は、相楽東部で最も多くなっている。女性では逆に相楽東部で最も少

なく、乙訓で最も多くなっている（図 2.9.26）。 

 

図 2.9.26 地域別の配偶者の子育てへの関わり方に対する満足度 
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（地域によって夫婦関係の満足度にも男女間にいくらかギャップがみられる） 

夫婦の関係について、どのように感じているかを尋ねると、「とても満足している」と「満足

している」の合計が、男性では相楽東部で最も多く、女性では逆に相楽東部が最も少なく、乙訓

で最も多くなっている（図 2.9.27）。 

 

図 2.9.27 地域別の夫婦関係の満足度（有配偶者、単数） 
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10．結婚時や子どもの成長に伴う住居地選択 

 

（１）結婚後の住居地選択 

 

①地域特性の評価 

 

（女性は「通勤利便性」と「生活利便性」を重視） 

結婚後の住居地選択において、どのような地域特性を評価したか把握した（図 2.10.1）。 

男性では、「通勤時間（職住の近接性）」を「とても評価した」が、27％と最も多く、次いで

「交通利便性（鉄道、バス等の利用のしやすさ）」が 21％と交通に関する地域特性が多くなって

いる。 

一方で、肯定的評価全体（「評価した」「とても評価した」「いくらか評価した」「少しだけ評価

した」の合計）でみると「生活利便性（買い物・飲食・生活サービスの利用のしやすさ）」が

76％に達する。 

女性においては、男性と同様に「通勤時間（職住の近接性）」を「とても評価した」と回答し

た方が、26％と最も多い。一方で「生活利便性（買い物・飲食・生活サービスの利用のしやす

さ）」が 22％と二番目に多く、特徴になっている。 

また、肯定的評価全体でみると、「生活利便性（買い物・飲食・生活サービスの利用のしやす

さ）」が 73％と最も多くなる。次いで「防災、治安等の安全・安心面」が 64％に上る。 
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図 2.10.1 結婚後に生活を始めた住居地を決めたときの地域特性の評価（単数） 
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②住居地選択の一番の決め手（結婚時） 

 

（男性は「通勤時間」、女性は「生活利便性」） 

図 2.10.1 の評価項目のうち、住居地を選んだ一番の決め手となった地域特性を尋ねると、男

性は「通勤時間（職住の近接性）」が 20％と最も多い（図 2.10.2）。これは、図 2.10.1 の「とて

も評価する」の回答と同じである。 

女性の「一番の決め手」は「生活利便性（買い物・飲食・生活サービスの利用のしやすさ）」

が 17％に達し、わずかではあるが「図 2.10.1」で「とても評価する」が多かった「職住近接性」

と逆転している。 

 

 

図 2.10.2 結婚後に生活を始めた住居地を選んだ一番の決め手（単数） 
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（２）子育てに関わる住居地選択 

 

①子どもに関わる転居 

 

（子育て世帯の半数近くが子どもに関わる転居を経験する） 

現在、子育てをしている者を対象に、子供の出生や子どもの成長に伴って転居をした（将来の

希望を含む）ことがあるかを尋ねた。 

その結果、子どもの数、子どもの成長に、その他の理由を加えると、男性で 46％、女性で

41％は、「転居した（転居したい）」と回答している（図 2.10.3）。子育て世帯の半数近くは、子

どもに関わる転居を経験すると考えられる。 

また、子どもに関わる転居の理由は、「子どもの成長」が最も多く、男女とも全体の約４分の

１の回答を占める。 

 

図 2.10.3 子どもの出生や、子どもの成長に伴う転居（単数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②子どもに関わる転居のタイミング 

 

（「第１子が生まれた後」が最も多い） 

図 2.10.3 で「転居した（転居したい）」と回答した者を対象にして、転居した（転居したい）

タイミングを尋ねた。その結果、「第1子が生まれた後」が最も多い（男性29％、女性26％）（図

2.10.4）。次いで、男性では「第２子が生まれた後」が 27％に上る。女性では 20％であった。女

性では、「子どもが小学校に進学するとき」が二番目に多く、24％の回答がある（男性16％）。こ

れらの回答は相互に関連し合っていると考えられる。 

この他では、「第１子が生まれる前」や「子どもを保育所・幼稚園に預けるとき」が 10％程度

の回答となっており、この二つも関連性が推察される。 
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子どもの成長に従って転居した（子どもが成長したら転居したい）

その他の子どもの理由により転居した（転居したい）

子どもが理由で転居したことはない（転居する考えはない）
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図 2.10.4 転居した（転居したい）タイミング（複数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③地域特性の評価 

 

（結婚後に比べ、広い住宅、保育所・幼稚園等に関わる回答が増えている） 

図 2.10.3 で「転居した（転居したい）」と回答した方に、子どもの出生や成長に伴う転居にお

いて住居地を決めるときに、どのような地域特性を評価したかを尋ねた。 

肯定的評価全体では（「とても評価した」「いくらか評価した」「少しだけ評価した」の合計）

でみると、男性は、「生活利便性（買い物・飲食・生活サービス利用のしやすさ）」と「外で遊ぶ

環境（公園や自然の近接性）」が 79％と、ほぼ 80％に達する（図 2.10.5）。また、「通勤時間（職

住の近接性）」も 75％に上る。 

また、図 2.10.1 の結婚後に住居地選択と比較すると、「広い居室があり、持ち家や一戸建てで

ある住宅の入手のしやすさ」「保育所・幼稚園等の利用のしやすさ」「学校・塾頭の教育環境」を

評価する者が増えている。 

女性でも、男性と同様、「生活利便性（買い物・飲食・生活サービス利用のしやすさ）」が、肯

定的評価全体で 74％に上り、「通勤時間（職住の近接性）」も 73％になる。また、図 2.10.1 の結

婚後の住居地選択と比べ、「広い居室があり、持ち家や一戸建てである住宅の入手のしやすさ」

「保育所・幼稚園等の利用のしやすさ」「学校・塾頭の教育環境」等の評価が増加することも男

性と同様である。 
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図 2.10.5 子どもの出生、成長に伴う転居先の住居地を決めたときの地域特性の評価（単数） 
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②住居地選択の一番の決め手（子どもに関わる転居） 

 

（男性は「通勤時間」、女性は「生活利便性」） 

図 2.10.5 の地域特性のうち、一番の決め手を尋ねると、男性は「通勤時間（職住の近接性）」

が 19％で最も多い（図 2.10.6）。一方、女性の「通勤時間」は 10％であり、男女で回答が分かれ

ている。 

男性では、上記のほか、「広い居室があり、持ち家や一戸建てである住宅の入手のしやすさ」

（14％）、「交通利便性（鉄道、バス等の利用のしやすさ）」（13％）等が続いており、これらは女

性の回答も多い。 

女性は「生活利便性（買い物・飲食・生活サービス利用のしやすさ）」を一番の決め手と回答

する者が最も多く、15％に達する。「親との同居・近居できること」も 13％に上り、これらの項

目は男性の回答とやや傾向が異なる。 

一般に子育て世帯の住居地選択の重点として指摘されることが多い「学校・塾等の教育環境」

は、男性で５％、女性では６％であった。 

 

図 2.10.6 子どもの出生、成長に伴う転居先の住居地を選んだ一番の決め手（単数） 
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（３）地域別の集計 

 

（結婚後の住居地選択） 

結婚後の住居地選択において、どのような地域特性を評価したか把握した（図 2.10.7）。 

 

図 2.10.7 地域別の結婚後に生活を始めた住居地を決めたときの地域特性の評価（単数） 

(丹後地域) 
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(中丹地域) 
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⑨保育所・幼稚園等の利用のしやすさ

⑩学校・塾等の教育環境

⑪地域コミュニティとの関わりやすさ

⑫親と同居・近居できること

（％）

とても評価した いくらか評価した 少しだけ評価した 少しだけ不満だった

いくらか不満だった とても不満だった 重視していなかった
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⑩学校・塾等の教育環境

⑪地域コミュニティとの関わりやすさ

⑫親と同居・近居できること

（％）

とても評価した いくらか評価した 少しだけ評価した 少しだけ不満だった

いくらか不満だった とても不満だった 重視していなかった

N=201 

N=128 
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⑤産婦人科、小児科等の医療環境
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⑩学校・塾等の教育環境

⑪地域コミュニティとの関わりやすさ

⑫親と同居・近居できること

（％）

とても評価した いくらか評価した 少しだけ評価した 少しだけ不満だった

いくらか不満だった とても不満だった 重視していなかった
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④持ち家や一戸建て住宅の入手のしやすさ
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⑧外で遊ぶ環境（公園や自然の近接性）

⑨保育所・幼稚園等の利用のしやすさ

⑩学校・塾等の教育環境

⑪地域コミュニティとの関わりやすさ

⑫親と同居・近居できること

（％）

とても評価した いくらか評価した 少しだけ評価した 少しだけ不満だった

いくらか不満だった とても不満だった 重視していなかった

N=1635 

N=266 
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(学研都市地域) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(山城北部地域) 
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⑩学校・塾等の教育環境

⑪地域コミュニティとの関わりやすさ

⑫親と同居・近居できること

（％）

とても評価した いくらか評価した 少しだけ評価した 少しだけ不満だった

いくらか不満だった とても不満だった 重視していなかった
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（％）

とても評価した いくらか評価した 少しだけ評価した 少しだけ不満だった

いくらか不満だった とても不満だった 重視していなかった

N=268 

N=452 
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(相楽東部地域) 
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とても評価した いくらか評価した 少しだけ評価した 少しだけ不満だった

いくらか不満だった とても不満だった 重視していなかった

N=56 
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（男性は「交通利便性」を求め京都市域に、女性は「生活利便性」を求め京都市域に居住） 

図 2.10.7 の地域特性のうち、一番の決め手を尋ねると、男性では、すべての地域で「通勤時

間（職住の近接性）」の理由が最も多く、特に相楽東部が 31％と多くなっている。また、京都市

域で「交通利便性（鉄道、バス等の利用のしやすさ）」が 14％と他の地域より多く、丹後で「賃

貸住宅の家賃の手ごろさ」が 17％と他の地域より多くなっている。また、乙訓と山城北部では

「産婦人科、少子化等の医療環境」が理由として多く選ばれている。女性では、「交通利便性」

の他、「生活利便性（買い物・飲食・生活サービス利用のしやすさ）」が多く、特に京都市域で

18％と多くなっている。また、同様に「親との同居・近居できること」もすべての地域で多く、

特に丹後で 26％と多くなっている（表 2.10.1）。 

 

表 2.10.1 地域別の結婚後に生活を始めた居住地を選んだ一番の決め手（単数） 
(男性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

通 勤 時 間

（職住の近

接性） 

生活利便性

（買い物・

飲食・生活

サービス利

用のしやす

さ） 

親 と の 同

居・近居で

きること 

交通利便性

（鉄道、バ

ス等の利用

の し や す

さ） 

広い居室が

あり、持ち

家や一戸建

てである住

宅の入手の

しやすさ 

賃貸住宅の

家賃の手ご

ろさ 

防災、治安

等の安全・

安心面 

外で遊ぶ環

境（公園や

自然の近接

性） 

保育所・幼

稚園等の利

用のしやす

さ 

学校・塾等

の教育環境 

全体 1201 19.7 12.7 12.4 11.8 9.1 7.9 3.8 3.2 3.0 1.9 

丹後 50 20.3 10.6 13.6 3.7 10.1 16.9 1.6 4.3 0.0 0.0 

中丹 76 21.3 12.1 8.4 5.9 14.3 0.9 4.9 1.2 5.0 2.2 

南丹 56 23.6 11.4 13.5 4.1 13.7 5.8 0.0 2.8 5.5 4.9 

京都市域 610 20.4 13.7 11.6 14.1 6.4 8.6 3.8 3.9 2.5 2.2 

乙訓 114 21.1 10.9 11.1 12.4 3.9 10.0 6.2 2.0 3.8 0.0 

学研都市 92 13.0 16.8 18.0 8.7 12.5 6.9 3.7 5.8 2.7 1.8 

山城北部 180 18.0 9.3 14.2 12.2 14.9 7.9 3.8 0.8 3.2 1.7 

相楽東部 23 30.8 0.0 27.6 0.0 9.0 12.8 0.0 0.0 3.8 0.0 
 

区分 

産婦人科、

小児科等の

医療環境 

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ

との関わり

やすさ 

その他 特になし 

全体 1.8 1.7 1.4 9.6 

丹後 0.0 2.6 0.0 16.3 

中丹 1.6 3.7 1.8 16.7 

南丹 0.0 0.0 2.7 12.0 

京都市域 0.8 1.4 1.7 9.0 

乙訓 4.8 4.0 2.6 7.1 

学研都市 0.0 2.2 0.0 8.0 

山城北部 5.4 0.5 0.4 7.7 

相楽東部 0.0 5.3 5.3 5.3 
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(女性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

生活利便性

（買い物・

飲食・生活

サービス利

用のしやす

さ） 

通 勤 時 間

（職住の近

接性） 

親 と の 同

居・近居で

きること 

交通利便性

（鉄道、バ

ス等の利用

の し や す

さ） 

賃貸住宅の

家賃の手ご

ろさ 

広い居室が

あり、持ち

家や一戸建

てである住

宅の入手の

しやすさ 

防災、治安

等の安全・

安心面 

外で遊ぶ環

境（公園や

自然の近接

性） 

保育所・幼

稚園等の利

用のしやす

さ 

学校・塾等

の教育環境 

全体 1772 16.3 15.7 13.9 13.5 8.7 8.7 2.8 2.8 2.4 1.7 

丹後 85 6.6 16.6 26.2 0.0 5.3 8.5 0.0 6.7 5.7 0.0 

中丹 110 15.7 19.7 14.1 1.7 11.5 10.8 5.2 1.4 1.6 2.2 

南丹 61 12.2 10.0 12.8 11.3 4.7 14.4 0.0 2.6 7.0 0.0 

京都市域 947 18.3 14.8 12.3 17.4 9.1 6.3 2.7 2.7 1.7 2.1 

乙訓 142 14.4 24.7 12.6 20.0 5.2 4.1 2.2 4.3 3.6 1.2 

学研都市 161 12.6 10.3 14.0 8.4 8.7 18.0 3.3 3.3 3.2 1.9 

山城北部 238 16.3 16.9 18.6 8.7 9.4 10.9 3.6 2.0 2.3 0.8 

相楽東部 28 2.0 21.7 11.5 0.0 2.0 22.5 5.9 7.2 0.0 5.9 
 

区分 

産婦人科、

小児科等の

医療環境 

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ

との関わり

やすさ 

その他 特になし 

全体 1.5 1.0 1.6 9.4 

丹後 1.9 1.2 0.9 20.4 

中丹 2.1 0.0 0.8 13.4 

南丹 3.1 5.0 3.8 13.1 

京都市域 1.2 1.0 1.3 9.2 

乙訓 1.1 0.0 1.5 5.1 

学研都市 2.3 0.8 3.2 10.0 

山城北部 1.2 1.2 1.3 6.9 

相楽東部 0.0 0.0 0.0 21.3 
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（地域別の子どもの出生や、子どもの成長に伴う転居） 

現在、子育てをしている者を対象に、子供の出生や子どもの成長に伴って転居をした（将来の

希望を含む）ことがあるかを把握した（図 2.10.8）。 

 

図 2.10.8 地域別の子どもの出生や、子どもの成長に伴う転居（単数） 

(丹後地域) 
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15.9

27.5

17.7

13.9

24.4

23.9

27.8

16.8

15.9

15.2

16.1

18.7

24.2

35.2

26.0

27.8

37.0

14.5

21.8

25.8

32.3

27.8

8.6

11.1

2.4

0.0

16.6

18.9

0.0

7.8

5.4

15.8

17.7

5.5

16.2

5.9

12.1

4.1

14.7

10.5

18.0

5.9

10.5

8.1

6.1

7.7

1.9

14.5

6.6

6.6

6.7

1.9

4.8

9.0

1.9

6.8

2.2

0.0

12.4

27.7

30.7

10.5

9.3

8.3

4.1

7.2

4.1

20.6

17.5

7.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

①通勤時間（職住の近接性）

②交通利便性

③賃貸住宅の家賃の手ごろさ

④持ち家や一戸建て住宅の入手のしやすさ

⑤産婦人科、小児科等の医療環境

⑥防災、治安等の安全・安心面

⑦生活利便性

⑧外で遊ぶ環境（公園や自然の近接性）

⑨保育所・幼稚園等の利用のしやすさ

⑩学校・塾等の教育環境

⑪地域コミュニティとの関わりやすさ

⑫親と同居・近居できること

（％）

とても評価した いくらか評価した 少しだけ評価した 少しだけ不満だった

いくらか不満だった とても不満だった 重視していなかった
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(中丹地域) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(南丹地域) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.4

16.3

8.7

16.7

11.0

14.5

16.0

4.5

14.1

9.8

3.0

15.5

36.7

28.0

29.5

38.9

24.2

29.0

31.4

38.0

37.6

27.0

26.0

31.3

11.4

15.6

12.8

16.4

21.1

23.9

28.2

22.6

19.8

20.5

26.0

12.8

8.2

10.2

11.7

6.6

12.0

8.1

6.3

8.4

7.4

12.0

6.9

10.7

11.0

10.8

6.0

7.5

11.5

11.1

5.5

6.8

6.0

12.8

10.3

6.5

2.1

6.3

7.4

2.5

4.9

4.0

5.6

6.9

4.0

3.1

6.2

0.0

6.2

12.8

23.8

11.4

15.2

9.3

7.0

12.9

11.0

14.8

21.6

23.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

①通勤時間（職住の近接性）

②交通利便性

③賃貸住宅の家賃の手ごろさ

④持ち家や一戸建て住宅の入手のしやすさ

⑤産婦人科、小児科等の医療環境

⑥防災、治安等の安全・安心面

⑦生活利便性

⑧外で遊ぶ環境（公園や自然の近接性）

⑨保育所・幼稚園等の利用のしやすさ

⑩学校・塾等の教育環境

⑪地域コミュニティとの関わりやすさ

⑫親と同居・近居できること

（％）

とても評価した いくらか評価した 少しだけ評価した 少しだけ不満だった
いくらか不満だった とても不満だった 重視していなかった

18.4

14.1

11.1

27.5

0.0

5.9

18.2

8.2

7.2

7.9

4.0

9.2

31.1

34.1

23.8

27.9

28.9

24.2

31.2

37.9

46.1

28.0

34.9

35.8

17.9

23.1

30.8

25.9

44.2

45.4

27.9

29.1

28.8

33.0

30.5

16.4

7.9

4.0

6.0

2.0

6.1

1.9

2.0

6.1

4.0

4.1

12.2

4.0

4.0

5.9

1.9

0.0

4.0

7.7

10.1

4.0

1.9

7.2

1.9

9.6

5.9

2.1

0.0

1.9

1.9

1.9

2.0

2.0

0.0

3.9

3.7

0.0

14.7

16.8

26.2

14.7

14.8

12.8

8.7

12.7

12.0

15.8

12.7

25.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

①通勤時間（職住の近接性）

②交通利便性

③賃貸住宅の家賃の手ごろさ

④持ち家や一戸建て住宅の入手のしやすさ

⑤産婦人科、小児科等の医療環境

⑥防災、治安等の安全・安心面

⑦生活利便性

⑧外で遊ぶ環境（公園や自然の近接性）

⑨保育所・幼稚園等の利用のしやすさ

⑩学校・塾等の教育環境

⑪地域コミュニティとの関わりやすさ

⑫親と同居・近居できること

（％）

とても評価した いくらか評価した 少しだけ評価した 少しだけ不満だった
いくらか不満だった とても不満だった 重視していなかった

N=69 

N=43 
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(京都市域) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(乙訓地域) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.4

22.0

13.6

15.2

12.3

14.4

22.2

15.3

14.4

16.8

8.9

14.4

35.5

36.4

25.9

27.1

30.0

28.4

33.4

32.4

32.8

32.4

23.9

23.5

21.3

17.6

20.5

25.3

26.2

29.6

21.7

24.1

23.9

25.0

23.9

21.3

5.2

6.6

8.6

5.2

8.8

9.7

6.7

8.6

8.8

7.6

13.5

7.5

5.9

6.2

10.1

9.7

6.5

6.4

6.3

7.0

5.2

4.7

6.3

7.8

4.7

5.8

7.4

8.1

5.0

2.6

4.8

5.4

4.9

4.3

5.0

4.0

6.0

5.4

13.9

9.5

11.0

8.8

4.9

7.1

10.0

9.1

18.4

21.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

①通勤時間（職住の近接性）

②交通利便性

③賃貸住宅の家賃の手ごろさ

④持ち家や一戸建て住宅の入手のしやすさ

⑤産婦人科、小児科等の医療環境

⑥防災、治安等の安全・安心面

⑦生活利便性

⑧外で遊ぶ環境（公園や自然の近接性）

⑨保育所・幼稚園等の利用のしやすさ

⑩学校・塾等の教育環境

⑪地域コミュニティとの関わりやすさ

⑫親と同居・近居できること

（％）

とても評価した いくらか評価した 少しだけ評価した 少しだけ不満だった
いくらか不満だった とても不満だった 重視していなかった

22.0

29.6

4.0

13.3

7.2

15.3

18.3

12.8

18.4

15.9

8.1

15.1

41.0

33.1

33.7

33.5

32.9

38.2

28.9

35.9

38.9

31.6

23.0

25.2

10.1

13.6

12.3

12.3

22.6

21.5

28.2

24.2

19.2

26.2

23.4

14.3

6.3

11.3

11.0

11.8

17.7

9.9

15.0

11.1

5.7

7.9

13.1

10.6

12.1

6.8

14.7

16.2

6.1

6.4

3.6

5.0

5.0

7.1

9.3

7.2

1.9

3.9

6.9

9.5

4.8

5.1

4.8

5.7

6.3

4.3

4.2

6.8

6.7

1.7

17.3

3.3

8.7

3.5

1.1

5.3

6.5

7.0

18.8

20.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

①通勤時間（職住の近接性）

②交通利便性

③賃貸住宅の家賃の手ごろさ

④持ち家や一戸建て住宅の入手のしやすさ

⑤産婦人科、小児科等の医療環境

⑥防災、治安等の安全・安心面

⑦生活利便性

⑧外で遊ぶ環境（公園や自然の近接性）

⑨保育所・幼稚園等の利用のしやすさ

⑩学校・塾等の教育環境

⑪地域コミュニティとの関わりやすさ

⑫親と同居・近居できること

（％）

とても評価した いくらか評価した 少しだけ評価した 少しだけ不満だった
いくらか不満だった とても不満だった 重視していなかった

N=522 

N=92 
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(学研都市地域) 

 

 

(山城北部地域) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.3

21.0

6.4

27.5

10.1

12.7

18.7

28.9

14.6

12.3

8.3

15.8

33.1

33.5

23.8

36.3

38.0

47.4

37.2

31.1

28.5

39.7

27.6

27.8

5.9

13.6

22.3

17.0

19.7

15.6

23.9

19.9

24.8

24.6

23.8

25.8

8.9

12.6

8.9

7.1

9.9

8.4

2.8

8.7

9.8

5.6

8.6

5.5

15.5

8.6

5.6

7.8

12.1

5.3

7.4

3.9

5.2

5.8

6.5

3.8

10.1

6.2

5.0

1.8

5.2

4.4

5.5

4.7

7.4

4.2

9.4

5.3

5.1

4.3

27.9

2.5

5.0

6.1

4.6

2.8

9.8

7.8

15.8

16.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

①通勤時間（職住の近接性）

②交通利便性

③賃貸住宅の家賃の手ごろさ

④持ち家や一戸建て住宅の入手のしやす

さ

⑤産婦人科、小児科等の医療環境

⑥防災、治安等の安全・安心面

⑦生活利便性

⑧外で遊ぶ環境（公園や自然の近接性）

⑨保育所・幼稚園等の利用のしやすさ

⑩学校・塾等の教育環境

⑪地域コミュニティとの関わりやすさ

⑫親と同居・近居できること

（％）

とても評価した いくらか評価した 少しだけ評価した 少しだけ不満だった
いくらか不満だった とても不満だった 重視していなかった

19.8
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20.3

9.1

14.6
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10.8

13.9

11.8

4.6

17.7

42.8

36.3

29.6

38.8

34.9

36.1

44.2

42.4

43.3

40.5

28.1

32.5

10.5

10.0

12.1

15.2

26.1

19.7

14.0

25.6

23.4

23.5

25.4

20.2

6.6

11.9

8.9

11.2

8.4

10.9

7.7

7.6

3.7

5.5

10.3

1.7

9.8

10.1

9.1

6.8

9.9

6.6

11.8

6.7

6.3

6.3

10.2

10.8

3.6

5.2

5.8

4.7

3.1

4.9

2.3

3.7

3.8

3.6

2.9

4.8

6.9

8.7

20.4

3.1

8.5

7.3

2.6

3.3

5.5

8.7

18.4

12.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

①通勤時間（職住の近接性）

②交通利便性

③賃貸住宅の家賃の手ごろさ

④持ち家や一戸建て住宅の入手のしやすさ

⑤産婦人科、小児科等の医療環境

⑥防災、治安等の安全・安心面

⑦生活利便性

⑧外で遊ぶ環境（公園や自然の近接性）

⑨保育所・幼稚園等の利用のしやすさ

⑩学校・塾等の教育環境

⑪地域コミュニティとの関わりやすさ

⑫親と同居・近居できること

（％）

とても評価した いくらか評価した 少しだけ評価した 少しだけ不満だった
いくらか不満だった とても不満だった 重視していなかった

N=93 

N=150 
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(相楽東部地域) 
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20.5

0.0
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11.1
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16.1

28.5

15.6

20.5
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0.0

0.0
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9.1

7.2

0.0

37.6

13.6

12.9

42.1

4.5

4.5

4.5

13.5

11.6

34.7

12.9

0.0

0.0

4.5

12.9

4.5

0.0

0.0

0.0

0.0

17.3

0.0

11.6

0.0

12.9

7.2

0.0

4.5

41.3

45.0

7.5

7.2

33.4

11.6

47.0

20.0

7.2

42.5

7.2

7.2

17.4

26.5

44.6

22.0

17.4

26.5

17.4

17.4

17.4

17.4

17.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

①通勤時間（職住の近接性）

②交通利便性

③賃貸住宅の家賃の手ごろさ

④持ち家や一戸建て住宅の入手のしやす

さ

⑤産婦人科、小児科等の医療環境

⑥防災、治安等の安全・安心面

⑦生活利便性

⑧外で遊ぶ環境（公園や自然の近接性）

⑨保育所・幼稚園等の利用のしやすさ

⑩学校・塾等の教育環境

⑪地域コミュニティとの関わりやすさ

⑫親と同居・近居できること

（％）

とても評価した いくらか評価した 少しだけ評価した 少しだけ不満だった
いくらか不満だった とても不満だった 重視していなかった

N=13 



 

- 228 - 

 

（男性は「交通利便性」を求め京都市域に、女性は「生活利便性」を求め南丹に転居） 

子どもの出生、成長に伴う転居先の住居地を選んだ一番の決め手を尋ねると、男性は「通勤時

間（職住の近接性）」が多く、特に京都市域が 22％と多くなっている。また、学研都市では「広

い居室があり、持ち家や一戸建てである住宅の入手のしやすさ」と「交通利便性（鉄道、バス等

の利用のしやすさ）」が、丹後では「外で遊ぶ環境（公園や自然の近接性）」が、乙訓では「保育

所・幼稚園等の利用のしやすさ」が他の地域より多くなっている。女性では、「生活利便性（買

い物・飲食・生活サービス利用のしやすさ）」が多く、特に南丹が 33％と多くなっている。また、

丹後では「学校・塾等の教育環境」が、山城北部では「防災、治安等の安全・安心面」が他の地

域より多くなっている（表 2.10.2）。 

 

表 2.10.2 地域別の子どもの出生、成長に伴う転居先の住居地を選んだ一番の決め手（単数） 
(男性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

通 勤 時 間

（職住の近

接性） 

広い居室が

あり、持ち

家や一戸建

てである住

宅の入手の

しやすさ 

交通利便性

（鉄道、バ

ス等の利用

の し や す

さ） 

親 と の 同

居・近居で

きること 

生活利便性

（買い物・

飲食・生活

サービス利

用のしやす

さ） 

外で遊ぶ環

境（公園や

自然の近接

性） 

防災、治安

等の安全・

安心面 

賃貸住宅の

家賃の手ご

ろさ 

学校・塾等

の教育環境 

産婦人科、

小児科等の

医療環境 

全体 402 18.7 13.9 12.6 9.8 9.1 7.4 5.3 5.0 4.6 3.7 

丹後 12 17.5 17.1 0.0 15.3 6.4 28.5 6.4 0.0 0.0 0.0 

中丹 30 18.8 18.8 2.9 10.1 2.9 10.1 2.9 11.6 2.1 0.0 

南丹 15 14.2 11.0 8.6 14.2 25.0 5.4 0.0 10.4 5.6 5.4 

京都市域 211 22.2 14.2 12.2 8.5 11.2 5.3 4.6 3.2 5.9 3.6 

乙訓 37 14.2 5.5 16.2 17.6 7.4 5.8 3.6 2.2 2.2 7.3 

学研都市 30 13.7 21.2 22.0 9.8 9.8 5.5 9.4 0.0 5.9 2.8 

山城北部 61 11.9 10.4 17.3 8.6 2.8 12.4 9.7 10.6 2.6 5.5 

相楽東部 6 31.4 0.0 0.0 20.3 0.0 0.0 0.0 20.3 0.0 0.0 
 

区分 

保育所・幼

稚園等の利

用のしやす

さ 

地域コミュ

ニティとの

関わりやす

さ 

その他 特になし 

全体 3.6 2.3 0.0 4.0 

丹後 0.0 8.9 0.0 0.0 

中丹 3.7 5.8 0.0 10.1 

南丹 0.0 0.0 0.0 0.0 

京都市域 3.4 2.2 0.0 3.6 

乙訓 12.4 3.6 0.0 1.9 

学研都市 0.0 0.0 0.0 0.0 

山城北部 2.7 0.0 0.0 5.4 

相楽東部 0.0 0.0 0.0 28.0 
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(女性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

生活利便性

（買い物・

飲食・生活

サービス利

用のしやす

さ） 

広い居室が

あり、持ち

家や一戸建

てである住

宅の入手の

しやすさ 

親 と の 同

居・近居で

きること 

交通利便性

（鉄道、バ

ス等の利用

の し や す

さ） 

通 勤 時 間

（職住の近

接性） 

保育所・幼

稚園等の利

用のしやす

さ 

学校・塾等

の教育環境 

賃貸住宅の

家賃の手ご

ろさ 

防災、治安

等の安全・

安心面 

外で遊ぶ環

境（公園や

自然の近接

性） 

全体 574 15.1 13.7 13.3 12.0 9.6 6.4 6.4 6.2 5.8 3.4 

丹後 30 2.7 17.6 26.0 3.3 6.2 3.6 11.9 6.2 5.7 2.7 

中丹 34 23.1 14.8 17.9 9.3 7.4 10.2 0.0 3.0 7.1 0.0 

南丹 24 32.8 15.1 3.9 0.0 11.4 9.5 7.4 7.5 0.0 0.0 

京都市域 280 16.2 10.2 9.7 14.5 10.1 5.3 8.9 7.5 4.7 3.9 

乙訓 53 9.9 9.2 10.3 17.3 18.2 12.1 7.4 4.3 4.2 2.7 

学研都市 60 10.8 26.2 19.0 11.7 0.0 5.0 2.5 3.5 5.0 3.0 

山城北部 79 10.3 16.9 21.2 7.8 10.6 5.1 2.4 6.0 12.2 5.4 

相楽東部 14 0.0 16.6 35.6 0.0 19.5 0.0 0.0 4.7 4.7 4.7 
 

区分 

産婦人科、

小児科等の

医療環境 

地域コミュ

ニティとの

関わりやす

さ 

その他 特になし 

全体 1.3 0.7 1.0 5.2 

丹後 2.8 0.0 0.0 11.4 

中丹 2.1 0.0 2.5 2.5 

南丹 0.0 3.7 0.0 8.8 

京都市域 1.4 0.4 1.1 6.0 

乙訓 0.0 0.0 0.0 4.3 

学研都市 3.4 3.0 2.2 4.7 

山城北部 0.0 0.0 0.0 2.2 

相楽東部 0.0 0.0 7.6 6.5 
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１１．子育てや教育の経済的負担 

 

（１）子育てにおける家計の負担 

 

（大学進学等、教育に関わる費用が負担になっている） 

子育てにおける家計の負担を尋ねたところ、男女とも「大学・大学院進学に関わる費用」が最

も多い（男性 44％、女性 49％）（図 2.11.1）。次いで、「塾や習い事の費用」（男性は 38％、女性

44％）であり、「大学・大学院進学に関わる費用」を含め、女性の方がやや回答が多い。 

これらの他では「食費、衣服等の生活必需品の費用」「高校進学に関わる費用」等の回答が多

く、これらは、所得等との関係が弱く必ず支出が生じる費目と考えられる。 

また、「保育所・幼稚園等の保育料」は 20％強であった。 

 

図 2.11.1 子育てにおける家計の負担（子どもがいる者、複数） 
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（必需品は収入との関係がみられる） 

図 2.11.1 の回答を夫婦の収入合計別に集計すると、「食費、衣服等の生活必需品の費用」と

「家族で過ごすための娯楽費は、収入が少ないほど負担であるとする回答が増加する傾向がみら

れる（図 2.11.2）。 

これらの費目は収入が少ないからといって減らすことが難しい面がある（所得弾力性が低い）

と考えられ、収入が少ないと負担になりやすいと考えられる。 

 

図 2.11.2 夫婦の収入合計別にみた子育てで家計の負担になっていること（子育がいる者） 
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（２）子どもに受けさせたい教育 

 

（男の子、女の子の両方で「大学」が 80％近くを占める） 

子どものうち、男の子にどの程度の教育を受けさせたいと考えているか尋ねると、「大学」が

男性で 76％、女性は 80％に上る（図 2.11.3）。 

 

図 2.11.3 子どもに受けさせたい教育（男の子） 

（子どもがいる者、子どもを持つ希望がある者、単数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女の子では、「大学」が男女とも 75％であった（図 2.11.4）。特に、男性の「大学」の回答は、

男の子と女の子でまったく差異はみられない。女性でも５％の差にとどまる。 

 

図 2.11.4 子どもに受けさせたい教育（女の子） 

（子どもがいる者、子どもを持つ希望がある者、単数） 
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（受けさせたい教育のうち「大学」は収入との関係がほとんどみられない） 

夫婦の収入合計別に受けさせたい教育を集計すると、80％近くを占める「大学」は、男の子で

は夫婦の収入合計との相関はみられない。 

女の子では、収入とともに「大学」の回答がやや多くなるものの 10％程度の差である。 

 

図 2.11.5 夫婦の収入合計別にみた子どもに受けさせたい教育（子育がいる有配偶者） 

（男の子） 
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（受けさせたい教育の理由は「子どもの幸せには教育が重要だから」） 

図 2.11.3、図 2.11.4 にように考える理由は、「子どもの幸せには教育が重要だから」が圧倒的

に多い（男性 64％、女性 61％）（図 2.11.6） 

また、「自分の学歴と同等か、それ以上がよいから」は約 30％の回答になっている。ここから、

親の高学歴化が、受けさせたい教育で「大学」が多いことの要因の一つになっていると考えられ

る。 

 

図 2.11.6 受けさせたい教育の理由（子どもがいる者、子どもを持つ希望がある者、単数） 
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（「子どもの幸せには教育が重要だから」はどの所得層でも回答が多い） 

子どもに受けさせたい教育の理由について、夫婦の収入合計との関係を調べた。 

その結果、「子どもの幸せには教育が重要だから」は夫婦の収入との相関が認められるものの、

どの所得層でみても他の理由に比べて際立って回答が多い。このことから、図 2.11.5 の通り収

入が少ない世帯でも子どもに教育費にかけようとして、図 2.11.2 において教育費が家計の負担

になっていると考えられる。 

また、「自分の学歴と同等か、それ以上がよいから」は、収入が増えると増加する傾向がある。

親の学歴と収入に相関があるとすると、収入が多い世帯では教育費の支出が増加する要因になっ

ていると考えられる。 

 

図 2.11.7 夫婦に収入合計別にみた受けさせたい教育の理由 

（子どもがいる者、子どもを持つ希望がある者、単数） 
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（３）祖父母の支援 

 

（費用面の支援は 20％から 30％） 

子どもを持つ者を対象に、子どもが未就学児のときに、自分や配偶者の父親・母親から子育て

に関してどのような支援を得られたかを把握した。 

「子どもの預かり」が最も多く（男性 45％、女性 51％）、次いで「家で子どもの世話」が 40％

近い（男性 40％、女性 38％）（図 2.11.7）。 

子育ての経済的負担を軽減すると考えられる「費用面の支援」は、男性 29％、女性 24％であ

った。 

 

図 2.11.8 祖父母による子育ての手助け（子どもがいる者、複数） 
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（４）地域別の集計 

 

（大学・大学院進学が負担となる地域が多く、特に男女とも相楽東部で多い） 

子育てにおける家計の負担を尋ねたところ、男性ではすべての地域で「大学・大学院進学に関

わる費用」が最も多く、特に相楽東部が66％と多くなっている。また、乙訓は「保育所・幼稚園

等の保育料」が、学研都市では「家族で過ごすための娯楽費」が他の地域と比べ多くなっている。

女性でも多くの地域で「大学・大学院進学に関わる費用」が負担であるという回答が最も多く、

特に丹後と相楽東部で多くなっている。また、相楽東部と学研都市では「塾や習い事の費用」が、

相楽東部では「子どもの医療費」が負担と回答した者が多くなっている。 

 

 

図 2.11.9 地域別の子育てにおける家計の負担（子どもがいる者、複数） 

(男性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

大学・大

学院進学

に関わる

費用 

塾や習い

事の費用 

食費、衣

服等の生

活必需品

の費用 

高校進学

に関わる

費用 

保育所・

幼稚園等

の保育料 

家族で過

ごすため

の娯楽費 

中学校進

学に関わ

る費用 

小学校の

学費 

子どもの

医療費 

その他 特に負担

になって

いること

はない 

全体 1698 44.7 37.9 29.8 26.7 21.2 16.0 11.1 10.3 9.4 0.8 13.9 

丹後 70 55.5 30.7 28.5 24.5 20.9 18.7 7.2 10.5 15.1 4.2 13.1 

中丹 101 40.0 37.0 40.9 20.4 21.7 17.1 12.6 7.9 11.2 1.3 12.1 

南丹 86 51.3 40.2 38.7 18.9 17.2 13.5 13.8 7.1 8.0 0.0 10.2 

京都市域 893 44.1 36.9 26.1 28.4 21.3 13.9 12.0 11.6 11.3 0.8 15.3 

乙訓 145 41.6 37.0 28.8 22.9 29.0 19.0 9.2 11.1 7.3 0.0 12.5 

学研都市 120 54.8 49.7 30.7 36.0 18.6 25.6 8.3 6.8 2.5 1.7 5.5 

山城北部 240 41.0 37.2 34.6 23.6 19.9 17.4 8.6 8.7 5.1 0.3 16.4 

相楽東部 43 65.5 38.8 41.1 43.6 9.6 15.4 24.1 9.1 8.1 1.9 0.0 

 

(女性)                                      （％） 

区分 Ｎ 

大学・大

学院進学

に関わる

費用 

塾や習い

事の費用 

食費、衣

服等の生

活必需品

の費用 

高校進学

に関わる

費用 

保育所・

幼稚園等

の保育料 

家族で過

ごすため

の娯楽費 

中学校進

学に関わ

る費用 

子どもの

医療費 

小学校の

学費 

その他 特に負担

になって

いること

はない 

全体 2412 48.6 43.7 30.6 30.4 23.0 18.6 9.8 8.4 6.1 1.4 11.9 

丹後 119 63.2 48.5 33.9 33.6 22.0 13.6 8.9 3.9 2.0 2.7 8.6 

中丹 136 50.2 34.6 35.3 29.5 26.9 15.8 4.9 7.1 6.4 0.0 11.0 

南丹 84 50.2 41.1 33.4 36.9 17.4 16.5 14.7 6.4 7.2 1.7 7.0 

京都市域 1345 47.2 43.5 28.9 30.2 23.8 18.6 10.8 10.1 6.6 1.3 12.2 

乙訓 174 50.2 43.9 26.7 29.1 22.9 21.6 11.3 5.8 3.5 2.3 12.7 

学研都市 201 49.6 54.0 31.6 28.4 19.6 17.9 8.0 8.8 3.5 1.7 10.6 

山城北部 302 48.5 41.9 34.6 30.9 22.5 20.8 7.2 4.3 7.1 1.2 13.7 

相楽東部 51 62.0 62.7 34.6 36.4 8.4 10.8 10.0 16.5 4.2 2.6 8.8 
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１２．生活のゆとり感と満足感、子育ての感じ方 

 

（１）結婚生活を想定したときの所得のゆとり 

 

（独身者の半数以上が結婚生活を想定した場合に所得が不足している） 

独身者に結婚生活を送ることを想定した場合について、現在の所得のゆとりを尋ねた。男性で

は「やや不足している」は 21％、「まったく不足している」は 29％であり、合計 51％が「不足」

という回答であった（図2.12.1）。「不足しているかもしれないが支障はない」という選択肢があ

るため、「不足」の回答は、所得が十分でないために結婚に支障があると捉えることができる。 

女性では「やや不足している」は 22％、「全く不足している」が 30％であり、合計は 52％であ

る。 

 

図 2.12.1 結婚生活を想定した場合の現在の所得（独身者、単数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.7 

8.8 

26.9 

28.5 

21.4 

22.0 

29.4 

29.9 

11.6 

10.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

男(898)

女(1363)

（％）

十分である 不足しているかもしれないが支障はない やや不足している 全く不足している 今は働いていない



 

- 239 - 

 

標本サイズが小さいため参考値であるものの、「全く不足している」を地域別に比較すると、

男性では南丹（45％）や丹後（40％）が多い（図 2.12.2）。 

女性に「全く不足している」にあまり地域差はみられないが、「十分である」と「不足してい

るかもしれないが支障はない」の合計が、学研都市、南丹等でやや少ない。 

 

図 2.12.2 地域別にみた結婚を想定した場合の現在の所得（単数） 
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（２）生活のゆとり感 

 

（所得のゆとり感が一番低い） 

所得に加え、時間、住まい、心の四面から生活のゆとり感を尋ねた。 

肯定的回答（「とてもそう思う」「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の合計）は、四つ

のゆとりの中で「所得」が最も少なく、男性で 50％、女性では 41％となっている（図 2.12.3）。 

地域別でみると、全般的にゆとり感に対する肯定的回答が少ない南丹、住まいのゆとり感が高

い丹後（「とてもそう思う」14％）、相楽東部（同 15％）、生活時間のゆとり感が低い学研都市

（肯定的回答の合計が 50％）などの特徴が表れる（図 2.12.4）。 

 

図 2.12.3 生活のゆとり感 
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図 2.12.4 地域別にみた現在の生活の満足感、幸福感、ゆとり感（単数） 
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（３）生活の満足感・幸福感 

 

（「心身とも良好」は男女とも 68％） 

生活の満足感や幸福感に関わる五つの質問を行った（図 2.12.5）。自分らしさ（本来感）を表

す「自分はありのまま、素直に生きていると思う」と「自分には「居場所」があると思う」、心

身の健康である「今の生活は心身ともに良好だと思う」、幸福感に直結する「自分には希望があ

る」や「自分のことを大事に思ってくれる人がいると感じる」についての問いであり、これらは

ウェルビーイングの構成要素であると考えられる。 

質問の結果、男女とも全般に肯定的回答が多いが、その中でも「自分のことを大事に思ってく

れる人がいると感じる」は肯定的回答が男性では 78％、女性では 84％に上る。五つの質問の中

では「今の生活は心身とも良好である」が、やや肯定的回答が少ない（男女とも 68％）。 

図 2.12.6 に地域別集計を行ったが、全般に大きな地域差はみられない。 

 

図 2.12.5 現在の生活の満足感・幸福感（単数） 
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図 2.12.6 地域別にみた現在の生活の満足感、幸福感、ゆとり感（単数） 
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（４）子育てに対する感じ方 

 

（「弧育」の回答は男女差が大きい） 

最後に、子育て世帯の男女に、三つの子育てに対する感じ方を尋ねた。図 2.12.7 の①と②は

「子育ての幸福感」、③と④は「子育ての負担感・不安感」、⑤と⑥は「弧育」の感情である。 

男女とも、子育ての幸福感に対して肯定的な回答は非常に多く、①の「子育てをしていて幸せ

を感じる」では男女とも 89％が肯定的である。 

負担感・不安感を③の「子育ては、つらく、負担になることが多い」でみると、男性で40％、

女性では 53％が肯定的回答であり、女性の方が多い。 

弧育について「子育てをしていて孤独感を感じる」でみると、男性では 18％、女性では 34％

が肯定的であり、回答数は少ないものの男女の差は負担感・不安感よりも大きい。 

地域別では「幸福感」は丹後で「とてもそう思う」の回答が多く、「弧育」で否定的回答が丹

後や相楽東部で多いといった特徴がみられる（図 2.12.8）。 

 

図 2.12.7 子育てに対する感じ方（子育てをしている者、単数） 
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図 2.12.8 地域別にみた子育てに対する感じ方（子育てをしている者、単数） 
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(山城北部地域) 
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